
 

 

昭和 18 年９月，土浦駅から行進して土浦海軍航空隊に入隊する
「海軍飛行予備学生」第 13 期生。(土浦海軍航空隊正門) 
        （『おか目八目』ＨＰより転載） 
 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

   

 

               

海
軍
飛
行
予
備
学
生
制
度 

 

海
軍
の
幹
部
（
指
揮
官
）
は
、
海
軍
兵
学
校
・

海
軍
機
関
学
校
を
卒
業
し
た
「
士
官
」
と
下
士

官
か
ら
選
抜
さ
れ
た
「
特
務
士
官
」
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
1932(

昭
和
７)

年
、
満
州

事
変
が
勃
発
す
る
と
、
航
空
幹
部(

士
官)

の
増

強
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
1934(

昭

和
９)

年
か
ら
、
大
学
や
旧
制
高
等
学
校
・
専

門
学
校
出
身
者
か
ら
募
集
し
て
、
年
間
30
～

40
人(

当
初
は
飛
行
科
の
み
）
ほ
ど
を
採
用
し
、

海
軍
少
尉
に
任
官
さ
せ
る
予
備
学
生
制
度
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
勃

発
す
る
と
「
飛
行
科(

飛
行
機
搭
乗
員
た
る
士

官
を
育
成
）
」
に
加
え
、
「
整
備
科(

飛
行
機
の

整
備
を
担
当
す
る
士
官
を
育
成
）
」
「
兵
科(

艦

隊
勤
務
の
士
官
を
育
成
）
」
に
も
拡
大
さ
れ
ま

し
た
が
、
霞
ヶ
浦
、
土
浦
海
軍
航
空
隊
と
関
わ

り
が
深
か
っ
た
の
が
飛
行
科
の
海
軍
飛
行
予

備
学
生
で
し
た
。
海
軍
飛
行
予
備
学
生
制
度
は
、

旧
制
大
学
卒
業
生
で
満
26
才
未
満
の
者
、
大

学
予
科
、
旧
制
高
等
学
校
、
専
門
学
校
卒
業
生

で
満
24
才
未
満
の
者
で
、
志
願
し
選
抜
試
験

に
合
格
し
た
者
に
錬
成
教
育
を
施
す
も
の
で

し
た
。
教
育
期
間
は
約
１
年
で
、
ま
ず
約
４
ヶ

月
間
、
基
礎
的
、
座
学
的
な
科
目
を
土
浦
海
軍

航
空
隊
等
の
基
礎
教
程
で
行
い
、
基
礎
教
程
卒

業
後
お
お
む
ね
半
年
間
、
各
練
習
航
空
隊
で
練

習
機
に
よ
る
実
習
を
行
い
ま
し
た
（「
予
科
練
」

と｢

飛
練｣

の
関
係
と
同
じ
で
す
）
。
入
隊
１
年

後
に
少
尉
に
任
官
さ
せ
、
そ
の
前
後
か
ら
実
用

機
教
程
に
進
み
、
機
種
や
練
度
に
よ
り
期
間
の

長
短
は
あ
り
ま
す
が
、
実
用
機
課
程
数
ヶ
月
で

一
人
前
の
航
空
機
搭
乗
員(

士
官)

に
育
て
上

げ
る
も
の
で
し
た
。 

1934(

昭
和
９)

年
11
月
入
隊
の
第
１
期
学
生

は
僅
か
に
６
名
で
あ
り
、
1942(

昭
和
17)

年
９

月
の
第
12
期
学
生
ま
で
は
100
名
以
下
の
少
数

採
用
で
し
た
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
激
化
、

航
空
決
戦
が
熾
烈
と
な
っ
た
1943(

昭
和
18)

年

９
月
に
は
、
昭
和
18
年
度
の
繰
り
上
げ
卒
業

生
か
ら
５
万
数
千
名
が
海
軍
飛
行
予
備
学
生

を
志
願
し
、

5,199
名
が
合
格
、
第
13
期
学
生
と

し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
量
採
用
の
理

由
は
、
予
想
以
上
の
搭
乗
員
の
損
耗
と
、
予
科

練
習
生
の
採
用
増
加
で
、
海
軍
兵
学
校
出
身
の

搭
乗
員
の
み
で
は
士
官
搭
乗
員
が
不
足
し
た

た
め
で
し
た
。
彼
ら
は
お
お
む
ね
半
数
に
分
か

れ
て
土
浦
、
三
重
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
、
10
月

１
日
に
予
備
学
生
を
命
じ
ら
れ
、
基
礎
教
育
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
1944(

昭
和
19)

年
１
月
中

旬
、
土
浦
、
三
重
海
軍
航
空
隊
を
卒
業
、
１
月

末
ま
で
に
中
練(

93
式
中
間
練
習
機)

教
程
の

た
め
、
土
浦
海
軍
航
空
隊
卒
業
生
は
谷
田
部
、

筑
波
、
第
２
美
保
、
東
京
、
出
水
、
高
雄
、
北

浦
、
上
海
航
空
隊
へ
転
隊
、
速
成
教
育
を
施
し
、

一
定
の
練
度
に
達
し
た
者
か
ら
他
の
航
空
隊

に
転
隊
し
、
実
用
機
教
程
に
入
り
ま
し
た
。
1944

(

昭
和
19
）
年
10
月
に
は
海
軍
少
尉
に
任
官
、

戦
場
に
赴
き
、
台
湾
沖
、
比
島
、
ウ
ル
シ
ー
、

硫
黄
島
、
沖
縄
、
本
土
周
辺
の
航
空
戦
で
、
13

期
生
は
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
し

1,616
名
が
散
華
、

そ
の
内
特
攻
で
の
戦
没
者
は
448
名
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。 

次
の
第
14
期
生
は
従
来
の
期
と
異
な
り
、

｢
学
徒
出
陣｣

に
よ
る
徴
兵
招
集
に
よ
り
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
1943(

昭
和
18)

年
10
月
１
日
、

勅
令
第
755
号
に
よ
り
全
国
の
大
学
、
旧
制
高

等
学
校
・
専
門
学
校
の
文
科
系
学
生
の
徴
兵
猶

予
令
が
停
止
さ
れ
、
20
才
以
上
の
学
生
が
、

各
学
校
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
休
学
と
さ
れ
、
臨

時
徴
兵
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
学
業
途
上
の
学
生
た
ち
が
陸
軍
に

約
８
万
名
、
海
軍
に
約

18000
名
が
召
集
を
受
け
、

兵
と
し
て
入
隊
し
ま
し
た
。
海
軍
で
は
12
月

１
日 

、
横
須
賀
、
呉
、
佐
世
保
、
舞
鶴
の
各

海
兵
団
に
二
等
水
兵
と
し
て
入
団
さ
せ
、
教
育

期
間
中
に
予
備
学
生
・
予
備
生
徒(

大
学
予

科
・
高
等
学
校
・
専
門
学
校
在
学
生
か
ら
入
隊

し
た
者
を
「
予
備
生
徒
」
と
呼
び
ま
し
た)

採

用
試
験
が
行
わ
れ
、
1944(

昭
和
19)

年
の
１
月

末
に
、

2,365
名
が
飛
行
予
備
学
生
操
縦
専
修
及

び
偵
察
専
修
と
し
て
土
浦
海
軍
航
空
隊
へ
、

1,260
名
が
飛
行
要
務
専
修
と
し
て
鹿
児
島
海
軍

航
空
隊
へ
転
隊
し
ま
し
た
。
同
じ
く
第
１
期
予

備
生
徒
と
し
て

1,270
名
が
入
隊
、
各
海
兵
団
か

ら
三
重
航
空
隊
へ
転
隊
し
、
基
礎
教
育
を
受
け

ま
し
た
。
土
浦
海
軍
航
空
隊
で
の
基
礎
教
育
は

同
年
５
月
に
修
了
、
中
練
教
程
の
た
め
操
縦
専

修
は
陸
上
機
が
谷
田
部
、
出
水
、
第
２
美
保
、

博
多
海
軍
航
空
隊
へ
、
水
上
機
が
鹿
島
、
北
浦
、

詫
間
海
軍
航
空
隊
へ
、
偵
察
専
修
は
大
井
、
徳

島
海
軍
航
空
隊
へ
転
隊
し
ま
し
た
。
操
縦
専
修

は
４
ヶ
月
の
中
練
教
程
後
、
９
月
下
旬
以
降
実

用
機
教
程
に
進
み
、
偵
察
専
修
は
1945(

昭
和

20)

年
３
月
か
ら
４
月
に
実
戦
部
隊
に
配
属
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

中
学
40
回
の
吉
田
一
也
氏(

元
土
浦
市
教
育

委
員
会
教
育
次
長)

は
、
1943(

昭
和
18)

年
９
月
、

早
稲
田
大
学
法
学
部
を
卒
業(

６
ヶ
月
短
縮)

し
、
10
月
末
に
水
戸
三
の
丸
小
学
校
で
臨
時

徴
兵
検
査
を
受
け
て
、
12
月
10
日
、
横
須
賀

第
２
海
兵
団
に
入
団
し
ま
し
た
（
入
団
の
準
備

で
髪
の
毛
を
切
っ
た
時
に
、
こ
れ
が
遺
髪
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
母
親
に
手
渡
し
て
い
ま

す
）
。
海
兵
団
で
行
わ
れ
た
飛
行
予
備
学
生
に

な
る
た
め
の
適
性
検
査
に
合
格
し
て
、
1944(

昭

和
19)

年
１
月
25
日
、
第
14
期
飛
行
予
備
学
生

と
し
て
土
浦
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
、
第
13
分

隊
に
所
属
し
ま
し
た
。
分
隊
長
は
同
志
社
大
学

出
身
の
第
11
期
生
で
、
階
級
は
中
尉
、
同
志

平成２７年４月１４日 
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号 

霞ヶ浦（その 13）～海軍飛行予備学生～ 

土浦海軍航空隊といえば「予科練」の地として有名ですが、土浦海軍航空

隊には「飛行予科練習生（予科練）教育部」の他にもう一つの教育錬成組織、

「飛行予備学生教育部」があり、飛行予備学生への基礎教育が約４ヶ月間行

われていました。前者が下士官パイロットを養成したのに対し、後者は士官

（幹部）パイロットを養成しました。土浦中学でも多くの先輩たちが予備学

生や学徒出陣を経て戦場に赴きました。 



 

 

特攻隊員として鹿屋海軍航空隊で終戦を迎えた渡辺賢一
氏(予備学生 14 期、新潟県十日町市圓通寺住職)の努力で
建立された慰霊の像と移設された谷田部航空隊の隊門(圓
通寺境内)（『神風特別攻撃隊』ＨＰ号より転載） 
 

社
大
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
の
選
手
で
し
た
。
土
浦

海
軍
航
空
隊
で
の
基
礎
教
育
修
了
後
、
５
月

27
日
の
海
軍
記
念
日
に
谷
田
部
海
軍
航
空
隊

に
配
属(
総
勢
255
名)

さ
れ
、
93
式
中
間
練
習

機(

赤
ト
ン
ボ)
に
よ
る
飛
行
訓
練
を
約
４
ヶ

月
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
実
用
機
（
戦
闘
機
）

教
程
に
進
む
た
め
、
10
月
１
日
神
ノ
池
海
軍

航
空
隊
に
赴
任(

120
名)
し
ま
し
た
が
、
神
ノ
池

海
軍
航
空
隊
が
特
攻
機
「
桜
花
」
の
訓
練
基
地

に
な
っ
た
た
め
、
11
月
４
日
、
再
び
谷
田
部

海
軍
航
空
隊
に
戻
り
ま
し
た
。
11
月
25
日
付

で
少
尉
に
任
官
、
単
座
戦
闘
機
を
複
座
に
改
造

し
た
練
習
機
で
訓
練
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

1945(

昭
和
20)

年
２
月
14
日
以
降
、
空
襲
が
激

化
、
谷
田
部
航
空
隊
が
迎
撃
の
実
戦
態
勢
と
な

り
搭
乗
訓
練
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
２
月

17
日
の
晩
に
は
、
特
攻
隊
志
願
者
の
募
集
が

行
わ
れ
、
第
14
期
生
か
ら
は
第
１
次
特
攻
隊

に
28
名
が
選
抜
さ
れ
、
零
戦
に
よ
る
特
攻
訓

練
が
毎
日
行
わ
れ
ま
し
た
（
飛
行
機
や
燃
料
の

不
足
か
ら
特
攻
隊
以
外
の
訓
練
は
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
）
。
４
月
２
日
、
谷
田
部
航
空
隊

の
特
攻
隊
は
神
風
特
別
攻
撃
隊
昭
和
隊
と
命

名
さ
れ
、
九
州
の
鹿
屋
航
空
隊
に
進
出
、
４
月

14
日
の
第
１
次
か
ら
５
月
11
日
の
第
７
次
ま

で
出
撃
、
14
期
生
は
28
名
の
う
ち
21
名
が
出

撃
戦
死
、
７
名
が
出
撃
命
令
を
待
ち
つ
つ
終
戦

を
迎
え
て
い
ま
す
。
第
１
次
の
選
抜
に
も
れ
た

吉
田
氏
は
、
２
次
・
３
次
特
攻
要
員
と
し
て
本

土
決
戦
に
備
え
る
な
か
で
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
。
14
期
生
全
体
で
は
、
予
備
生
徒
１
期
生

と
合
わ
せ
る
と
、

4,895
名
が
採
用
さ
れ
、
492
名

が
戦
没
、
う
ち
特
攻
戦
没
者
は
200
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
採
用
は
昭
和
20
年
４
月
入
隊
の

第
16
期
生
ま
で
行
わ
れ
、
１
期
生
か
ら
16
期

生
ま
で
、
約

15,000
名
が
入
隊
、
戦
没
者
は
約

2,400
名
、

う
ち
特
攻
戦
没
者
は
658
名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。 

                

土
浦
海
軍
航
空
隊
で
の
生
活 

 

土
浦
海
軍
航
空
隊
で
の
飛
行
予
備
学
生
へ

の
教
育
は
約
４
ヶ
月
間
、
海
軍
飛
行
科
士
官
と

し
て
の
基
礎
を
習
得
さ
せ
る
も
の
で
、
早
朝
５

時(

冬
期
は
６
時)

の
総
員
起
こ
し
か
ら
午
後

９
時
の
巡
検
ま
で
、
予
科
練
生
と
同
様
、
分
刻

み
の
日
課
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
午
前
は

座
学
が
中
心
で
、
航
空
力
学
、
気
象
学
、
物
理

学
、
機
械
学
、
さ
ら
に
砲
術
、
水
雷
術
、
航
海

術
、
運
用
術
等
に
わ
た
っ
て
幅
広
く
海
軍
士
官

と
し
て
の
基
礎
知
識
が
詰
め
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
毎
日
の
よ
う
に
試
験
が
行
わ
れ
、
成
績

不
良
者
に
は
予
備
学
生
罷
免
、
二
等
水
兵
へ
の

降
格
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
数
学
な

ど
理
科
系
の
授
業
で
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
も
、
同
じ
班
の
理
系
学
部
の
出
身
者

に
教
え
を
請
う
と
教
官
よ
り
も
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
く
れ
て
、
す
ぐ
理
解
で
き
ま
し
た
。

午
後
は
体
育
が
中
心
で
通
信
訓
練
や
陸
戦
、
短

艇(

カ
ッ
タ
ー)

、
体
操
、
武
術
、
マ
ラ
ソ
ン
等

の
訓
練
が
続
け
ら
れ
、
予
科
練
生
と
同
様
に
班

や
分
隊
対
抗
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
予
備

学
生
の
中
に
は
、
入
隊
前
の
学
生
時
代
に
、
柔

道
、
剣
道
、
相
撲
、
空
手
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
ボ

ク
シ
ン
グ
、
ラ
グ
ビ
ー
、
陸
上
競
技
、
水
泳
、

野
球
、
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
、
馬
術
、
そ
の
他

運
動
部
の
有
名
選
手
や
有
段
者
が
多
数
そ
ろ

っ
て
い
た
の
で
、
対
抗
試
合
で
そ
の
実
力
を
発

揮
し
て
大
活
躍
、
分
隊
員
の
士
気
を
鼓
舞
し
て

い
ま
し
た
。 

大
学
等
の
自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
学
生
生

活
を
謳
歌
し
て
い
た
飛
行
予
備
学
生
た
ち
に

と
っ
て
海
兵
団
や
土
浦
海
軍
航
空
隊
で
の
厳

し
い
規
律
や
訓
練
に
は
少
々
こ
た
え
た
面
も

あ
っ
た
よ
う
で
、
彼
ら
の
日
記
に
は
予
科
練
生

に
は
見
ら
れ
な
い
批
判
や
不
満
が
率
直
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
予
備
学
生
に
は
入

隊
す
る
と
准
士
官(

予
備
生
徒
は
上
等
兵
曹)

と
い
う
地
位
が
与
え
ら
れ
、
日
中
の
訓
練
や
教

育
、
起
居
動
作
の
躾
は
予
科
練
生
同
様
に
厳
し

く
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
食
事
は
従
兵(

将
校
に

専
属
し
て
、
身
の
回
り
の
世
話
な
ど
を
す
る
兵

卒
・
従
卒)

が
長
机
の
上
に
て
ぎ
わ
よ
く
配
膳

を
し
て
く
れ
る
し
、
兵
舎
内
に
は
予
備
学
生
だ

け
で
上
官
も
い
な
い
の
で
、
気
分
的
に
は
ゆ
っ

た
り
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
予
備
学
生

が
受
け
る
制
裁
は
鉄
拳
か
練
兵
場
一
周
の
駆

け
足
な
ど
で
、
予
科
練
生
を
泣
か
せ
た
バ
ッ
タ

ー(
海
軍
精
神
注
入
棒)

に
よ
る
罰
直
は
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。 

1943(

昭
和
18)
～
1944(

昭
和
19)

年
頃
の
土
浦

海
軍
航
空
隊
の
人
員
は
、｢

予
科
練
生｣

約
6,000

名
、｢

予
備
学
生｣
約

2,000
名
、
職
員
約

1,000
名
で
、

総
員
約

9,000
名
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
予

備
学
生
の
兵
舎
は
精
進
川
の
左
岸(

現
在
の
霞

ヶ
浦
高
等
学
校
付
近
、
予
科
練
生
の
兵
舎
は
右

岸
、
現
在
の
武
器
学
校
区
域)

に
あ
っ
て
、
予

科
練
生
と
は
一
緒
に
講
義
や
訓
練
を
受
け
る

こ
と
も
な
い
の
で
、
め
っ
た
に
顔
を
合
わ
せ
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学
45
回
の

戸
張
礼
記
氏
も｢

10
才
年
上
の
兄(

戸
張
忠
勇

氏)

は
、
日
本
大
学
本
科
の
学
生
で
し
た
が
第

13
期
予
備
学
生
と
し
て
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

私
が
昭
和
19
年
６
月
１
日
に
甲
種
飛
行
予
科

練
習
生
第
14
期
と
し
て
入
隊
し
て
間
も
な
く
、

兄
は
予
備
学
生
と
し
て
何
か
の
教
育
あ
る
い

は
用
件
で
土
浦
海
軍
航
空
隊
に
滞
在
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
あ
る
日
、
兵
舎
内
で
吊
床
訓
練

を
し
て
い
る
と
、
兄
が
い
つ
の
間
に
か
窓
の
外

に
立
っ
て
私
を
見
て
い
ま
し
た
。
訓
練
中
だ
っ

た
の
で
、
声
を
掛
け
合
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
き
っ
と
兄
は
私
の
こ
と
が
心
配
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
隊
内
で
兄
に
会

っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

同
じ
所
に
肉
親
が
い
る
と
い
う
だ
け
で
随
分

心
強
か
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
（
『
続
・
阿

見
町
と
予
科
練
』）。
同
じ
航
空
隊
内
に
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
分
刻
み
の
日
課
で
、
兄
弟
と
い
え
ど

も
会
う
暇
な
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

卒
業
後
、
飛
行
予
備
学
生
は
少
尉
に
任
官
し

て
、
小
隊
長
と
な
っ
て
部
下
を
率
い
て
空
の
戦

場
に
赴
き
ま
す
。
飛
行
学
生
を
指
導
し
た
教
官

た
ち
は
「
前
線
に
は
予
科
練
出
身
の
熟
練
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
多
く
い
る
。
お
前
た
ち
は
パ
イ
ロ
ッ

ト
と
し
て
の
熟
練
度
は
幾
分
不
十
分
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
指
揮
能
力
で
部
下
を
引
っ
張
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
予
備
学
生
た

ち
を
叱
咤
激
励
し
、
予
備
学
生
た
ち
も
操
縦
術

の
み
な
ら
ず
、
指
揮
官
と
し
て
必
要
な
能
力
を

身
に
つ
け
る
べ
く
、
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。 

参
考 

「
海
軍
航
空
隊
も
の
が
た
り
」
阿
見
町 

 
 
 
  

（
高
21
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松
井
泰
寿
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飛
行
練
習
生 

予
科
練
生
の
教
育
期
間
は
、
各
期
で
変
更
が

多
く
、
昭
和
18
年
５
月
時
点
の
法
規
上
の
期

間
は
乙
飛
２
年
６
ヶ
月
、
甲
飛
１
年
６
ヶ
月
で

し
た
。
適
性
検
査
の
結
果
に
よ
り
、
操
縦
専

修
・
偵
察
専
修
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

程
を
終
え
て
予
科
練
を
卒
業
す
る
と
、
甲･

乙･

丙
各
種
が
合
流
し
て
本
科
で
あ
る
飛
行
練
習

生(

飛
練)

教
程
で
の
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。 

操
縦
専
修
生
は
陸
上
機
専
攻
・
水
上
機
専
攻

に
分
か
れ
て
横
須
賀
、
霞
ヶ
浦
の
練
習
航
空
隊

(

昭
和
14
年
以
降
は
筑
波
海
軍
航
空
隊
・
谷
田

部
海
軍
航
空
隊
等
の
各
地
の
練
習
航
空
隊
）
で

訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
練
習
航
空
隊
で
は
飛
行

訓
練
と
と
も
に
、
学
科
や
整
備
訓
練
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
偵
察
専
修
は
横
須
賀
海
軍
航
空
隊

(

昭
和
14
年
以
降
は
鈴
鹿
海
軍
航
空
隊)

で
、
学

科
と
と
も
に
「
白
菊
」
な
ど
の
練
習
機
で
航
法
、

通
信
、
射
撃
、
写
真
撮
影
等
の
実
習
を
受
け
ま

し
た
。 

飛
行
練
習
生
教
程
で
は
、
搭
乗
員
と
し
て
必

要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
、
単
独
で
飛

行
機
を
操
縦
で
き
る
よ
う
に
す
る
教
育
が
施

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
課
で
は
「
飛
行
作
業
」

と
呼
ば
れ
る
飛
行
訓
練
が
主
体
と
な
り
ま
し

た
が
、
約
９
ヶ
月(

後
に
６
ヶ
月)

で
卒
業
と
な

る
た
め
、｢

鬼
の
筑
波
、
地
獄
の
谷
田
部
」
と

言
わ
れ
た
よ
う
に
、
予
科
練
よ
り
い
っ
そ
う
厳

し
い
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
練

習
生
た
ち
は
「
い
よ
い
よ
飛
行
機
に
乗
れ
る
、

大
空
を
飛
べ
る
」
と
の
希
望
に
胸
を
躍
ら
せ
て

い
ま
し
た
。 

予
科
練
で
は
、
１
個
班
が
25
～
26
名
で
編

成
さ
れ
、
そ
れ
に
下
士
官
の
班
長
が
一
人
配
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
飛
練
の
１
個
班
は
練
習

生
10
名
で
、
班
長
と
班
付
の
教
員
が
１
名
ず

つ
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
教
員
１
名
が
練
習

生
５
名
（
こ
の
飛
行
機
単
位
の
組
み
合
わ
せ
を

ペ
ア
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
）
を
受
け
持
っ
て
飛

行
訓
練
を
実
施
す
る
た
め
で
、
教
員
に
は
実
戦

部
隊
か
ら
年
の
近
い
予
科
練
出
身
者
が
多
く

配
属
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
入
隊
式
後
、
貸
与
さ

れ
た
飛
行
服
・
飛
行
帽
・
飛
行
靴
そ
れ
に
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
一
式
を
着
込
ん
だ
練
習
生
た

ち
は
外
見
だ
け
は
も
う
一
人
前
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
、
飛
練
で
の
日
課
が
始
ま
り
ま
す
。 

飛
行
練
習
生
は
朝
５
時
の
総
員
起
こ
し
、
朝

礼
、
清
掃
の
後
、
６
時
か
ら
朝
食
、
朝
食
に
は

鶏
卵
が
つ
き
、
ミ
ル
ク
も
毎
日
配
食
さ
れ
ま
し

た
。
い
わ
ゆ
る
航
空
食
で
、
予
科
練
時
代
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
待
遇
で
あ
り
、
こ
れ
で
搭
乗

員
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
と
い
い
ま
す
。

朝
食
が
終
わ
る
と
、
食
卓
番
（
食
事
当
番
）
だ

け
が
後
片
づ
け
に
残
り
、
他
の
者
は
格
納
庫
へ

走
り
、
教
員
の
指
導
に
よ
っ
て
、
格
納
庫
か
ら

飛
行
機
を
出
し
て
、
エ
プ
ロ
ン
に
並
べ
ま
す
。

｢

飛
行
始
め｣

ま
で
に
飛
行
準
備
を
完
了
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
７
時
30
分
か
ら
飛
行

始
め
、
昼
食
を
挟
ん
で
15
時
30
分
の
飛
行
止

め
ま
で
、
各
ペ
ア
ご
と
に
訓
練
が
実
施
さ
れ
、

１
回
の
飛
行
時
間
は
１
人
当
た
り
20
分
ほ
ど
、

練
習
生
た
ち
は
交
代
で
大
空
へ
飛
び
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。 

飛
行
訓
練
は
、
93
式
中
間
練
習
機(

初
心
者

が
乗
っ
て
い
る
練
習
機
で
あ
る
こ
と
を
周
知

さ
せ
る
た
め
に
、
最
も
目
立
つ
イ
エ
ロ
ー
・
オ

レ
ン
ジ
色
に
塗
ら
れ
て
い
た
の
で｢

赤
ト
ン

ボ｣

の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た)

等
の
教

育
用
の
練
習
機
を
使
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
最
初
は
地
上
教
育
、
機
体
の
点
検
手
順
、 

エ
ン
ジ
ン
の
始
動
か
ら
試
運
転
、
更
に
地
上
滑

走
の
要
領
な
ど
、
実
際
に
飛
行
機
を
使
っ
て
そ

れ
ら
の
技
能
を
習
得
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
数

値
を
手
帳
に
メ
モ
し
、
そ
の
日
習
っ
た
こ
と
は
、

そ
の
日
の
う
ち
に
頭
に
入
れ
る
の
が
鉄
則
で

し
た
。 

                     

次
に
、
飛
行
場
を
中
心
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る

「
パ
ノ
ラ
マ
模
型
」
を
囲
ん
で
、
飛
行
場
周
辺

の
地
形
や
著
名
な
目
標(

霞
ヶ
浦･

筑
波･

谷
田

部
航
空
隊
な
ら
ば
筑
波
山･

霞
ヶ
浦
な
ど)

の

方
位
と
距
離
な
ど
を
頭
に
覚
え
込
ん
だ
後
、
待

望
の
飛
行
訓
練
が
始
ま
り
ま
す
。 

飛
行
訓
練
は
、
教
員
が
後
席
に
同
乗
し
た

｢

離
着
陸
飛
行｣

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
飛

行
場
の
周
辺
上
空
を
回
り
な
が
ら
、
離
陸
と
着

陸
を
繰
り
返
し
て
練
習
す
る
、
最
も
初
歩
的
な

飛
行
訓
練
で
す
。
し
か
も
海
軍
の
飛
行
機
は
航

空
母
艦
の
狭
い
飛
行
甲
板
に
着
艦
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
飛
行
甲
板
に
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霞ヶ浦（その 14）～予科練を巣立って～ 

 厳しい教育を修了した予科練生は、卒業式で教官や後輩に祝福され、「帽

ふれ」の見送りを受けて正門を後にしました。卒業生は飛行練習生(飛練)教

程に進み、約９ヶ月間(後に６ヶ月)練習機での操縦訓練を受け、更に各地の

練習航空隊で実用機の訓練を受けた後に、戦地に飛び立っていきました。 後輩に見送られて土浦海軍航空隊を後にし，飛行練習生として各地の練習航空隊

に向かう予科練卒業生。（『海軍航空隊ものがたり』より転載） 

教官の前に駆け足で走り寄り，敬礼しながら，「○○練習生，定所着陸に出発しまーす」と

大きな声で報告する飛行練習生。（「老兵の繰り言」ＨＰより転載） 



 

 

着
艦
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
着
陸
を
行
っ
て

お
り
、
最
も
短
か
い
滑
走
距
離
で
停
止
す
る
着

陸
技
術
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。｢

離
着
陸

の
同
乗
飛
行｣
に
合
格
す
る
と
、｢

単
独
飛
行｣

が
許
可
さ
れ
ま
す
。
後
席
に
は
重
心
を
保
つ
た

め
教
員
の
代
わ
り
に
砂
袋
が
積
み
込
ま
れ
ま

す
。
も
う
後
ろ
か
ら
怒
鳴
ら
れ
る
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。
練
習
生
は｢

自
分
独
り
で
飛
行
機
の

操
縦
が
で
き
る
の
だ
。
念
願
の
大
空
を
自
分
の

腕
一
本
で
飛
べ
る
の
だ｣

と
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
操
縦
桿
を
握
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
訓
練

は
一
段
と
厳
し
く
な
り
、
宙
返
り
な
ど
の｢
特

殊
飛
行｣

や｢

編
隊
飛
行
」
、｢

定
所
着
陸(

航
空

母
艦
の
飛
行
甲
板
を
想
定
し
た
広
さ
の
区
画

に
着
陸
さ
せ
る
訓
練
）
」、｢

計
器
飛
行｣

へ
と
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。 

飛
行
訓
練
終
了
後
15
時
45
分
か
ら
は
別
科
、

主
に
運
動
の
時
間
で
し
た
が
、
多
く
は
そ
の
日

の
飛
行
訓
練
で
の
注
意
点
に
割
か
れ
ま
し
た
。

し
か
も
口
頭
で
の
注
意
だ
け
で
は
な
く
、
腕
立

て
伏
せ
な
ど
の
罰
直(

そ
れ
も
総
員
罰
直)

が

日
課
の
一
部
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

16
時
45
分
か
ら
夕
食
。
夕
食
後
、
酒
保
が
開

き
、
18
時
30
分
の
温
習
始
め
ま
で
が
唯
一
息

が
抜
け
る
時
間
で
し
た
。
温
習
の
後
、
21
時

に
就
寝
。
こ
う
し
た
日
課
が
卒
業
飛
行
ま
で
変

わ
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

実
用
機
教
程 

海
軍
の
飛
行
機
に
は
、
そ
の
使
用
目
的
に
よ

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず

陸
上
機
と
水
上
機
に
分
け
ら
れ
、
陸
上
機
の
中

で
航
空
母
艦
で
も
使
用
で
き
る
も
の
を
、
艦
上

機
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
艦
上
戦
闘
機(

艦

戦)

・
艦
上
爆
撃
機(

艦
爆)

・
艦
上
攻
撃
機(

艦

攻)

と
呼
ば
れ
る
機
種
で
し
た
。
爆
撃
機
と
攻

撃
機
の
違
い
は
、
急
降
下
爆
撃
が
で
き
る
か
ど

う
か
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
急
降
下(

降

下
角
度
45
度
以
上)

爆
撃
が
可
能
な
機
種
を
爆

撃
機
と
呼
び
、
そ
れ
以
外
は
攻
撃
機
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。
攻
撃
機
は
水
平
爆
撃
と
魚
雷
攻
撃

(

雷
撃)

を
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
双
発
の
飛
行

機
を
中
型
、
四
発
を
大
型
と
呼
ん
で
区
分
し
て

お
り
、
中
型
攻
撃
機(

中
攻)

と
大
型
飛
行
艇(

大

艇)

が
あ
り
ま
し
た
。 

飛
行
練
習
生
教
程
が
修
了
す
る
と
、
操
縦
専

修
生
は
、
適
性
に
応
じ
て
戦
闘
機
、
艦
上
爆
撃

機
、
艦
上
攻
撃
機
、
陸
上
攻
撃
機
、
偵
察
機
、

水
上
機
な
ど
機
種
別
に
、
６
ヶ
月
間
の
延
長
教

程(

実
用
機
教
程)

の
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
操

縦
専
修
生
た
ち
は
、
筑
波
航
空
隊(

戦
闘
機
）
、

宇
佐
航
空
隊(

艦
爆
）
、
百
里
原
航
空
隊
（
艦
攻
）、

豊
橋
航
空
隊(

陸
攻
）
、
鹿
島
航
空
隊(

水
上
機)

な
ど
、
全
国
各
地
に
点
在
す
る
練
習
航
空
隊
で

実
用
機
を
使
用
し
た
訓
練
を
受
け
た
後
、
各
部

隊
に
配
属
さ
れ
、
一
人
前
の
搭
乗
員
と
な
っ
て

第
一
線
へ
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

                

戦
い
の
空
へ 

予
科
練
出
身
者
が
初
め
て
実
戦 

に
参
加
し
た
の
は
、
1937(

昭
和
12) 

年
７
月
７
日
に
勃
発
し
た
日
中
戦 

争
で
し
た
。
同
年
８
月
15
日
、
海 

軍
航
空
隊
が
長
崎
県
の
大
村
基
地 

お
よ
び
台
湾
の
台
北
基
地
か
ら
、 

38
機
の
96
式
陸
上
攻
撃
機
を
発
進 

さ
せ
、
中
国
の
南
京
、
上
海
を
爆 

撃
し
た
も
の
で
、
こ
れ
が
予
科
練 

出
身
者(

乙
飛
第
１
期
～
第
３
期
生)

の
初
陣

と
な
り
ま
し
た
。 

日
中
戦
争
か
ら
1941(

昭
和
16)

年
ま
で
、
予
科

練
出
身
者
と
し
て
は
乙
飛
第
１
期
～
第
８
期

生
、
お
よ
び
甲
飛
第
１
期
～
第
３
期
生
ま
で
が

搭
乗
員
と
し
て
参
戦
し
て
い
ま
す
。 

1941(

昭
和
16)

年
12
月
８
日
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
が
勃
発
、
真
珠
湾
攻
撃
に
参
加
し
た
予
科

練
出
身
搭
乗
員(

乙
飛
第
１
期
～
第
９
期
と
甲

飛
第
１
期
～
第
４
期)

は
、
全
出
撃
搭
乗
員
の

約
４
割
を
占
め
て
い
た
よ
う
に
、
戦
前
に
予
科

練
を
卒
業
し
た
練
習
生
は
、
下
士
官
と
し
て
航

空
機
搭
乗
員
の
中
核
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
戦
死
率
も
非
常
に
高
く
、
約
８
割
が
戦

死
し
て
い
ま
す
。 

1942(

昭
和
17)

年
６
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海

戦
の
敗
北
以
後
、
戦
局
は
一
変
、
予
科
練
出
身

者
を
含
む
熟
練
搭
乗
員
の
損
失
が
増
加
し
、
次

第
に
育
成
し
た
ば
か
り
の
若
い
予
科
練
出
身

搭
乗
員
等
を
第
一
線
に
送
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
し
た
。
1944(

昭
和
19)

年
10
月
の
比
島

沖
海
戦
に
お
い
て
、
初
め
て
特
別
攻
撃
隊
が
編

成
さ
れ
た
時
、
そ
の
24
名
の
特
攻
隊
員
全
員

が
甲
飛
第
10
期
生
で
し
た
。
そ
の
後
、
沖
縄

に
お
け
る
菊
水
作
戦
、
お
よ
び
本
土
防
衛
作
戦

で
も
、
予
科
練
出
身
者(

主
に
10
期
～
13
期)

は           は
特
攻
搭
乗
員
の
中
核
と
し
て
、
次
々
と
散
華

し
て
い
き
ま
し
た
。 

昭
和
18
年
夏
以
降
、
終
戦
ま
で
に
約
22
万 

余
の
予
科
練
生
が
大
量
採
用
さ
れ
ま
し
た
が
、

戦
況
の
悪
化
、
航
空
機
お
よ
び
燃
料
の
不
足
等

に
よ
り
、
飛
練
教
育
が
不
可
能
に
な
り
「
翼
な

き
予
科
練
」
の
時
代
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
時
期
以
降
の
予
科
練
生
は
、
航
空
機
搭
乗
員

を
夢
見
て
い
た
も
の
の
、
主
と
し
て
人
間
魚
雷

｢

回
天｣

・
水
上
特
攻
艇｢

震
洋｣

・
人
間
機
雷｢

伏 

竜｣

等
の
、
航
空
機
以
外
の
特
攻
兵
器
の
要
員

と
し
て
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
1945(

昭
和
20)

年
３
月
、
一
部
の

部
隊
を
除
い
て
予
科
練
教
育
は
凍
結
さ
れ
、
６

月
に
は
各
予
科
練
航
空
隊
は
解
隊
さ
れ
ま
し

た
。
一
部
の
特
攻
要
員(

13
期
後
期
生
は｢

回

天｣

、
14
期
一
次
生
は｢

震
洋｣

で
出
撃
、
も
し

く
は
待
機
中
で
し
た)

を
除
く
多
く
の
予
科
練

生
は
、
本
土
決
戦
要
員(

兵
器
は
な
く
、
有
る

の
は
爆
薬
を
抱
え
て
の
体
当
た
り
、
肉
弾
だ
け

で
し
た
）
と
し
て
各
部
隊
に
転
属
と
な
り
、
終

戦
を
迎
え
ま
し
た
。 

(

高
21
回 

松
井
泰
寿
） 

 

【
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考
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永
末
千
里
著 

谷田部海軍航空隊で，訓練開始前にエプロンに勢揃いしたゼロ戦。飛行機 

の垂直後尾「ヤー１７０」の「ヤ」は「谷田部海軍航空隊」の識別記号。 

（「特攻 空母バンカーヒルと二人のカミカゼ」ＨＰより転載） 



 

 

「進修１号」「進修２号」（文部省式１型機）を使用しての滑空班の
練習風景（昭和17年）（中 42 回『卒業アルバム』より転載） 

「空を征する者は世界を征する」と、猛訓練を重ねる第3学年（中46回）

滑空班員の面々（昭和19年9月撮影）（中 46 回卒 片岡正雄氏寄贈） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

   

 

               

滑
空
班
誕
生 

1941(

昭
和
16)

年
５
月
22
日
、
土
浦
中
学
校
生

徒
会(

進
修
会)

は
戦
時
体
制
に
即
応
す
る
た

め
に
、
土
浦
中
学
校
進
修
報
国
団
と
改
組
さ
れ
、

総
務
部
・
鍛
錬
部
・
国
防
部
・
学
芸
部
・
生
活

部
の
下
に
26
の
班
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
、
新
た
に
誕
生
し
た
の
が
国
防
部
の
滑
空

(

グ
ラ
イ
ダ
ー)

班
で
す
。「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
」(

初

級
機)

を
購
入
し
て
思
い
切
り
練
習
し
た
い
」

と
い
う
希
望
の
下
に
集
ま
っ
た
班
員
は
実
に

120
余
名
、
校
内
一
の
班
員
数
と
な
り
ま
し
た

が
、
初
級
機
の
購
入
も
ま
ま
な
ら
ず
、
班
員
た

ち
は
模
型
飛
行
機
の
製
作
に
没
頭
し
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
班
員
た
ち
の
熱
意
が
通
じ
た

の
か
、
翌
1942(

昭
和
17)

年
、
土
浦
中
学
校
で

も
文
部
省
式
１
型
機
２
機
を
購
入
、
早
速
班
長

の
入
江
信
太
郎
先
生(

体
育
科)

を
教
官
と
し

て
訓
練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
６
月
20

日
に
は
大
日
本
飛
行
協
会
中
央
滑
空
訓
練
所

長
褶
澤
大
佐
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
の
来
賓

を
迎
え
２
機
の
命
名
式
が
挙
行
さ
れ
、「
進
修

１
号
」･｢

進
修
２
号｣

と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

文
部
省
は
、
1938(

昭
和
13)

年
か
ら
旧
制
中

学
校
で
の
滑
空
部
の
設
立
と
滑
空
訓
練
を
推

奨
し
て
お
り
、
1940(

昭
和
15)

年
４
月
に
は
学

校
滑
空
訓
練
用
と
な
る
文
部
省
標
準
型
の
初

級
滑
空
機
の
形
式
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
生

産
は
日
本
滑
空
機
工
業
組
合
に
加
盟
し
て
い

た
５
社
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
全
国
の
旧
制
中
学

校
の
み
な
ら
ず
、
青
年
学
校
や
滑
空
訓
練
所
な

ど
で
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
機
体
構
造
は

高
翼
単
葉
、
翼
は
木
製
羽
布
張
り
、
胴
体
は
木

製
の
骨
組
み
の
み
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
丸
出
し

の
簡
易
な
も
の
で
、
操
縦
席
の
前
方
に
は
支
柱

が
あ
り
、
離
陸
に
は
ゴ
ム
索
を
使
用
し
ま
し
た
。

現
代
の
訓
練
用
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
複
座
で
す
が
、

文
部
省
型
は
教
官
の
乗
ら
な
い
単
座
機
で
し

た
。
公
定
価
格
は
当
初
は
１
機
580
円
で
し
た

が
、
1941(

昭
和
16)

年
12
月
に
550
円
に
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
。
学
校
が
購
入
す
る
際
に
は
、
大

日
本
飛
行
協
会
か
ら
200
～
300
円
の
補
助
金
が

交
付
さ
れ
、
ゴ
ム
索
の
公
定
価
格
は
１
本
139

円
で
し
た
。 

滑
空
班
の
活
動 

中
学
44
回
の
酒
井
実
氏
は
滑
空
班
の
活
動

を
『
進
修
百
年
・
滑
空
班
の
思
い
出
』
の
中
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

｢

こ
う
し
て
時
が
経
て
、
宗
光
校
長
か
ら
の

達
し
『
君
達
滑
空
班
の
為
に
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
購

入
し
て
組
立
ら
れ
る
ぞ
』
と
の
こ
と
、
教
官
は

入
江
信
太
郎
先
生
で
あ
っ
た
。
裏
門(

現
在
の

正
門)

の
北
側
の
作
業
棟
を
改
造
し
た
格
納
庫

に
、
そ
の
２
機
の
初
級
機
グ
ラ
イ
ダ
ー
は｢

進

修
１
号
・
２
号｣

と
命
名
さ
れ
て
、
タ
ー
ン
バ

ッ
ク
ル
を
締
め
つ
け
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
り

し
て
組
立
て
ら
れ
た
。
み
ん
な
し
て
触
っ
て
み

た
り
、
前
か
ら
眺
め
た
り
、
喜
び
い
っ
ぱ
い
『
万

歳
』
を
三
唱
し
た
。 

さ
て
い
よ
い
よ
飛
行
場(

校
庭)

へ
。
芝
生
と

ク
ロ
ー
バ
ー
の
葉
が
外
周
に
広
が
る
美
し
い

校
庭
で
あ
る
。
周
囲
に
欅
が
あ
り
、
北
側
に
拡

張
さ
れ
た
校
庭
の
向
こ
う
に
は
桑
畑
が
広
が

っ
て
い
た
。
入
江
教
官
の
気
合
い
が
入
っ
た
。

『
お
前
ら
が
空
を
飛
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
何
ん

と
し
て
も
団
結
・
緻
密
な
技
能
・
勇
気
こ
そ
が

最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
い
い
な
。』 

『
ハ
イ
。』 

と
答
え
た
も
の
の
緊
張
し
た
。
先
づ(

入
江
先

生
に
よ
る)

模
範
飛
行
で
あ
る
。
尾
翼
の
後
に

杭
を
打
つ
。
尻
尾
の
よ
う
な
機
体
の
後
に
つ
い

た
綱
を
杭
に
か
ら
ま
せ
る
。
左
翼
の
端
を
持
っ

て
機
体
を
水
平
に
支
え
る
者
。
三
角
の
柱
の 

              

     

あ
る
搭
乗
席
に
乗
っ
て
バ
ン
ド
を
締
め
る
者
。

そ
の
先
端
の
フ
ッ
ク
か
ら
Ｖ
字
型
に
ゴ
ム
綱

を
開
き
、
左
右
７
人
づ
つ
に
開
い
て
引
っ
張
る

者
。 

『
目
標
、
右
前
方
、
鹿
島
神
社
の
社
殿
屋
根
端
』

『
ヨ
ー
シ
』 

『
左
前
方 

射
撃
場
の
左
端
』 

『
ヨ
ー
シ
』 

『
引
け
』
イ
ッ
チ
ニ
イ 

イ
ッ
チ
ニ
イ 

ゴ
ム
綱
が
次
第
に
張
ら
れ
る
。 

『
離
せ
』 

後
の
綱
を
離
せ
ば
機
体
は
ス
ー
ﾂ
と
空
に
揚

が
る
。(

数
秒
間
の
飛
行
の
後)

滑
ら
か
に
着
陸
。

操
縦
桿
１
本
の
操
作
で
あ
る
。
遠
く
の
機
体
ま

で
駆
け
寄
る
と
先
生
の
オ
ッ
カ
ナ
イ
顔
は
笑

顔
と
な
っ
て
い
た
。
バ
ン
ド
を
は
づ
し
て
地
上

に
…
い
わ
ゆ
る
ゴ
ム
引
き
パ
チ
ン
コ
式
の
グ

ラ
イ
ダ
ー
で
あ
る
。
17
人
編
成
で
17
回
に
１

平成２７年６月９日 

茨城県立土浦第一高等学校
 進修同窓会旧本館活用委員会 

   

 予科練の制服「七つボタ

ン」は、制服の上着のボタン

の数であることはもちろんで

すが、予科練生が七つボタン

の制服を着るようになったの

は、1942（昭和 17）年 11 月

１日からです（予科練の 15 年

の歴史の中で、七つボタンの

制服は、わずか３年弱でし

た）。それまでは、ジョンベラ

という通常のセーラー（水兵）

服を着用していて、さほど評

判は高くありませんでした。

そこで、全国の少年たちの憧

れの的となるような制服にす

るのと同時に、予科練生の待

遇改善のために、短ジャケッ

ト七つボタンに下士官型軍帽

が制定されました。1943（昭

和 18）年６月、東宝映画「決

戦の大空へ」が封切られ、そ

の主題歌「若鷲の歌」で「若

い血潮の予科練の 七つボタ

ンは桜にいかり」と歌われる

と、一躍「七つボタン」が有

名になり、予科練の代名詞と

なりました。この七つボタン

は世界の七つの海を越えて大

空を駆け巡る意味、月月火水

木金金という休日のない猛訓

練の意味もあったといいま

す。第 2 次世界大戦後の海上

自衛隊でも自衛隊生徒や一般

曹（下士官）候補学生には、

この予科練の制服に似た、短

ジャケット七つボタンに下士

官型軍帽の制服が定められて

います。 

 予科練の教育 

 予科練の教育の目的は

「予科練習生に関する教育綱

領第 16 条」によれば、「予科

練習生ノ教育ハ徳性ヲ涵養シ

体力ヲ錬成シ学術ヲ修得シモ

ッテ将来航空特務士官トシテ

軍務ヲ遂行スルニ必要ナル基

礎ヲ確立スルコトヲ本旨ト

ス」とあり、パイロットとし

ての専門教育以前の海軍航空

の中堅幹部としての幅の広い

第８０号 

 

号 

霞ヶ浦（その 15） ～空への憧れ、滑空班～ 
1937（昭和 12）年の日中戦争以降、航空兵力の重要性が認識さ

れると、文部省は旧制中学校での滑空部の設立と滑空訓練を推奨
し、1940（昭和 15）年４月に学校滑空訓練用となる文部省標準型
の初級滑空機の形式を発表。1941（昭和 16）年９月初頭には、将
来の軍用機パイロット育成を目的として、文部省と陸軍省とによっ
て旧制中学校の第３学年から滑空訓練を正課とすることが決定さ
れ、土浦中学校にも滑空班が誕生、初級滑空機（プライマリー）で
ある文部省式１型機での訓練が始まった。 



 

 鹿島滑空場での「合宿訓練」参加者（昭和 19年３月）（中 45 回卒 田村光氏寄贈）。

「大日本飛行協会中央滑空訓練所」跡地に建つ「偲学の碑」（石岡市半ノ木）（上右），

同地の滑走路跡。現在は龍神山を背景にラグビー練習場になっています（上左） 

回
の
順
番
で
乗
れ
る
の
で
あ
る
。
14
回
綱
引

き
で
、
し
か
も
途
中
で
訓
練
中
止
と
な
れ
ば
翌

日
次
回
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

田
村
・
井
坂
・
山
口
さ
ん
等
々
体
重
の
軽
い

者
は
、
砂
袋
の
上
に
座
っ
て
重
さ
を
加
え
て
の

搭
乗
に
な
る
。
ホ
ン
の
一
瞬
の
滞
空
時
間
で
は

あ
る
が
、
緊
張
の
一
瞬
で
あ
る
。
風
向
を
計
算

し
風
に
向
っ
て
飛
ぶ
。
操
縦
桿
の
操
作
で
、
あ

ま
り
引
き
過
ぎ
る
と
上
を
向
い
て
失
速
し
て

地
上
に
ド
ス
ン
、
前
に
押
し
過
ぎ
る
と
地
上
を

滑
る
だ
け
で
揚
が
ら
な
い
。
や
っ
と
順
番
が
廻

っ
て
き
た
の
に
『
成
功
』
『
失
敗
』
運
命
が
決

ま
る
。
天
候
次
第
の
訓
練
で
そ
の
天
候
が
心
配

だ
っ
た
。 

し
か
し
意
気
軒
昂
、
昨
日
の
順
番
を
待
っ
て

搭
乗
す
る
の
が
楽
し
み
で
、
皆
授
業
が
終
わ
る

と
格
納
庫
へ
集
ま
っ
て
く
る
。
薄
暮
に
至
る
ま

で
訓
練
に
励
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
技
術
も
次
第

に
上
達
し
、
着
地
時
に
凸
面
が
あ
れ
ば
そ
れ
を

避
け
て
滑
ら
か
に
着
陸
し
、
風
を
利
用
し
て
水

平
の
ま
ま
に
静
止
し
皆
の
来
る
の
を
待
つ
よ

う
に
も
な
っ
た
。
か
く
し
て
頭
の
中
に
は
当
然

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
滑
空
が
チ
ラ
つ
く
こ
と
も
あ

る
。
入
江
教
官
も
そ
の
技
量
に
安
心
し
た
の
か
、

自
主
的
に
訓
練
す
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
。
或

日
そ
ん
な
時
、
飛
び
揚
が
っ
た
瞬
間
両
手
を
ひ

ろ
げ
操
縦
桿
を
放
し
て
飛
行
し
た
。
ト
タ
ン
に

校
庭
の
隅
に
あ
る
鉄
棒
に
激
突
し
、
機
体
は
中

破
し
た
。
長
南
さ
ん
で
あ
っ
た
。
『
シ
ュ
ン
』

と
な
っ
て
全
員
し
て
格
納
庫
に
納
め
帰
校
し

た
。
翌
日
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
と
不
安
一
杯

で
教
官
先
生
の
前
に
行
っ
た
。
雷
は
落
ち
た
が
、

搭
乗
員
の
怪
我
は
無
く
、
修
理
す
る
こ
と
で
一

件
落
着
し
た
」 

こ
の
よ
う
に
班
員
た
ち
は
、
真
夏
の
灼
熱
や

筑
波
颪
の
寒
風
も
物
と
も
せ
ず
、｢

空
を
征
す

る
者
は
世
界
を
征
す
る｣

と
、
意
気
天
を
突
く

勢
い
で
訓
練
に
訓
練
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
そ
の
技
量
は
目
覚
ま
し
い
進
歩
を

遂
げ
、
水
戸
の
陸
軍
飛
行
学
校
で
行
わ
れ
た
旧

制
中
学
校
訓
練
講
習
会(

県
主
催
、
昭
和
17
年

８
月
17
日
～
25
日)

に
は
、
５
年
生
の
大
浦
、

色
川
、
萩
島
、
４
年
生
の
大
畠
、
大
熊
の
５
名

が
参
加
、
県
下
旧
制
中
学
校
よ
り
選
抜
さ
れ
た

滑
空
班
員
と
と
も
に
９
日
間
の
講
習
・
訓
練
を

受
け
、
技
量
の
向
上
と
貴
重
な
体
験
を
得
て
帰

校
し
て
い
ま
す
。 

合
宿
訓
練 

1940(

昭
和
15)

年
、
石
岡
市
半
ノ
木
に｢

大
日

本
飛
行
協
会
中
央
滑
空
訓
練
所
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た(

現
在
、
同
地
は
法
政
大
学
の
所
有
す

る
石
岡
総
合
体
育
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
学
生

た
ち
の
合
宿
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す)

。

格
納
庫
、
宿
舎
、
講
堂
、
事
務
所
な
ど
の
施
設

と
と
も
に
初
級
か
ら
高
級
ま
で
の
訓
練
機
を

備
え
、
教
授
陣
に
は
航
空
界
の
第
一
人
者
が
就

い
て
い
ま
し
た
。
グ
ラ
イ
ダ
ー
製
作
所
も
あ
り
、

主
に
文
部
省
型
を
、
部
品
か
ら
完
成
機
ま
で
の

一
貫
生
産
で
行
い
、
月
産
10
機
程
度
製
作
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
の
石
岡
市
は
滑
空
機
の
製

造
、
訓
練
、
教
育
と
、
滑
空
界
の
一
大
拠
点
と

な
っ
て
い
た
の
で
す
。
土
浦
中
学
校
の
滑
空
班

員
も
こ
の
半
ノ
木
訓
練
所
で
訓
練
を
受
け
て

い
ま
す
。
学
校
か
ら
砂
利
道
の
水
戸
街
道
を

｢

銀
色
の
翼｣

の
バ
ッ
ジ
を
着
け
て
自
転
車
で

石
岡
に
向
か
い
、｢

は
し
本
旅
館｣

に
宿
泊
し
て
、

入
江
先
生
の
指
揮
で
滑
空
班(

グ
ラ
イ
ダ
ー

部)

の
査
閲
を
受
け
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
ゴ

ム
索
を
引
い
て
飛
び
上
が
っ
て
は
一
人
一
人

が
成
績
講
評
を
受
け
ま
し
た
。
半
ノ
木
に
は
自

動
車
で
ロ
ー
プ
を
牽
引
し
て
高
く
飛
ぶ
中
級

機
、
練
習
機
や
セ
ス
ナ
機
に
引
か
れ
て
舞
い
上

が
り
、
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
大
空
に
浮
遊
す
る

高
級
機
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
飛
行
を
眺
め
て
、

班
員
た
ち
は
賛
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
日
本
飛
行
協
会
は
鹿
島
郡
軽
野
村

(

現
神
栖
市
東
和
田
砂
山
都
市
緑
地)

に
も
滑

空
場
を
建
設
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
合
宿
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
学
45
回
卒
の
田

村
光
氏
は
、
1944(

昭
和
19)

年
３
月
に
実
施
さ

れ
た
合
宿
訓
練
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
ま
す
。 

｢

鹿
島
滑
空
場
は
、
約
30
メ
ー
ト
ル
の
砂
山

に
あ
り
、
合
宿
も
終
了
に
近
づ
い
た
頃
は
、
そ

の
最
高
峰
か
ら
の
滑
空
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら

の
滑
空
は
、
約
30
数
秒
の
滞
空
時
間
が
と
れ
、

本
当
に
空
を
飛
ん
で
い
る
ん
だ
な
ー
、
と
い
う

感
が
持
て
た
。
し
か
し
、
着
陸
地
点
か
ら
最
高

峰
ま
で
の
機
体
運
搬
が
一
苦
労
で
あ
っ
た
。
台

車
は
砂
地
の
た
め
使
用
で
き
ず
、
皆
で
か
つ
ぎ

上
げ
て
次
の
滑
空
に
移
る
の
で
あ
る
。
一
人
の

搭
乗
の
た
め
、
皆
で
協
力
し
、
10
数
回
の
後

に
搭
乗
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
友
情
の
あ
り
が
た

さ
を
痛
感
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
「
進
修
百

年
・
友
情
に
支
え
ら
れ
た
滑
空
人
生
」
よ
り
） 

こ
の
訓
練
に
は
土
浦
中
学
生
（
主
将
は
中
学

44
回
の
酒
井
実
氏
）
の
ほ
か
、
水
戸
中
学
校
、

水
海
道
中
学
校
、
日
立
中
学
校
、
竜
ケ
崎
中
学

校
、
下
妻
中
学
校
等
々
の
生
徒
も
参
加
し
て
お

り
、
電
気
も
な
い
小
屋
に
寝
起
き
し
て
の
一
週

間
の
合
宿
で
し
た
。
合
宿
中
に
は
、｢

さ
つ
ま

い
も｣

を
食
べ
、
枕
を
並
べ
て
寝
て
い
る
と
、

や
は
り
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
旧
制
水
戸
高

校
生
の
ス
ト
ー
ム(

学
生
寮
な
ど
で
、
寮
生
が

集
団
で
、
夜
分
、
騒
々
し
く
気
勢
を
あ
げ
て
楽

し
む
こ
と
。
多
く
旧
制
高
校
の
生
徒
が
行
っ
た

も
の
を
指
し
て
言
う)
に
見
舞
わ
れ
、
気
合
い

を
入
れ
ら
れ
て
最
後
に
は
大
き
い
声
で
軍
歌

や
寮
歌
な
ど
を
合
唱
し
、
大
笑
い
し
た
夜
も
あ

り
ま
し
た
。 

合
宿
も
無
事
終
了
、
砂
山
の
頂
上
か
ら
太
平

洋
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
く
心
地
よ
さ
を
味

わ
い
、
ま
す
ま
す
空
へ
の
憧
れ
が
強
く
な
り
ま

し
た
が
、
戦
況
は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
1944(

昭
和
19)

年
６
月
か
ら
は

３
年
生
以
上
が
通
年
動
員
さ
れ
、
阿
見
の
第
一

海
軍
航
空
廠
な
ど
で
働
く
こ
と
に
な
り
、
グ
ラ

イ
ダ
ー
訓
練
ど
こ
ろ
か
、
勉
学
も
許
さ
れ
な
い

状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

                            
 
 
 
 
 
 
  

（
高
21
回 

松
井
泰
寿
） 

文部省式１型機の諸元 

 

全長：5.54m 

全幅：10.3m 

操縦席高：2.35m 

翼面積：15.4 ㎡ 

自重：90kg 

全備重量：150kg 

滑空速度：46.5km/h. 

乗員：１名 



 

 

「滑空班予科練入隊者壮行記念」（昭和 18年夏）。滑空班より甲種 13 期生

として入隊する大塚嘉孝氏（中 43回・２列目左より５人目），鶴田重郎氏（中

44回・2列目右より６人目），萩原藤之助（中 45 回・２列目左より３番目）

と滑空班達。2列目左より６人目は入江信太郎先生，最前列左より６番目は

戸張礼記氏（中 45 回）。（戸張礼記氏より提供） 
 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

   

 

               

第
２
郡
山
航
空
隊
第
１
次
特
攻
隊 

大
塚(

旧
姓
大
熊)

嘉
孝
氏
は
中
学
校
43
回

卒
。
1943(

昭
和
18)

年
春
、
５
年
生
に
な
る
と

滑
空
部
主
将
を
務
め
、
毎
日
校
庭
を
占
領
し
て

滑
空
訓
練
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
卒
業
半

年
前
の
同
年
10
月
１
日
、
土
浦
海
軍
航
空
隊

に
入
隊
、｢

第
13
期
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生｣

を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
10
ヶ
月
の
教
育
期
間

中
の
1944(

昭
和
19)

年
６
月
に
は
、
写
真
家
土

門
拳
が
土
浦
海
軍
航
空
隊
の
予
科
練
生
と
起

居
を
共
に
し
な
が
ら
、
予
科
練
生
の
生
活
や
訓

練
生
活
に
つ
い
て
写
真
撮
影
を
行
っ
て
い
ま

す
。
同
年
７
月
25
日
に
卒
業
し
た
甲
種
13
期

生
は
全
国
の
練
習
航
空
隊
に
散
っ
て
行
き
ま

し
た
。
13
期
生
1928
名
中
首
席
で
卒
業
し
た
大

塚
氏
は｢
第
39
期
飛
行
術
練
習
生｣

と
し
て
陸

上
機
専
修
と
な
り
ま
し
た
。
８
月
１
日
か
ら
は

谷
田
部
海
軍
航
空
隊
で
飛
行
作
業
、
訓
練
が
開

始
さ
れ
、
12
月
に
飛
行
練
習
生
教
程
を
終
了
、

実
用
機
教
程
へ
進
む
は
ず
で
し
た
が
、
航
空
隊

ご
と
山
形
県
の
神
町
航
空
隊(

跡
地
は
現
在
山

形
空
港
と
な
っ
て
い
ま
す)
へ
移
動
し
基
礎
訓

練
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
1945(
昭
和
20)

年
４

月
９
日
に
第
１
次
特
攻
隊
要
員
13
名
に
選
抜

さ
れ
、
同
年
５
月
、
第
２
郡
山
海
軍
航
空
隊
に

移
動
、
全
国
の
各
航
空
隊
か
ら
集
結
し
た
同
期

生
と
特
攻
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
時
、
前

線
で
は
熟
練
搭
乗
員
が
次
か
ら
次
へ
と
消
耗

し
て
い
っ
て
、
極
端
に
戦
力
は
低
下
し
て
い
ま

し
た
。
従
っ
て
後
続
兵
員
の
補
充
は
喫
緊
の
要

務
で
し
た
。
一
日
で
も
早
く
一
人
前
の
搭
乗
員

に
仕
立
て
上
げ
て
、
特
攻
隊
員
と
し
て
前
線
に

送
り
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
全

国
各
地
に
配
属
さ
れ
た
13
期
生
か
ら
最
も
優

秀
と
見
ら
れ
た
72
名
で
、
第
１
次
特
攻
隊
が

編
成
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
特
攻
隊
は
本
土
最

後
の
航
空
特
攻
隊
と
し
て(

決
号
作
戦)

、
米
軍

が
本
土
進
攻
の
と
き
に
出
撃
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
93
式
中
間
練
習
機(

赤
ト
ン
ボ)

に
よ

る
夜
間
特
攻
訓
練
を
主
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

た
っ
た
一
度
の
出
撃
で
立
派
に
死
ぬ
た
め
の

訓
練
の
日
々
を
大
塚
氏
は
『
進
修
百
年
』
の
中

で
『
戦
争
末
期
』
と
の
題
で
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
ま
す
。 

｢
･
･
･

日
夜
～
文
字
通
り
昼
も
夜
も
な
い
訓

練
に
次
ぐ
訓
練
。
然
も
死
ぬ
た
め
の
～
。
不
思

議
に
『
死
』
に
対
す
る
恐
怖
は
感
じ
な
か
っ
た
。

い
や
『
死
』
と
言
う
事
実
が
、
自
分
自
身
、
現

実
の
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
軍
国
主
義
の
教
育
～
マ
イ
ン
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
だ
。 

只
、
真
夜
中
に
ふ
と
眼
が
覚
め
る
。
『
ハ
テ

ナ
？
俺
は
ほ
ん
と
う
に
死
ね
る
の
か
？ 

敵

の
軍
艦
に
自
ら
ぶ
つ
か
っ
て
い
っ
て
、
爆
弾
諸

共
、
木
っ
端
微
塵
と
な
っ
て
死
ぬ
時
、
最
後
の

瞬
間
ま
で
両
眼
を
開
け
た
ま
ま
で
い
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
？
』 

満
18
才
『
死
の
哲
学
』
な
ん
て
あ
ろ
う
筈

も
な
い
。
『
死
の
悟
り
』
な
ん
て
あ
る
わ
け
な

い
じ
ゃ
な
い
か
！
何
ら
の
解
決
策
も
見
出
せ

な
い
ま
ま
、
又
深
い
眠
り
に
還
る
と
明
朝
も
厳

し
い
訓
練
が
待
っ
て
い
る
。･･･｣ 

出
撃
の
た
め
の
前
進
基
地
も
決
ま
り
、
1945

(
昭
和
20)

年
８
月
９
日
、
郡
山
基
地
で
出
撃

命
令
を
待
っ
て
い
た
大
塚
氏
が
、
訓
練
を
終
え
、

特
攻
機
を
掩
体
壕
に
運
ん
だ
直
後
、
急
襲
し
て

き
た
米
空
母
艦
載
機
F4U
コ
ル
セ
ア
機
の
ロ
ケ

ッ
ト
弾
の
破
片
が
飛
行
靴
の
上
か
ら
左
足
首

を
貫
通
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
状
況
を 

「･･･

黒
い
煙
を
吐
い
た
ロ
ケ
ッ
ト
弾
が
地

上
近
く
で
爆
発
。
一
瞬
左
足
に
す
ご
い
衝
撃
が

走
っ
た
。
ウ
ワ
ッ
！
飛
行
靴
を
脱
ぐ
と
、
左
足

小
指
の
つ
け
根
か
ら
土
踏
ま
ず
に
、
破
片
が
貫

通
し
て
い
た
。
前
も
っ
て
教
え
ら
れ
た
通
り
に
、

大
腿
部
を
止
血
し
た
。
痛
み
は
感
じ
な
い
。
足

全
体
が
し
び
れ
て
い
る
。
出
血
も
あ
ま
り
な
い
。

意
外
と
冷
静
だ
っ
た
。 

常
識
的
に
『
こ
れ
で
俺
は
特
攻
に
は
行
け
な

い
死
な
な
く
て
す
む
。
助
か
っ
た
。
』
と
は
思

わ
な
か
っ
た
。
『
特
攻
隊
と
し
て
出
撃
で
き
な

い
！
先
輩
の
あ
と
を
追
っ
て
死
ね
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。』
と
涙
が
頬
を
伝
っ
た
。｣

と
述

べ
て
い
ま
す
。 

左
足
首
の
骨
を
砕
く
重
傷
を
負
っ
た
大
塚

氏
は
入
院
、
粗
末
な
ト
ン
ネ
ル
病
室
の
ベ
ッ
ト

に
無
念
の
思
い
で
横
た
わ
っ
て
い
る
間
に
終

戦
を
迎
え
ま
し
た
。 

土
浦
、
松
山
、
鹿
児
島
に
同
日
入
隊
し
た
13

期
生
と
２
ヶ
月
遅
れ
で
土
浦
に
入
隊
し
た
13

期
２
次
の
生
徒(

彼
ら
は
乗
る
飛
行
機
が
な
く

回
天
特
攻
隊
と
震
洋
特
攻
隊
に
選
抜
さ
れ
ま

し
た)

を
合
わ
せ
た
甲
種
13
期
同
期
生
の
戦

死
戦
没
者
は
1007
名
。
現
在
奈
良
の
橿
原
神
宮

若
桜
苑
に
全
員
の
氏
名
を
刻
ん
だ｢

甲
種
13

期
の
碑｣

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
。 

な
お
、
大
塚
氏
が
所
持
し
て
い
た
、
土
門
拳

撮
影
の
写
真
は
阿
見
町
予
科
練
記
念
館
に
寄

贈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

震
洋
特
別
攻
撃
隊 

飯
島(

若
泉)

福
男
氏
は
中
学
校
45
回
卒
。

1944(

昭
和
19)

年
４
月
、
中
学
３
年
修
了
で
土

浦
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
、
甲
種
14
期
生
と
な

り
ま
し
た
。
1945(

昭
和
20)

年
３
月
、
予
科
練

卒
業
を
間
近
に
し
た
15
日
頃
、
総
員
集
合
が

か
か
り｢

特
攻
要
員
募
集｣

の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
1000
人
位
の
予
科
練
生
が
集
合
し
ま
し
た

が
、
否
も
応
も
無
く
志
願
、
特
攻
要
員
の
指
定

を
受
け
、
特
攻
分
隊
と
し
て
別
の
宿
舎
に
起
居

し
、
３
月
22
日
、
600
人
の
仲
間
と
一
足
先
に

平成２７年７月７日 
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号 

霞ヶ浦（その 16）～滑空班から戦いの空へ～ 

1941(昭和 16)年５月 22 日に誕生した土浦中学滑空班。大空を鳥のように

飛ぶ夢を抱いた班員たちのなかには、その夢の実現と救国の思いで予科練を

志願し、入隊する者もおりました。今回は滑空班から予科練を経て、戦場に

赴いた３名の先輩たち(中 43 回大塚嘉孝氏、中 45 回飯島福男氏・戸張礼記

氏)の戦いの軌跡をたどってみます。 



 

 

132 部隊で航行訓練中の二人乗り「震洋」（『独破戦線』ブログより

転載）。土佐清水市に残る震洋格納庫跡の前に建つ「震洋特別攻撃隊

基地跡之碑」（竹田昭彦日誌ＨＰより転載） 

 

卒
業
、｢

全
員
帽
振
れ｣

の
歓
呼
の
中
を
土
浦
駅

に
向
か
い
ま
し
た(

土
浦
中
学
の
同
級
生
た
ち

も
同
年
３
月
に
４
年
修
了
に
て
繰
り
上
げ
卒

業
と
な
り
ま
し
た)

。
同
月
24
日
、
長
崎
県
川

棚
の
訓
練
基
地
に
着
任
、
５
月
22
日
ま
で
震

洋
艇
の
教
育
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
震
洋
艇
は

小
型
の
ベ
ニ
ヤ
板
製
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
、
船

内
艇
首
部
に
250

kg
爆
薬
を
搭
載
し
、
搭
乗
員

が
乗
り
込
ん
で
操
縦
し
て
目
標
艦
艇
に
体
当

た
り
攻
撃
を
敢
行
す
る
特
攻
兵
器
で
し
た
。
吃

水
は
30
㎝
程
度
、
ト
ヨ
タ
製
の
エ
ン
ジ
ン
、

バ
ッ
ク
無
し
、
ギ
ヤ
無
し
、
レ
バ
ー
で
速
度
を

調
整
、
ハ
ン
ド
ル
は
丸
ハ
ン
ド
ル
で
、
波
浪
の

あ
る
海
上
で
は
思
う
よ
う
に
操
縦
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。 

飯
島
氏
は
同
年
６
月
初
め
、
第
８
特
攻
戦
隊

(

宿
毛
に
本
部)

第
21
突
撃
隊
第
132
部
隊
に
着

任
。
部
隊
は
士
官
７
名
、
搭
乗
員
45
名(

全
員

土
浦
か
ら
の
14
期
生)

、
本
部
付
き
14
名
、
整

備
兵
31
名
、
基
地
隊
71
名(

主
と
し
て
応
召

兵)

で
し
た
。
132
部
隊
は
土
佐
清
水
市
東
側
の

越
港(

こ
し
み
な
と)

の
山
腹
に
あ
る
横
穴
に

艇
を
格
納
、
山
腹
に
は
15
個
の
横
穴
が
掘
っ

て
あ
り
ま
し
た
。
隊
員
は
数
名
ず
つ
民
家
に
分

宿
し
、
訓
練
は
空
襲
を
避
け
て
、
主
に
夜
間
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
隊
員
は
越(

こ
し)

に
来
て
上

官
か
ら
特
攻
の
覚
悟
を
言
い
渡
さ
れ
、
遺
書
、

毛
髪
、
爪
な
ど
を
故
郷
に
送
っ
て
い
ま
す
。
特

攻
の
目
標
は
戦
艦
で
は
な
く
、
上
陸
用
舟
艇
や

揚
陸
艦
艇
な
ど
艦
の
装
甲
板
の
薄
い
も
の
で

し
た
。
敵
が
上
陸
し
て
来
る
直
前
を
狙
う
よ
う

に
教
育
さ
れ
ま
し
た
が
、
250
㎏
爆
薬
に
敵
弾

が
一
発
で
も
当
た
れ
ば
、
艇
も
ろ
と
も
吹
き
飛

ん
で
し
ま
い
、
果
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
効
果
が

あ
っ
た
の
か
、
疑
問
を
は
さ
む
余
裕
す
ら
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

｢

突
撃
待
機
命
令｣

や｢

突
撃
準
備
命
令｣

の

発
令
が
終
戦
ま
で
の
間
に
数
回
あ
り
ま
し
た
。

普
段
の
訓
練
中
は
、
故
郷
の
風
景
や
学
校
の
事
、

友
だ
ち
の
事
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
て
い
ま
し

た
が
、
突
撃
準
備
の
待
機
中
は
穴
の
中
で
艇
に

乗
り
、
こ
の
ま
ま
出
撃
す
る
こ
と
に
な
る
か
と

思
う
と
親
兄
弟
の
顔
が
自
然
に
浮
か
ん
で
き

て
、
他
の
事
な
ど
は
一
切
頭
に
は
浮
か
び
ま
せ

ん
で
し
た
。
幸
い
に
舟
艇
を
曳
き
出
し
て
、
出

撃
す
る
事
は
な
く
、
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。(

阿

見
町｢

海
軍
航
空
隊
も
の
が
た
り｣

よ
り) 

                

肉
弾 

戸
張
礼
記
氏
は
中
学
校
45
回
卒
。
中
学
４

年
１
学
期
半
ば
の
1944(

昭
和
19)

年
６
月
１
日
、

16
歳
で
土
浦
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
、
甲
種
14

期(

２
次)

生
と
な
り
ま
し
た
。 

戦
局
が
悪
化
し
た
た
め
、
1945(

昭
和
20)

年

３
月
、
予
科
練
生
教
育
は
中
止
と
な
り
、
３
月

15
日
、
三
沢
航
空
隊
に
転
隊
と
な
り
ま
し
た
。

戸
張
氏
は
三
沢
航
空
隊
へ
の
転
隊
か
ら
終
戦

ま
で
の
戦
い
の
日
々
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。 

｢

午
前
３
時
、
1000
余
の
予
科
練
生
が
土
浦
航

空
隊
を
出
発
、
５
時
10
分
常
磐
線
土
浦
駅
発

の
臨
時
列
車
に
乗
車
、
通
い
慣
れ
た
土
浦
中
学

校
の
あ
た
り
に
目
を
や
り
な
が
ら
、
も
う
帰
れ

な
い
か
も
知
れ
な
い
と
の
思
い
が
浮
か
び
ま

し
た
。 

３
月
と
は
い
え
、
三
沢
は
雪
に
埋
も
れ
て
い

ま
し
た
。
兵
舎
は
木
っ
端
葺
き
の
平
屋
で
、
寝

床
は
木
製
の
ベ
ッ
ド
、
風
呂
場
は
木
の
風
呂
で
、

湯
は
ド
ラ
ム
缶
で
沸
か
し
て
い
ま
し
た
。
風
が

強
く
、
風
呂
帰
り
の
手
拭
い
が
す
ぐ
に
凍
っ
て

棒
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
三
沢
基

地
に
は
、
土
浦
の
同
期
生
約
1000
人
が
い
ま
し

た
が
、
飛
行
場
の
整
地
や
飛
行
機
を
爆
撃
か
ら

守
る
掩
体
壕
の
造
成
な
ど
の
作
業
に
明
け
暮

れ
て
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
用
の
ガ
ソ
リ
ン
も

不
足
し
て
い
た
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
に
綱
を
つ
け

て
何
人
も
で
引
っ
張
っ
て
動
か
し
て
い
ま
し

た
。
体
力
的
に
も
き
つ
い
作
業
で
し
た
が
、
飛

行
機
に
乗
れ
な
い
こ
と
に
何
よ
り
失
望
し
ま

し
た
。
６
月
８
日
、
先
に
土
浦
か
ら
三
沢
に
転

隊
し
て
い
た
14
期
前
期
生
を
特
攻
隊
員
と
し

て
見
送
っ
た
後
も
、
毎
日
掩
体
壕
へ
の
誘
導
路

整
備
作
業
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
７
月
14
日

早
朝
、
米
軍
の
艦
載
機
グ
ラ
マ
ン
数
10
機
の

空
襲
を
受
け
ま
し
た
。
群
れ
を
な
し
て
襲
い
か

か
る
ク
マ
ン
バ
チ
の
よ
う
で
、
バ
リ
バ
リ
と
い

う
銃
撃
音
の
中
、
夢
中
で
逃
げ
、
基
地
の
方
角

を
ふ
り
返
る
と
、
10
数
条
の
黒
煙
が
も
く
も

く
と
噴
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ド
ー
ン
と
爆

発
し
て
燃
え
上
が
る
火
柱
の
中
に
、
エ
ン
ジ
ン

や
翼
が
が
っ
く
り
と
落
ち
た
飛
行
機(

一
式
陸

攻)

が
見
え
、
そ
の
無
残
な
最
期
が
痛
々
し
く
、

目
に
焼
き
付
い
て
離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

７
月
25
日
、
三
沢
航
空
隊
よ
り
大
湊
海
兵

団
に
転
隊
と
な
り
、
14
期
生
は
特
別
陸
戦
隊

に
編
成
替
え
と
な
り
ま
し
た
。
津
軽
海
峡
に
近

い
、
下
北
半
島
の
石
持
納
屋
と
い
う
部
落
の
山

林
に
幕
舎(

テ
ン
ト)

を
設
営
し
て
駐
屯
し
ま

し
た
。
何
も
な
い
駐
屯
地
で
、
ま
ず
寝
起
き
す

る
場
所
か
ら
造
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ト
イ
レ

は
林
の
奥
の
方
に
穴
を
掘
っ
た
だ
け
、
洗
面
・

入
浴
・
洗
濯
す
べ
て
小
川
の
ほ
と
り
、
急
拵
え

の
流
し
台
が
い
く
つ
か
並
ん
で
あ
っ
た
だ
け

で
飯
盒
炊
飯
も
儘
に
な
り
ま
せ
ん
。
８
月
に
入

る
と
陸
戦
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。
陸
戦
隊
の

目
的
は
、
石
持
納
屋
の
あ
る
海
岸
一
帯
に
、
上

陸
進
撃
し
て
く
る
敵
戦
車
群
を
迎
撃
撃
破
す

る
と
い
う
、
対
戦
車
攻
撃
訓
練
で
し
た
。
迎
撃

と
い
っ
て
も
重
火
器
は
も
ち
ろ
ん
小
銃
も
な

く
、
頼
り
は
手
榴
弾
、
爆
雷
な
ど
の
肉
弾
攻
撃

用
の
も
の
ば
か
り
で
す
。
海
岸
線
ま
で
ほ
ふ
く

前
進
し
て
い
き
、
シ
ャ
ベ
ル
で
身
を
隠
す
蛸
壺

を
掘
り
、
そ
の
中
に
潜
ん
で
い
て
、
上
陸
す
る

敵
戦
車
の
下
に
爆
雷(

訓
練
で
は
模
擬
爆
雷)

を
抱
え
て
体
ご
と
飛
び
込
む
対
戦
車
攻
撃
訓

練
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
肉
弾
攻
撃
で
、

憧
れ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
遂
に
土
竜(

も
ぐ
ら)

に
な
っ
た
か
と
、
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
戦
闘

訓
練
は
空
襲
を
避
け
て
夜
間
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
夏
と
は
言
え
下
北
の
海
岸
は
寒
く
、
蛸
壺

掘
り
は
自
分
の
墓
穴
を
掘
る
思
い
で
し
た
。 

８
月
15
日
、
終
戦
を
迎
え
、
喪
失
感
、
脱

力
感
と
と
も
に
、
自
分
で
も
気
付
か
ぬ
ま
ま
、

安
堵
感
と
、
解
放
感
が
じ
わ
じ
わ
と
湧
い
て
く

る
の
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
特
攻
出

撃
の
時
、
先
輩
た
ち
は
『
先
に
行
く
ぞ
、
後
を

頼
む
ぞ
』
と
言
い
遺
し
ま
し
た
。
生
き
残
っ
て

し
ま
っ
た
私
た
ち
は
、
帽
振
れ
で
見
送
っ
た
先

輩
た
ち
へ
の
申
し
訳
な
さ
で
一
杯
で
し
た
。
そ

し
て
そ
の
気
持
ち
は
86
才
の
今
も
消
え
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。｣ 
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高
21
回 

松
井
泰
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予
科
練
に
志
願 

民
宿｢

秀
峰｣

の
親
父
さ
ん
、
本
名
は
小
椋
秀

雄
さ
ん
。
1927(

昭
和
２)

年
11
月
１
日
生
ま
れ
。

桧
原
村
立
桧
原
尋
常
小
学
校
高
等
科
卒
業
後
、

上
京
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
用
ゴ
ー
グ
ル
製
造
会
社
で

働
い
て
い
ま
し
た
が
、
1944(

昭
和
19)

年
、
あ

こ
が
れ
て
い
た
予
科
練
に
志
願
し
ま
し
た(

ど

う
せ
徴
兵
に
な
る
な
ら
、
早
く
軍
人
に
な
っ
て

い
た
ほ
う
が
よ
い
と
の
思
い
も
あ
り
ま
し
た)

。

兄
は
徴
兵
で
陸
軍
に
入
り
、
北
支
戦
線
で
従
軍

中
で
し
た
が
、
両
親
は
何
も
言
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
会
社
の
同
僚
２
名
も
一
緒
に
受
験
し
ま
し

た
が
、
小
椋
さ
ん
の
み
合
格
。
三
重
海
軍
航
空

隊
奈
良
分
遣
隊
に
入
隊
す
る
際
に
は
、
会
社
の

方
々
が
壮
行
会
を
開
い
て
送
り
出
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

三
重
海
軍
航
空
隊
奈
良
分
遣
隊 

三
重
海
軍
航
空
隊
奈
良
分
遣
隊
は
、
一
挙
に

増
加
し
た
予
科
練
甲
飛
第
13
・
14
期
の
生
徒

を
教
育
す
る
た
め
に
新
設
さ
れ
た
予
科
練
教

育
航
空
隊
で
、
奈
良
県
山
辺
郡
丹
波
市
町(

現

天
理
市)

の
天
理
教
宿
舎
を
接
収
し
、
1943(

昭

和
18)

年
12
月
１
日
に
発
足
し
ま
し
た
。
街
中

に
建
ち
並
ぶ
信
者
詰
所
20
数
箇
所
に
分
散
し

て
宿
舎
・
練
兵
場
が
設
け
ら
れ
、
教
育
・
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た(

昭
和
20
年
３
月
１

日
に
は｢

奈
良
海
軍
航
空
隊｣

と
し
て
独
立
し

ま
し
た)

。 

小
椋
さ
ん
は
、
1944(

昭
和
19)

年
10
月
に
三

重
海
軍
航
空
隊
奈
良
分
遣
隊
に
入
隊(

甲
飛

15
期)

、
七
つ
ボ
タ
ン
の
制
服
に
袖
を
通
し
ま

し
た
。
小
椋
さ
ん
の
所
属
し
た
班
の
人
数
は

40
名
く
ら
い
で
、
班
長
さ
ん
は
九
州
出
身
の

下
士
官
で
し
た
。
分
隊
長
は
高
橋
大
尉
で
、
小

椋
さ
ん
は
分
隊
長
さ
ん
の
従
卒(

将
校
に
専
属

し
て
、
身
の
回
り
の
世
話
な
ど
を
す
る
兵
卒
。

将
校
当
番
兵)

を
命
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

早
朝
５
時(

冬
季
は
６
時)

の
総
員
起
こ
し

か
ら
21
時
の
巡
検(

就
寝
状
況
の
確
認)

ま
で
、

す
べ
て
５
分
前
行
動
、
移
動
は
駆
け
足
、
何
で

も
自
分
一
人
で
素
早
く
、
ス
マ
ー
ト
に
で
き
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
５
分
前
行
動
と
は
、
５

分
前
に
は
次
の
行
動
の
心
得
が
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
何
で
も
５
分
前
、
そ
の
規

律
が
守
れ
な
い
と
、
罰
直(

ば
っ
ち
ょ
く 

ル
ー
ル
違

反
を
し
た
者
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
、
集
団
規
律
を

高
め
る
た
め
の
体
罰)

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

息
抜
き
が
で
き
る
の
は
、｢

巡
検
終
わ
り｣

と
い

う
放
送
が
流
れ
た
後
の
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
で

し
た
。 

午
前
中
は
座
学
が
中
心
で
、
物
理
、
化
学
、

国
語
、
漢
文
、
地
理
、
歴
史
、
そ
れ
に
気
象
天

測
や
通
信(

モ
ー
ル
ス
電
信)

な
ど
、
午
後
は
体

操
や
駆
け
足
ば
か
り
で
、
奈
良
市
の
若
草
山
ま

で
駆
け
足
で
往
復
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
騎
馬
戦
で
は
馬
の
役
の
う
え
に
、
班

長
さ
ん
が
負
け
ず
嫌
い
で
、
負
け
る
と
罰
直
が

大
変
で
し
た(

食
卓
を
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
、
食

事
な
し
に
な
っ
た
と
き
も
あ
り
ま
す)

。
こ
の

班
長
さ
ん
は
食
事
に
う
る
さ
い
人
で
、
よ
く
烹

炊
所
に
文
句
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
び

に
烹
炊
所
の
態
度
が
よ
け
い
厳
し
く
な
り
、
配

給
の
時
間
を
遅
ら
さ
れ
た
り
、
御
飯
の
盛
り
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

土
浦
中
学
か
ら
同
じ
く
甲
飛
15
期
生
と
し

て
奈
良
分
遣
隊
に
入
隊
し
た
糸
賀
一
郎
氏(

中

学
46
回)

も｢

午
前
・
午
後
、
休
む
間
も
な
い

厳
し
い
教
育
に
、
し
ゃ
が
む
と
足
の
筋
肉
が
痛

む
毎
日
が
続
い
た
。(

中
略)

３
ヶ
月
間
、
休
日

に
外
出
し
た
記
憶
は
無
い
。
営
内
を
散
策
し
、

法
隆
寺
・
明
日
香
・
橿
原
神
宮
な
ど
の
古
都
の

山
な
み
や
樹
叢
を
眺
め
、
心
を
慰
め
て
い
た
。｣

と
記
し
て
い
ま
す(
『
阿
見
と
予
科
練
～
そ
し

て
人
々
の
も
の
が
た
り
』)

そ
の
後
、
糸
賀
氏

は
飛
行
練
習
生
と
し
て
昭
和
19
年
11
月
末
に

清
水
海
軍
航
空
隊
へ
移
動
、
昭
和
20
年
３
月

に
は
土
肥
派
遣
隊
と
な
り
、
特
殊
潜
航
艇
や
桜

花
基
地
の
建
設
に
従
事
、
同
年
６
月
に
は
、
海

軍
第
16
特
別
陸
戦
隊
に
所
属
、
横
須
賀
鎮
守

府
で
の
実
戦
訓
練
中
に
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。 

岡
崎
海
軍
航
空
隊
へ 

 

1945(

昭
和
20)

年
３
月
、
愛
知
県
碧
海
郡
矢

作
町
に
あ
っ
た
岡
崎
海
軍
航
空
隊(

現
岡
崎

市
・
豊
田
市
・
安
城
市)

に
移
動
し
ま
し
た
が
、

飛
行
・
整
備
訓
練
は
行
わ
れ
ず
、
練
習
生
は
本

土
決
戦
要
員
と
し
て
陸
戦
訓
練
に
従
事
す
る

一
方
、
伊
勢
湾
・
三
河
湾
の
防
衛
陣
地
構
築
に

駆
り
出
さ
れ
、
土
方
仕
事
ば
か
り
し
て
い
ま
し

た
。
奈
良
分
遣
隊
で
は
天
理
教
の
詰
所
の
畳
の

上
で
寝
て
い
ま
し
た
が
、
岡
崎
は
正
規
の
海
軍

航
空
隊
な
の
で
吊
り
床(

ハ
ン
モ
ッ
ク)

で
す
。

１
分
程
度
で
セ
ッ
ト
や
収
納
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
す
が
、
初
め
の
う
ち
は
慣
れ
ず

に
５
分
位
か
か
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
た
び
に
罰

直
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

岡
崎
で
も
と
に
か
く
忙
し
い
生
活
で
し
た

が
、
唯
一
の
楽
し
み
は
外
出
で
し
た
。
外
出
は

12
班
に
分
け
て
交
代
で
許
可
さ
れ
、
一
般
の

民
家
が
予
科
練
生
を
受
け
入
れ
て
、
も
て
な
し

て
く
れ
ま
し
た
。
小
椋
さ
ん
は
小
呂
町
に
あ
っ

た
黒
田
家(

現
岡
崎
Ｉ
Ｃ
近
く)

で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
矢
作
町
の
岡
崎
航
空
隊
か
ら
歩

い
て
黒
田
家
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、
黒
田
家

で
は
親
身
に
な
っ
て
面
倒
を
み
て
く
れ
ま
し

た(

特
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん)

。
田
植
え
の
時
期
で

忙
し
い
と
き
に
は
、
代
わ
り
に
近
所
の
家
に
接

待
を
頼
ん
で
く
れ
て
、
そ
の
家
で
も
歓
待
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

 

特
攻
隊
に
選
抜
さ
れ
て
横
須
賀
に
転
出
が

決
ま
り
、
特
別
外
出
が
許
可
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
黒
田
家
に
最
後
の
お
別
れ
に
行
き
ま

し
た
。
黒
田
家
か
ら
帰
る
と
き
に
、
こ
れ
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
と
、
団
扇
の
下
に
そ

っ
と
10
円
札
を
お
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

平成２７年９月８日 
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号 

霞ヶ浦（その 17）～民宿「秀峰」の親父さん～ 

1983(昭和 58)年から始まった裏磐梯曽原湖畔での共同宿泊学習。 

錨のマークのついた予科練の略帽(実はボート組合で作ったものだそ

うです)をかぶり、ベンツ製のエンジンを搭載した大型モーターボー

トで桧原湖上を疾走していた秀峰の親父さん。多くの一高生たちがそ

のスピードに快感と恐怖を味わせてもらいました。その秀峰の親父さ

んも予科練の出身者。2014(平成 26)年 11 月２日、高５回飯村弘、高

21 回松井泰寿がお話をうかがってきました。 三重海軍航空隊奈良分遣隊甲飛 15 期の同じ班のメンバーと 

 ①分隊長高橋大尉 ②班長さん ③小椋さん 

 

予
科
練
時
代
を
語
る
小
椋
秀
雄
氏
→ 

小
椋
氏
所
属
班
の
集
合
写
真 

↓ 

（
小
椋
氏
所
蔵
） 

  



 

 

横
須
賀
へ
の
転
出
が
遅
れ
、
も
う
一
度
特
別
外

出
が
許
さ
れ
て
黒
田
家
を
訪
れ
る
と
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
、
逆
に
餞
別
ま
で
い
た
だ
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

横
須
賀
久
里
浜
、
伏
龍
・
嵐
部
隊
へ 

1945(

昭
和
20)
年
７
月
、
上
等
兵
か
ら
兵
長
に

昇
進
し
、
伏
龍
・
ウ
７
７
２
嵐
部
隊
に
所
属
し

ま
し
た
。
伏
龍
と
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期

に
考
案
さ
れ
た
特
攻
兵
器
の
一
つ
で
、
簡
易
潜

水
服
で
海
底
に
潜
み
、
敵
上
陸
用
舟
艇
に｢

棒

機
雷｣

を
突
き
あ
げ
て
爆
破
さ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
本
土
決
戦
で
は
、
ま
ず
特
攻
機
が

米
軍
の
機
動
部
隊
に
体
当
た
り
し
、
輸
送
艦
な

ど
が
接
近
す
れ
ば
人
間
魚
雷
回
天
や
特
攻
艇

震
洋
な
ど
の
水
上
特
攻
部
隊
が
迎
撃
、
そ
し
て

上
陸
用
舟
艇
を
水
際
で
迎
撃
す
る
の
が
伏
龍

と
い
う
構
想
で
し
た
。 

伏
龍
隊
員
は
粗
末
な
ゴ
ム
服
に
潜
水
兜
を

被
り
、
背
中
に
８
リ
ッ
ト
ル
の
酸
素
ボ
ン
ベ
を

背
負
い
、
胸
に
は
呼
気
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

す
る
吸
収
缶
を
提
げ
、
腹
に
鉛
の
バ
ン
ド
、
足

に
は
鉛
を
し
こ
ん
だ
ワ
ラ
ジ
を
は
い
て
潜
水

し
ま
し
た
。
潜
水
兜
に
は
ガ
ラ
ス
窓
が
付
い
て

い
ま
す
が
、
足
下
し
か
見
え
ず
視
界
は
悪
く
、

総
重
量
は
68

kg
に
も
及
び
ま
し
た
。
伏
龍
の

作
戦
で
は
遊
泳
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
隊
員

は
海
底
を
歩
い
て
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
仰
向
け
に
ひ
っ
く
り
返
る
と
一

人
で
は
起
き
上
が
れ
な
い
の
で
、
常
に
前
か
が

み
で
恐
る
恐
る
歩
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
船
上

か
ら
金
属
を
叩
い
て
モ
ー
ル
ス
信
号
で
辛
う

じ
て
伝
達
す
る
ぐ
ら
い
で
、
陸
上
や
隣
の
隊
員

と
の
連
絡
手
段
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

吸
収
缶
は
伏
龍
の
最
大
の
欠
陥
部
分
で
し

た
。
こ
れ
は
長
時
間
の
潜
水
を
可
能
に
す
る
た

め
に
考
案
さ
れ
た
半
循
環
式
の
酸
素
供
給
機

で
す
。
呼
気
に
含
ま
れ
る
二
酸
化
炭
素
を
、
苛

性
ソ
ー
ダ
を
利
用
し
た
吸
収
缶
で
除
去
、
再
び

吸
入
し
、
20
分
に
１
回
く
ら
い
酸
素
ボ
ン
ベ

の
バ
ル
ブ
を
開
け
て
酸
素
不
足
を
補
う
と
い

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
訓
練
で
は
鼻

で
吸
気
し
て
口
か
ら
排
気
す
る
よ
う
教
育
さ

れ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
３
、
４
回
呼
吸
す
る

と
炭
酸
ガ
ス
中
毒
で
失
神
し
や
す
く
、
10
～

15
分
位
の
潜
水
で
も
半
日
か
ら
１
日
潜
水
し

て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
り
、
夢
を
見
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
上
官
の
少
尉
さ
ん
が
見
本
を
示

す
と
言
っ
て
潜
水
し
ま
し
た
が
、
ガ
ス
中
毒
に

な
り
、
失
神
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
顔
を
叩
け

ば
よ
い
の
で
す
が
、
上
官
で
す
の
で
そ
う
も
い

か
ず
困
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

吸
収
缶
が
破
れ
た
り
蛇
管
が
外
れ
た
り
し

て
呼
吸
回
路
に
海
水
が
入
る
と
、
吸
収
缶
の
水

酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
海
水
に
溶
解
し
、
大
き
な

溶
解
熱
の
た
め
に
高
温
と
な
っ
た
強
ア
ル
カ

リ
性
の
海
水
が
潜
水
兜
内
に
噴
出
し
肺
を
焼

く
と
い
う
、
き
わ
め
て
重
大
な
欠
陥
が
あ
り
、

訓
練
中
に
横
須
賀
だ
け
で
10
名
の
殉
職
者
を

出
し
て
い
ま
す
。
海
中
で
は
視
界
も
悪
く
、
動

き
も
さ
ら
に
鈍
く
な
る
た
め
、
上
陸
用
舟
艇
に

向
か
っ
て
移
動
す
る
の
は
事
実
上
不
可
能
で

し
た
。
「
棒
機
雷
」
は
長
い
柄
を
持
っ
て
い
ま

し
た
が
、
水
の
抵
抗
で
自
由
に
振
り
回
す
こ
と

が
で
き
ず
、
当
初
５
m
も
長
さ
が
あ
っ
た
も

の
が
２
m
に
切
り
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。
隊
員

の
直
上
を
上
陸
用
舟
艇
が
通
り
か
か
ら
な
い

限
り
攻
撃
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
も
、
部
隊
の
展
開
密
度
を
上
げ
る
と

棒
機
雷
が
炸
裂
し
た
時
の
爆
圧
で
、
近
く
の
隊

員
ま
で
巻
き
添
え
に
な
る
ど
こ
ろ
か
次
々
と

誘
爆
し
て
し
ま
う
問
題
点
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

も
そ
も
、
海
中
で
の
爆
発
に
よ
る
強
烈
な
水
圧

は
隊
員
に
致
命
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
す

た
め
、
上
陸
に
先
立
つ
砲
撃
が
付
近
の
海
中
に

落
ち
た
だ
け
で
、
伏
龍
部
隊
は
全
滅
状
態
な
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

横
須
賀
に
移
っ
て
か
ら
、
小
椋
さ
ん
た
ち
は

毎
日
潜
水
訓
練
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
岡
崎
で

の
土
方
作
業
よ
り
楽
で
し
た
し
、
何
よ
り
毎
日

銀
シ
ャ
リ
や
豪
華
な
料
理
を
食
べ
ら
れ
た
の

で
う
れ
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

横
須
賀
が
空
襲
を
受
け
た
時
に
は
海
軍
橋
の

た
も
と
に
繋
留
し
て
あ
っ
た
特
攻
用
舟
艇
で

一
晩
待
機
さ
せ
ら
れ
、
不
安
で
ま
ん
じ
り
と
も

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東
の
空
か
ら
朝
日
が

昇
っ
て
き
た
時
に
は
、
自
然
と
手
を
合
わ
せ
て

い
ま
し
た
。 

              

終
戦
・
復
員
・
民
宿
開
業 

1945(

昭
和
20)

年
８
月
15
日
に
終
戦
と
な
り
、

８
月
20
日
に
は
ハ
ン
モ
ッ
ク
一
つ
を
持
っ
て
、

実
家
に
復
員
し
ま
し
た
。
農
業
や
山
仕
事
、
炭

焼
き
な
ど
、
実
家
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
ま
し

た
が
、
1949(

昭
和
24)

年
、
22
才
で
結
婚
、
奥

様
は
19
才
で
し
た
。
翌
年
、
曽
原
湖
畔
の
現

在
地
に
入
植
、
周
囲
は
背
の
高
い
藪
だ
ら
け
で

磐
梯
山
も
見
え
ま
せ
ん
。
ま
ず
畑
を
開
き
、
小

豆
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
か
ら
栽
培
し
て
い
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
水
田
を
つ
く
り
、
稲
作
を
始
め
ま
し
た

が
、
寒
さ
で
種
籾
さ
え
取
れ
な
い
年
も
あ
り
ま

し
た
。
冬
は
玄
関
先
か
ら
ス
キ
ー
で
出
て
い
く

ほ
ど
の
雪
で
す
か
ら
、
伊
豆
半
島
へ
山
仕
事
の

出
稼
ぎ
に
行
き
ま
し
た
。
冬
の
出
稼
ぎ
は
、
夏

の
炭
焼
き
と
と
も
に
貴
重
な
現
金
収
入
と
な

り
、
こ
れ
で
子
ど
も
た
ち
を
学
校
に
行
か
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
40
年
代
に
入
り
、

よ
う
や
く
余
裕
も
で
て
き
た
の
で
、
岡
崎
で
お

世
話
に
な
っ
た
黒
田
さ
ん
を
磐
梯
に
招
待
す

る
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
娘
さ
ん
が
来
て
く
れ

ま
し
た
。
会
津
若
松
や
西
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

な
ど
を
案
内
し
、
曽
原
湖
畔
の
宿｢

ゆ
た
か
荘｣

に
泊
ま
っ
て
も
ら
い
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
多
少
の
お
礼
は
で
き
た
の
で
は
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
1973(

昭
和
48)

年
、
自
宅
が
火
事
で

全
焼
し
、
途
方
に
暮
れ
て
い
ま
し
た
が
、
黒
田

さ
ん
か
ら
チ
ッ
キ(

か
つ
て
国
鉄
が
行
な
っ
て

い
た
小
口
の
荷
物
輸
送
業
務)

で
火
事
見
舞
い

の
品(

米
・
味
噌
・
醤
油
、
そ
の
他
生
活
必
需

品)

が
届
き
、
有
り
難
さ
に
涙
が
で
ま
し
た
。

こ
う
し
た
人
た
ち
の
励
ま
し
で
何
と
か
頑
張

る
こ
と
が
で
き
、
1975(

昭
和
50)

年
に
は
民
宿

｢

秀
峰｣

を
開
業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
仲
間
た

ち
と
曽
原
民
宿
組
合
を
結
成
し
、
組
合
長
と
し

て
Ｐ
Ｒ
に
東
奔
西
走
、
共
同
宿
泊
学
習
の
生
徒

さ
ん
た
ち
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
土

浦
一
高
さ
ん
に
は
、
1983(

昭
和
58)

年
か
ら
来

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
息
子
が
肝
試
し
で
熊
の

剥
製
を
着
て
脅
か
し
た
と
こ
ろ
、
女
子
生
徒
さ

ん
が
失
神
し
て
し
ま
い
、
ご
心
配
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
素
直
で
明
る
い
生
徒
さ
ん

ば
か
り
で
、
こ
ち
ら
が
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
一
高
さ
ん
が
共
同
宿
泊
を
し
て
い
る

と
い
う
理
由
で
、
茨
城
県
の
県
南
地
区
の
高
校

生
や
中
学
生
が
夏
の
共
同
宿
泊
学
習
や
冬
の

ス
キ
ー
教
室
で
曽
原
の
民
宿
組
合
を
利
用
し

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
高
さ
ん
の
お
陰
だ

と
今
で
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
高
21
回 

松
井
泰
寿
） 

 

 

アメリカ海軍が作
成した伏龍のスケ

ッチ(右 )と模型
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陸
軍
飛
行
学
校 

陸
海
軍
の
航
空
兵
力
の
増
強
に
伴
っ
て
人

材
が
不
足
し
て
き
た
た
め
、
早
く
か
ら
操
縦
技

術
を
習
得
さ
せ
、
熟
達
し
た
操
縦
要
員
の
養
成

を
図
る
必
要
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
海

軍
で
は
1929(

昭
和
４)

年
12
月
、
海
軍
省
令
に

よ
り｢

飛
行
予
科
練
習
生｣

の
制
度
が
設
け
ら

れ
、
翌
1930
年
６
月
、
第
１
期
生
が
横
須
賀
海

軍
航
空
隊
へ
入
隊
し
ま
し
た
。
陸
軍
で
は
そ
れ

よ
り
遅
れ
て
、
1933(

昭
和
８)

年
８
月
１
日
、

勅
令
第
68
号｢

陸
軍
飛
行
学
校
ニ
於
ケ
ル
生

徒
教
育
ニ
関
ス
ル
件｣

が
施
行
さ
れ
、｢

航
空
兵

科
現
役
下
士
官
ト
為
ス
ベ
キ
生
徒｣

と
し
て
一

般
お
よ
び
陸
軍
部
内
か
ら
募
集
し
、
試
験
に
よ

る
選
抜
の
う
え
陸
軍
飛
行
学
校
に
操
縦
生
徒

お
よ
び
技
術
生
徒
と
し
て
入
校
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
が｢
陸
軍
少
年
飛
行
兵｣

制
度
の
始
ま
り

で
す
。
操
縦
生
徒
の
受
験
資
格
は
、
満
17
歳

以
上
19
歳
未
満
、
技
術
生
徒
は
満
15
歳
以
上

18
歳
未
満(

陸
軍
部
内
よ
り
受
験
の
場
合
は

操
縦
・
技
術
と
も
に
20
歳
未
満)

、
毎
年
１
回

入
校
さ
せ
、
修
学
期
間
は
操
縦
生
徒
が
お
よ
そ

２
年
、
技
術
生
徒
が
お
よ
そ
３
年
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。 

1934(

昭
和
９)

年
２
月
１
日
、
第
１
期
生
と
し

て
操
縦
生
徒
70
名
、
技
術
生
徒
100
名
が
埼
玉

県
入
間
郡
の
所
沢
陸
軍
飛
行
学
校
に
入
校
し

ま
し
た
。
翌
1935
年
８
月
に
は
陸
軍
航
空
技
術

学
校
が
所
沢
陸
軍
飛
行
場
内
に
設
置
さ
れ
、
技

術
生
徒
は
同
校
で
約
３
年
の
教
育
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
操
縦
生
徒
は
同
年
12

月
に
埼
玉
県
大
里
郡(

現
在
の
熊
谷
市
西
部)

に
開
設
さ
れ
た
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
へ
第
２

期
生
よ
り
移
駐
し
、
約
２
年
の
基
本
操
縦
教
育

を
受
け
ま
し
た
。
1937(

昭
和
12
）
年
12
月
、

熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
内
に
東
京
陸
軍
航
空
学

校
が
開
設
さ
れ
、
翌
1938
年
８
月
に
は
東
京
府

北
多
摩
郡(

現
在
の
武
蔵
村
山
市)

に
移
転
し

ま
し
た(

同
校
の
受
験
資
格
は
年
齢
が
満
15

歳
以
上
17
歳
未
満
、
尋
常
小
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
者
）
。
そ
れ
ま
で
操
縦
と
技

術
の
生
徒
を
別
々
に
採
用
し
教
育
し
て
い
た

も
の
が
こ
れ
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
、
採
用
時
に

は
操
縦
・
技
術
の
別
な
く
東
京
陸
軍
航
空
学
校

(

1942
年
か
ら
は
東
京
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校

に
名
称
変
更)

に
毎
年
２
回
入
校
さ
せ
、
約
１

年
の
基
礎
教
育
の
後
に
、
生
徒
を
適
性
に
応
じ

て
操
縦
と
技
術
、
さ
ら
に
通
信
の
３
つ
に
分
科

し
、
操
縦
分
科
飛
行
兵
は
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校

と
1940(

昭
和
15)

年
10
月
に
設
立
さ
れ
た
宇

都
宮
・
大
刀
洗
の
陸
軍
飛
行
学
校
の
３
校
に
分

け
て
、
約
１
年
間
の
基
本
操
縦
教
育
を
行
い
ま

し
た
。
技
術
分
科
飛
行
兵
は
、
1938(

昭
和
13)

年
、
陸
軍
所
沢
飛
行
場
に
新
設
さ
れ
た
陸
軍
航

空
整
備
学
校
で
、
通
信
分
科
飛
行
兵
は
水
戸
陸

軍
飛
行
学
校(

1940
年
か
ら
は
、
水
戸
市
住
吉
町

に
新
設
さ
れ
た
陸
軍
航
空
通
信
学
校)

で
、
さ

ら
に
約
２
年
間
の
専
門
技
術
教
育
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

陸
軍
少
年
飛
行
兵 

陸
軍
少
年
飛
行
兵
の
採
用
者
数
は
５
期
生

ま
で
は
、
各
期
と
も
百
数
十
名
か
ら
数
百
名
程

度
で
し
た
が
、
1938(

昭
和
13)

年
に
東
京
陸
軍

航
空
学
校
に
入
校
し
た
第
６
期
生
か
ら
は
、
１

期
あ
た
り
千
数
百
名
か
ら
数
千
名
と
大
幅
に

増
大
し
ま
し
た
。
1943(

昭
和
18)

年
に
大
津
陸

軍
少
年
飛
行
兵
学
校
が
、
翌
1944
年
に
大
分
陸

軍
少
年
飛
行
兵
学
校
が
開
校
し
、
さ
ら
に
航
空

要
員
の
急
速
養
成
の
た
め
、
各
地
に
教
育
隊
が

設
立
さ
れ
、
終
戦
時
の
第
20
期
ま
で
に

45,000
余

名
の
少
年
飛
行
兵
が
誕
生
し
ま
し
た
。
少
年
飛

行
兵
は
飛
行
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
１
年
な
い

し
２
年
の
専
門
教
育
を
経
て(

階
級
は
兵
長
に

進
級)

、
下
士
官
候
補
者
と
し
て
全
国
の
飛
行

隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た(

約
６
か
月
の
訓
練
を

受
け
た
後
に
現
役
の
伍
長
に
任
官)

。 

15
才
、
訓
練
の
日
々 

土
浦
駅
前
、
大
和
町
の
川
崎
自
転
車
店(

一

高
生
の
み
な
ら
ず
、
二
高
、
三
高
な
ど
土
浦
市

内
の
高
校
生
の
多
く
が
パ
ン
ク
修
理
等
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す)

の
店
主
、
川
崎
辰
男

さ
ん
は
陸
軍
少
年
飛
行
兵
の
ご
出
身
。
2015
年

４
月
に
高
５
回
飯
村
弘
、
高
21
回
鴻
巣
茂
・

松
井
泰
寿
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。 

川
崎
さ
ん
は
1928(

昭
和
３)

年
、
岩
手
県
胆

沢
郡
前
沢
町(

現
奥
州
市
前
沢
区)

の
生
ま
れ
。

実
家
は
農
家
で
兄
弟
姉
妹
８
人
の
次
男
坊
で

し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
へ
の
夢
と
少
し
で
も
両
親

を
楽
に
し
て
あ
げ
た
い
と
の
思
い
で
、
1943(

昭

和
18)

年
の
春
、
前
沢
尋
常
小
学
校
高
等
科
か

ら
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校
を
受
験
し
ま
し
た

(

競
争
率
30
倍
を
超
え
る
難
関)

。
採
用
予
定

者
は
、
９
月
末
に
東
京
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校

に
出
頭
を
命
じ
ら
れ
、
身
体
検
査
・
適
性
検
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
格
者
は
操
縦
・
整
備
・

通
信
の
３
分
科
に
分
け
ら
れ
、
少
年
飛
行
兵
学

校
で
の
基
本
教
育
１
ケ
年
を
短
縮
し
て
、
上
級

学
校
の
各
教
育
隊
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
川
崎
さ
ん
は
、
も
ち
ろ
ん
パ
イ
ロ

ッ
ト
志
望
で
し
た
が
耳
が
悪
か
っ
た
た
め
、
整

備
分
科
専
攻
に
な
り
ま
し
た
。
10
月
１
日
、

所
沢
陸
軍
航
空
整
備
学
校
に
入
校
、
陸
軍
少
年

飛
行
兵
第
15
期
生
と
な
り
、
八
戸
教
育
隊
に

配
属
と
な
り
ま
し
た
。
10
月
８
日
、
八
戸
教

育
隊
に
入
校
、
基
本
教
育
が
３
分
の
１
に
短
縮

さ
れ
た
た
め
、
極
め
て
厳
し
く
激
し
い
教
育
・

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
時
の
起
床
ラ
ッ
パ

で
た
た
き
起
こ
さ
れ
、
朝
の
点
呼
、
掃
除
。
午

平成２７年１０月６日 
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霞ヶ浦（その 18） ～陸軍少年飛行兵１；17 才の飛行兵長～ 

海軍の｢飛行予科練習生(予科練)｣制度に次いで、陸軍でも｢陸軍少年飛行兵(少

飛)｣制度が始まりました。1934(昭和９)年２月に誕生した陸軍少年飛行兵は、

1945(昭和 20)年８月の終戦までの間、第１期生から第 20 期生まで 45,000 余名を

数えています。彼らは航空部隊の空中勤務者(操縦者、機上機関士、通信士など)

や地上勤務者(整備士、通信士など)として下士官の中核となり、日中戦争、ノモン

ハン事件、アジア太平洋戦争の最前線に従軍し、大戦末期には特攻隊の隊員として

散っていった方々も少なくありません。戦没者は 4,500 余名に上っています。 
 

始動車でエンジン始動

訓練に励む整備学校生
徒と現在の川崎氏 



 

 

前
は
、
軍
人
基
本
教
育
や
航
空
関
係
各
種
学
科

(
力
学
、
金
属
、
電
機
工
学
、
発
動
機
学
等
々)

の
座
学
、
午
後
は
、
整
備
実
習
、
機
上
演
習
の

他
、
歩
兵
訓
練
、
射
撃
、
剣
術
、
銃
剣
術
の
訓

練
で
す
。
１
日
の
訓
練
が
終
わ
っ
て
も
、
自
分

の
班
に
戻
れ
ば
、
所
有
物
の
整
理
や
洗
濯
で
時

間
が
足
ら
ず
、
衣
類
の
繕
い
な
ど
、
自
分
の
こ

と
は
す
べ
て
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
入
浴
・
夕
食
後
も
２
時
間
の
自

習
、
10
時
の
消
灯
ラ
ッ
パ
と
と
も
に
そ
の
ま

ま
寝
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
毎
日
で
し
た
。
休

日
も
月
に
１
～
２
日
、
外
出
を
し
た
記
憶
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

1944(

昭
和
19)

年
４
月
１
日
、
生
徒
か
ら
陸
軍

少
年
飛
行
兵
と
な
り
、
陸
軍
上
等
兵
に
任
じ
ら

れ
ま
し
た
。
６
月
末
ま
で
99
式
高
等
練
習
機

を
教
材
と
し
て
整
備
教
育
を
受
け
、
７
月
10

日
頃
か
ら
三
菱
重
工
業
の
名
古
屋
工
場
で
、
四

式
重
爆
撃
機
の
教
育
実
習
を
受
け
ま
し
た
。
名

古
屋
工
場
は
陸
海
軍
の
主
力
機
を
作
っ
て
い

る
大
工
場
で
、
大
勢
の
工
員
さ
ん
た
ち
に
交
じ

り
、
学
徒
動
員
で
徴
用
さ
れ
た
旧
制
中
学
や
高

等
女
学
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
も
働
い
て
い
ま

し
た
。
同
年
９
月
25
日
、
所
沢
陸
軍
航
空
整

備
学
校
を
卒
業
、
重
爆
撃
機
専
攻
は
浜
松
陸
軍

飛
行
学
校
で
専
門
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
実
習
で
最
初
に
乗
っ
た
の
が
97

式
重
爆
撃
機
、
こ
の
時
の
感
激
は
今
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん(

10
月
１
日
に
は
陸
軍
兵
長
に
昇

任
）
。 

1945(

昭
和
20)

年
３
月
末
日
、
浜
松
陸
軍
飛
行

学
校
を
修
了
。
実
戦
部
隊
に
配
属
と
な
り
、
４

月
１
日
、
東
京
都
の
福
生
飛
行
部
隊(

整
備
学

校)

に
下
士
官
学
生
と
し
て
入
校
。
松
本
飛
行

場
で
四
式
重
爆
撃
機
の
整
備
実
習
を
行
い
、
電

探(

レ
ー
ダ
ー)

の
取
付
作
業
も
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
松
本
飛
行
場
に
は
兵
舎
が
な
く
、
浅

間
温
泉
の
旅
館
に
分
泊
し
て
、
飛
行
場
へ
通
っ

て
い
ま
し
た
。 

本
土
決
戦
部
隊 

1945(

昭
和
20)

年
６
月
30
日
、
福
生
飛
行
部

隊(

整
備
学
校)

を
卒
業
す
る
と
、
重
爆
撃
機
の

部
隊
に
配
属
さ
れ
、
機
上
機
関
士(

航
空
機
関

士)

と
し
て
飛
行
機
に
乗
る
隊
に
所
属
し
ま
し

た
。
空
中
勤
務
い
わ
ゆ
る｢

ヒ
コ
ー
キ
乗
り｣

は
、
地
上
勤
務
の
気
象
と
か
整
備
と
か
に
比
べ

て
１
ラ
ン
ク
上
に
位
置
し
て
お
り
、
食
事
も
航

空
食
が
支
給
さ
れ
、
他
の
兵
隊
さ
ん
よ
り
は
恵

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
機
上
機
関
士
は
エ
ン
ジ
ン

や
フ
ラ
ッ
プ
、
車
輪
、
計
器
な
ど
、
機
体
す
べ

て
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
が
任
務
で
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
準
ず
る
地
位
に
あ
り
ま
し
た
。
当
時

の
飛
行
機
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
一
人
で
は
長
距
離

の
飛
行
は
不
可
能
で
、
機
上
機
関
士
が
自
機
の

位
置
、
目
的
地
へ
の
方
位
を
確
認(

風
向
き
に

よ
っ
て
機
体
が
流
さ
れ
機
体
の
向
き
に
狂
い

が
生
じ
て
き
ま
す)
、
残
存
燃
料
も
考
慮
し
て
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
修
正
を
指
示
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
通
信
士
も
基
地
か
ら
誘
導
電
波
を
受
信

し
、
随
時
他
機
と
の
交
信
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、

や
は
り
飛
行
ル
ー
ト
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

乗
務
し
た
重
爆
撃
機
は
中
島
飛
行
機
製
造
の

一
〇
〇
式
重
爆
撃
機｢

呑
龍
ど
ん
り
ゅ
う｣

や
三
菱
重

工
業
製
造
の
四
式
重
爆
撃
機｢

飛
龍
ひ
り
ゅ
う｣

。
い

ず
れ
も
乗
員
８
名
で
、
機
長(

操
縦
士)

、
機
上

機
関
士
、
通
信
士
、
爆
撃
手
、
銃
手
で
１
ク
ル

ー
を
編
成
し
ま
す
。
ク
ル
ー
は
年
令
、
階
級
、

出
身
地
、
み
な
違
い
ま
す
が
、
部
隊
で
は
常
に

寝
食
を
共
に
し
、
基
地
を
飛
び
立
て
ば
死
ぬ
と

き
は
一
緒
、
一
人
の
ミ
ス
が
全
員
の
死
を
招
く
、

一
蓮
托
生
の
間
柄
、
親
子
兄
弟
よ
り
も
強
い
絆

で
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
機
長
は
32~3
才
の
尉

官
の
方
で
、
歴
戦
の
強
者
で
し
た
。
し
か
し
、

機
上
機
関
士
と
い
う
役
目
柄
、
私
が
機
長
に
指

示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
も
あ
り
ま
し

た
。
緊
張
の
連
続
で
し
た
が
、
機
長
は
ほ
ん
と

う
に
気
を
遣
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
思
う
と
機

長
も
大
変
だ
っ
た
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。 

兵
長
で
任
官
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
17
才
、

部
隊
に
は
年
上
の
兵
隊
さ
ん
が
大
勢
い
ま
し

た
。
階
級
が
上
で
す
か
ら
、
年
上
の
兵
隊
さ
ん

に
命
令
や
指
示
を
出
さ
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
機
体
整
備
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ば
、
多
少

な
り
と
も
専
門
家
で
す
か
ら
、
何
と
か
う
ま
く

言
え
る
の
で
す
が
、
日
常
生
活
の
面
で
は
、
兵

隊
さ
ん
の
ほ
う
が
ず
っ
と
先
輩
で
す
か
ら
そ

う
も
い
き
ま
せ
ん
。
入
浴
の
時
に
も
、
兵
隊
さ

ん
が
階
級
が
上
の
私
に
気
を
遣
っ
て
く
れ
る

の
で
す
が
、
裸
に
な
れ
ば
こ
ち
ら
は
ま
だ
少
年

の
体
、
向
こ
う
は
立
派
な
大
人
の
体
格
で
す
。

ど
う
に
も
恥
ず
か
し
く
て
、
あ
の
と
き
ほ
ど
早

く
大
き
く
な
り
た
い
、
大
人
の
体
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
軍
服
を
着
て

い
れ
ば
階
級
章
が
つ
い
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ

で
ご
ま
か
せ
ま
す
が
、
裸
一
貫
、
人
間
の
体
と

い
う
の
は
ほ
ん
と
う
に
、
そ
の
人
を
表
す
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。 

部
隊
で
は
空
襲
の
合
間
を
縫
っ
て
連
続
離

着
陸
の
訓
練
や
低
空
飛
行
の
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
低
空
飛
行
訓
練
は
、
敵
の
レ
ー
ダ
ー

に
捕
捉
さ
れ
な
い
よ
う
に
低
空
飛
行
を
続
け

る
訓
練(

当
時
最
新
鋭
機
で
あ
っ
た
飛
龍
は
雷

撃
も
可
能
で
し
た
か
ら
そ
の
訓
練
で
も
あ
っ

た
よ
う
で
す)

で
、
高
度
計
の
メ
ー
タ
ー
０
の

超
低
空
で
海
上
を
飛
び
続
け
ま
す
。
大
波
を
受

け
れ
ば
即
墜
落
、
ひ
や
ひ
や
も
の
で
し
た
。
夜

間
飛
行
の
時
な
ど
は
海
面
と
空
の
区
別
が
つ

き
ま
せ
ん
。
機
首
が
0.1
度
で
も
下
が
っ
て
い

る
の
に
気
付
か
な
け
れ
ば
、
数
十
秒
後
に
は
海

面
に
激
突
、
ク
ル
ー
全
員
の
命
が
奪
わ
れ
ま
す
。

機
体
の
状
況
を
把
握
す
る
の
が
私
の
任
務
で

す
か
ら
、
全
神
経
を
目
と
耳
に
集
中
し
て
、
計

器
を
睨
み
、
エ
ン
ジ
ン
音
や
波
の
音
を
聞
き
分

け
て
い
ま
し
た
。 

終
戦
前
に
は
福
井
県
の
芦
原
温
泉
近
く
の

陸
軍
三
国(

芦
原)

飛
行
場
に
い
ま
し
た
。
福
井

の
市
街
地
が
爆
撃
を
受
け
て
い
る
の
が
見
え

ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
爆
撃
機
で
す
の
で
迎
撃

に
い
け
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

重
爆
撃
機
は
基
地
や
港
湾
な
ど
の
爆
撃
が
任

務
で
す
か
ら
、
外
地
に
行
け
な
く
な
っ
た
頃
か

ら
活
躍
の
舞
台
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

私
た
ち
の
部
隊
は
本
土
決
戦
に
備
え
て
温
存

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
幸
い
終
戦
ま
で
生
き
延

び
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
基
地
の

将
校
さ
ん
の
中
に
は
、
責
任
を
と
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
、
自
決
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
若

い
私
た
ち
は
そ
の
姿
を
見
て
、
た
だ
立
ち
尽
く

す
だ
け
、
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 ※
川
崎
さ
ん
は
1946(

昭
和
21)

年
春
に
復
員
、
1950 

(

昭
和
25)

年
、
警
察
予
備
隊
が
設
置
さ
れ
た

の
で
第
１
期
生
と
し
て
入
隊
、
北
海
道
真
駒

内
の
部
隊
に
勤
務
。
機
上
機
関
士
の
経
歴
を

生
か
し
て
補
給
処
で
車
輌
整
備
を
担
当
、
隊

員
の
指
導
に
当
た
る
任
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
阿
見
町
の
陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校

(

警
察
予
備
隊
は
そ
の
後
、
保
安
隊
を
経
て
、

1954
年
、
自
衛
隊
に
改
組
さ
れ
ま
し
た)

に
派
遣

さ
れ
６
ヶ
月
ほ
ど
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
が
、

そ
の
時
奥
様
の
育
子
さ
ん
と
出
会
い
、
ご
結

婚
、
奥
様
の
実
家
の
自
転
車
店
を
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
1985(

昭
和
60)

年
か
ら
は
茨

城
県
自
転
車
二
輪
自
動
車
商
協
同
組
合
の
理

事
長
に
就
任
さ
れ
、
現
在
も
理
事
長
と
し
て
、

組
合
の
振
興
、
自
転
車
安
全
利
用
促
進
事
業

や
防
犯
登
録
事
業
な
ど
の
推
進
に
力
を
注
い

で
お
ら
れ
ま
す(

そ
の
間
全
国
組
合
の
理
事

長
も
２
期
６
年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た)

。 
 

(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 



 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

     
 

   

 

               

誇
り
を
胸
に 

片
岡
喜
作
氏
は

1915(

大
正
４)

年
６
月
、
片
岡

鉄
造
・
し
か
御
夫
妻
の
二
男
と
し
て
、
つ
く
ば

市
玉
取
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
曽
根
尋
常
高
等

小
学
校
を
卒
業
し
、

1929(

昭
和
４)

年
４
月
、
旧

制
土
浦
中
学
に
入
学
。
５
年
間
玉
取
の
実
家
か

ら
自
転
車
で
通
学
。
学
校
か
ら
帰
る
と
い
つ
も

離
れ
の
書
斎
で
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
長
身

で
す
ら
り
と
し
た
体
格
、
無
口
で
し
た
が
、
優

し
く
、
２
人
の
妹(

現
飯
田
き
よ
さ
ん
・
沼
尻
ま

さ
さ
ん)

思
い
の
兄
さ
ん
で
し
た
。
中
学
卒
業
を

１
ヶ
月
後
に
控
え
た

1934(

昭
和
９)

年
２
月
１
日
、

陸
軍
少
年
飛
行
兵
第
１
期
操
縦
生
徒
と
し
て
、

所
沢
陸
軍
飛
行
学
校(

現
在
は
防
衛
医
科
大
学
校

が
所
在)

に
入
校
。
応
募
者
は
操
縦
生
徒
が

3336
名

(
定
員
70
名
の
約
48
倍
、
茨
城
県
か
ら
の
合
格
者

は
２
名)
、
技
術
生
徒
が

6398
名(

定
員
100
名
の
約

64
倍
、
茨
城
県
の
合
格
者
は
３
名)

と
い
う
難
関

で
し
た
。 

飛
行
学
校
で
の
生
活
は
、
５
時
30
分
の
起
床

か
ら
21
時
30
分
の
消
灯
ま
で
、
予
科
練
同
様
分

刻
み
の
日
課
が
組
ま
れ
、
息
つ
く
暇
も
な
い
毎

日
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
少
年
飛
行
兵
の
誇

り
を
胸
に
、
厳
し
い
教
育
・
訓
練
に
挑
ん
で
い

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
１
年
ほ
ど
で
単
独
飛

行
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

1935(

昭
和
10)

年
３

月
15
日
の｢

い
は
ら
き
新
聞｣

に
は
、｢

所
沢
少
年

航
空
兵 

猛
練
習 

偵
察
訓
練
飛
行｣

と
の
見

出
し
で｢

所
沢
飛
行
学
校
少
年
航
空
兵
生
徒
の

操
縦
教
育
は
狭
山
飛
行
場
に
お
い
て
練
習
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
各
生
徒
の
上
達
振
り
は
著
し

く
、
既
に
練
習
機
の
単
独
飛
行
を
終
わ
っ
た
の

で
、
来
る
15
日
よ
り
乙
式
一
型
偵
察
機
の
訓
練

飛
行
に
移
る
た
め
、
第
一
班
生
徒
30
名
は
教
官

亀
山
大
尉
が
引
率
し
て
各
務
ヶ
原
飛
行
場
に
出

張
し
、
来
る
４
月
20
日
ま
で
同
地
に
滞
在
し
て

猛
練
習
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。｣

と
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

片
岡
生
徒
は
偵
察
分
科
専
攻(

他
は
戦
闘
分

科
と
爆
撃
分
科)

と
な
り
、

1935(

昭
和
10)

年
11

月
27
日
、
優
秀
な
成
績
で
所
沢
陸
軍
飛
行
学
校

を
卒
業
、
12
月
１
日
配
属
先
の
滋
賀
県
八
日
市

の
陸
軍
飛
行
第
３
連
隊
か
ら
、
千
葉
県
下
志
津

陸
軍
飛
行
学
校
に
派
遣
さ
れ
、
同
校
に
入
校
、

空
中
偵
察
に
関
す
る
実
戦
教
育
を
受
け
ま
し
た
。 

日
中
戦
争
、
死
闘
30
分
の
空
中
戦 

1936(

昭
和
11)

年
２
月
27
日(

二
・
二
六
事
件
の

翌
日)

に
同
校
を
卒
業
、
伍
長
に
任
官
し
、
陸
軍

飛
行
第
３
連
隊
第
１
中
隊
に
復
帰
。
同
期
生
の

鈴
木
武
次
良
伍
長
は
第
２
中
隊
、
古
賀
克
己
伍

長
は
第
３
中
隊
で
し
た
。
こ
の
八
日
市
で
の
生

活
を
後
年
、
鈴
木
武
次
良
氏
は
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
ま
す
。 

｢

私
ど
も
は
自
分
の
愛
機(

88
式
偵
察
機)

を

操
縦
し
て
琵
琶
湖
上
空
狭
し
と
飛
び
ま
く
っ
た
。 

３
人
揃
っ
て
の
外
出
と
な
る
と
町
中
の
女
学

生
の
憧
れ
の
的
で
、
も
て
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

1937(

昭
和
12)

年
９
月
９
日
、(

７
月
に
勃
発

し
た)

日
支
事
変(

日
中
戦
争)

の
た
め
第
３
連
隊

に
動
員
令
が
下
命
さ
れ
た
。
思
え
ば
着
任
以
来
、

八
日
市
の
三
羽
烏
と
し
て
羨
望
さ
れ
た
僅
か
１

年
半
が
私
ど
も
の
青
春
時
代
で
あ
っ
た
と
は
…

…
。｣(

「『
陸
軍
少
年
飛
行
兵
史
』
操
縦
１
期
生

徒
の
歩
み
」
よ
り) 

片
岡
伍
長
も
飛
行
第
３
連
隊
で
編
成
さ
れ
た

飛
行
第
７
大
隊
の
隊
員
と
し
て
天
津
に
進
出
、

軍
曹
に
昇
進
し
、
中
国
各
地
を
転
戦
、
大
空
の

戦
い
に
挑
ん
で
い
き
ま
し
た
。 

な
か
で
も
、

1938(

昭
和
13
年)

５
月
、
徐
州
攻

略
作
戦
に
参
加
、
15
キ
ロ
爆
弾
を
搭
載
し
た
88

式
偵
察
機
で
徐
州
停
車
場
を
爆
撃
、
そ
の
後
の

敵
状
偵
察
中
に
謄
県
上
空
で
敵
戦
闘
機(

イ
15

号
機)

５
機
の
攻
撃
を
受
け
、
同
乗
の
大
内
少
佐

は
旋
回
機
銃
で
応
戦
、
さ
ら
に
伝
声
管
を
握
り

し
め
て
操
縦
士
の
片
岡
軍
曹
に
飛
行
コ
ー
ス
を

指
示
し
続
け
ま
し
た
が
、
８
発
の
機
関
銃
弾
を

受
け
て
壮
烈
な
戦
死
。
し
か
し
片
岡
軍
曹
は
巧

み
に
機
を
操
り
、
超
低
空
飛
行
、
旋
回
に
次
ぐ

旋
回
で
敵
機
を
振
り
切
り
、
見
事
に
基
地
に
帰

還
し
た
こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
戦
功
で
し
た
。

機
体
、
機
翼
に
100
余
発
の
敵
弾
を
受
け
、
翼
は

滅
茶
滅
茶
に
壊
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
翼
の
裏

側
に
は
低
空
飛
行
の
際
に
木
立
で
こ
す
っ
た
痕

が
無
残
に
残
り
、
飛
行
機
の
命
綱
と
も
い
う
べ

き
操
縦
索
は
半
分
ほ
ど
切
れ
て
い
ま
し
た
。
30

分
間
の
死
闘
を
物
語
る
惨
憺
た
る
姿
の
片
岡
機

で
し
た
が
内
地
に
運
ば
れ
、
天
覧
の
栄
に
浴
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
終
戦
ま
で
所
沢
の
航
空
資

料
館
に
展
示
さ
れ
、
御
両
親
も
見
学
に
赴
い
て

い
ま
す
。 

1938(

昭
和

13)

年
８
月
に
は
飛
行
第
７
大
隊

が
飛
行
第
75
戦
隊
に
改
編
さ
れ
、
漢
口
作
戦
、

奥
地
侵
攻
作
戦(

重
慶
、
宜
昌
等)

及
び
敵
航
空

基
地
攻
撃
等
に
参
加
、
激
戦
を
戦
い
抜
い
て
き

ま
し
た(

1938
年
９
月
29
日
に
は
陸
軍
歩
兵
で
あ

っ
た
長
兄
盛
之
亟
さ
ん
が
中
国
戦
線
で
戦
死
さ

れ
ま
し
た)

。 
 
 
 
 
  

渾
身
一
体 

飛
行
第
75
戦
隊
は
武
昌
飛
行
場
に
前
進
し
、

片
岡
曹
長(

1938
年
に
昇
進)

も
第
一
線
で
戦
い
続

け
ま
し
た
が
、
病
を
得
て

1940(

昭
和
15)

年
４
月

に
帰
国
、
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
付
教
官(

助
教)

と
な
り
、
後
輩
と
な
る
少
年
飛
行
兵
た
ち
の
教

育
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
で
片
岡
曹
長
が
助
教
と

し
て
最
初
に
担
当
し
た
の
が
、
陸
軍
少
年
飛
行

兵
第
６
期
生
の
４
人
で
し
た
。
着
任
の
日
に
片

岡
曹
長
は
４
人
を
集
め
て
、｢

今
日
、
命 め

い

に
よ
っ

て
４
人
の
操
縦
教
育
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ

た
。
自
分
は
今
ま
で
ず
っ
と
戦
地
に
あ
っ
て
御

奉
公
し
て
い
た
者
で
、
こ
の
度
帰
還
し
て
学
校

付
と
な
っ
た
片
岡
で
あ
る
。
皆
と
同
じ
少
年
飛

行
兵
１
期
出
身
で
あ
る
。
助
教
と
し
て
は
初
め

て
で
あ
る
か
ら
充
分
指
導
で
き
な
い
か
も
知
れ

平成２７年１１月１０日 
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振武特別攻撃隊長１ ～少年飛行生徒から飛行隊員、そして飛行学校教官～   

海軍航空の町であった土浦。市内を闊歩する予科練生や霞ヶ浦海軍航空隊

士官の制服姿を目にしていた土浦中学生。海軍士官学校や予科練を受験する

生徒が出てくるのは当然の理でした。しかし、1931(昭和６)年の満州事変以

降、陸軍の動向が世の注目を集めるようになると陸軍士官学校や陸軍飛行学

校へ進む生徒も増えてきました。本号から、陸軍少年飛行兵第１期生として

所沢陸軍飛行学校に入校、日中戦争で中国大陸を転戦後、飛行学校教官から

第81振武特別攻撃隊長として沖縄で散華された片岡喜作氏(中学33回)の足

跡をたどってみます。 

 

月刊 

 

陸軍少年飛行兵 1期生 偵察専攻生徒(下志津飛行学校入校式) 
 前列右端が片岡喜作、中央が鈴木武次良、左端が古賀克己の各氏 



 

 

な
い
が
、
戦
地
で
鍛
え
た
熱
と
意
気
と
で
皆
を

教
育
し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
る
。
皆
も
助
教
と

渾
身
一
体
と
な
っ
て
精
進
す
る
こ
と
を
希
望
す

る
。｣

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
４
人
の
生
徒

の
１
人
で
あ
っ
た
田
村
恵
治
氏
は
そ
の
時
の
印

象
を
、｢

助
教
殿
の
眼
に
底
力
が
あ
っ
た
。
な
る

ほ
ど
戦
場
を
駆
け
巡
っ
て
こ
ら
れ
た
人
だ
け
は

あ
る
と
思
っ
た
。｣

と
記
し
て
い
ま
す
。
片
岡
曹

長
は
決
し
て
荒
々
し
い
言
葉
で
注
意
す
る
こ
と

は
な
く
、
懇
切
に
生
徒
達
が
解
る
ま
で
説
明
指

導
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
生
徒
た
ち

は
先
輩
か
ら
操
縦
教
育
を
受
け
る
事
が
で
き
る

の
が
非
常
に
嬉
し
く
、
大
き
な
希
望
を
持
っ
て

教
え
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
田
村
氏
は
、
片
岡

曹
長
と
渾
身
一
体
と
な
っ
た
精
進
の
日
々
を
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

｢

助
教
殿
は
偵
察
機
か
ら
軽
爆
撃
機
に
転
科

さ
れ
て
か
ら
も
幾
度
か
赫
々
の
武
勲
を
立
て
ら

れ
た
。
し
か
し
ど
ん
な
時
で
も
決
し
て
威
張
る

と
云
う
事
が
な
く
無
口
の
人
だ
っ
た
が
操
縦
技

倆
は
抜
群
だ
っ
た
。
特
殊
飛
行
な
ど
は
始
め
て

で
あ
る
と
言
わ
れ
な
が
ら
我
々
に
立
派
な
模
範

を
示
さ
れ
教
育
さ
れ
た
。
し
か
し
、
よ
う
や
く

に
し
て
助
教
殿
と
我
ら
４
人
と
が
胸
襟
を
開
く

よ
う
に
な
っ
た
時
、
哀
し
く
も
別
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た(

飛
行
学
校
が
各
分
科
ご
と

に
独
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
片
岡
曹
長
は
軽
爆

撃
機
に
、
４
人
の
生
徒
は
重
爆
撃
機
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
た
め)

。
６
月
22
日
に
最
後
の
挨
拶

と
注
意
を
さ
れ
た
と
き
、
助
教
殿
は
さ
す
が
に

別
離
の
辛
さ
を
思
わ
れ
た
の
か
、
顔
に
も
言
葉

に
も
真
剣
な
も
の
が
あ
っ
た
。
我
ら
４
人
も
目

頭
が
熱
く
な
っ
て
来
た
。
お
礼
を
述
べ
る
吉
原

の
声
も
震
え
て
い
た
。
我
ら
は
溢
れ
る
涙
を
じ

っ
と
堪
え
て
無
言
で
助
教
殿
の
顔
を
見
つ
め
て

い
た
。
私
が
操
縦
を
習
い
始
め
た
時
、
１
期
生

片
岡
曹
長
に
出
会
い
、
教
え
を
得
た
こ
と
は
今

で
も
無
上
の
幸
福
者
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

私
は
５
年
５
ヶ
月
の
操
縦
生
活
中
、
片
岡
曹
長

の
よ
う
な
立
派
な
先
輩
に
出
会
っ
た
こ
と
が
な

い
。｣

(

『
陸
軍
少
年
飛
行
兵
第
６
期
会
報
』)

。 

４
人
の
生
徒
と
別
れ
た
後
、
片
岡
曹
長
は
熊

谷
陸
軍
飛
行
学
校
館
林
分
教
場
付
教
官
と
な
り
、

軽
爆
撃
機
専
攻
生
徒
の
教
育
に
当
た
っ
て
い
ま

し
た
が
、
同
年
12
月
に
少
尉
候
補
者
学
生(

21
期

生)

と
し
て
所
沢
の
陸
軍
航
空
士
官
学
校
に
入

校
し
ま
し
た
。
翌

1941(

昭
和
16)

年
７
月
同
校
を

卒
業
す
る
と
、
鉾
田
陸
軍
飛
行
学
校
に
尉
官
学

生
と
し
て
入
校
し
、
主
と
し
て
軽
爆
撃
機
あ
る

い
は
襲
撃
機
を
専
修
し
ま
し
た
。 

                       

鉾
田
陸
軍
飛
行
学
校 

陸
軍
に
お
け
る
航
空
爆
撃
の
教
育
と
研
究
は

当
初
、
所
沢
の
陸
軍
飛
行
学
校
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、

1925(

大
正
14)

年
５
月
、
陸
軍
初
の

爆
撃
隊
と
し
て
飛
行
第
７
連
隊
が
浜
松
に
設
立

さ
れ
る
と
、
同
連
隊
内
の
練
習
部
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

1933(

昭
和
８)

年

に
浜
松
陸
軍
飛
行
学
校
が
開
設
さ
れ
た
た
め
、

爆
撃
に
関
す
る
教
育
と
研
究
は
同
校
で
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
重
爆
撃
機

(

大
型
で
１
ト
ン
程
度
ま
で
の
爆
弾
を
搭
載
で

き
、
航
続
距
離
も
長
い
爆
撃
機)

と
軽
爆
撃
機

(

中
型
か
小
型
で
爆
弾
搭
載
量
は
500

kg
程
度
と

小
さ
い
が
、
軽
快
な
運
動
の
で
き
る
爆
撃
機)

と

に
器
材
、
用
法
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
同
一
の

飛
行
場
で
訓
練
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
学
生
の
増
員
に
伴
っ
て
使
用
機
が
増
え
、
訓

練
空
域
も
狭
く
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め

1940(

昭
和
15)

年
12
月
に
浜
松

陸
軍
飛
行
学
校
内
に
鉾
田
陸
軍
飛
行
学
校
を
併

設
し
、
重
爆
分
科
と
軽
爆
分
科
と
に
分
離
し
、

翌
1941
年
１
月
、 

鉾
田
陸
軍
飛
行
学
校
を
茨
城
県

鹿
島
郡(

現
鉾
田
市
大
竹)

に
移
転
、
独
立
さ
せ
、

鉾
田
を
独
立
し
た
軽
爆
専
門
の
学
校
と
し
ま
し

た
。
飛
行
学
校
お
よ
び
飛
行
場
は
、
北
浦
と
太

平
洋
の
鹿
島
灘
に
挟
ま
れ
た
広
大
な
地
域
に
設

け
ら
れ
、
敷
地
と
な
る
山
林
お
よ
び
耕
地
の
大

半
は
買
収
さ
れ
、
住
民
は
移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。 

鉾
田
陸
軍
飛
行
学
校
で
は
、
軽
爆
撃
飛
行
隊

幹
部
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
が
厳
し
く
な
る
と
、

1944

年(
昭
和
19
年)

６
月
、
鉾
田
陸
軍
飛
行
学
校
は

鉾
田
教
導
飛
行
師
団
に
改
編
さ
れ
、
従
来
の
学

生
教
育
に
加
え
、
敵
機
来
襲
の
情
報
が
あ
れ
ば

直
ち
に
出
撃
の
体
制
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
10
月
22
日
に
は
、
教
官
や
助
教
に
よ
っ
て

陸
軍
初
の
特
別
攻
撃
隊
が
編
成
さ
れ(

隊
長
は

岩
本
益
臣
大
尉)

、
10
月
末
に
ル
ソ
ン
島
へ
進
出
、

現
地
で｢

万
朶(

ば
ん
だ)

隊｣
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
12
日
、
海
軍
の
神
風
特
攻
隊
に
遅
れ
る
こ

と
３
週
間
の
後
に
４
機
が
初
の
特
攻
出
撃
を
行

い
、
以
後
12
月
ま
で
レ
イ
テ
湾
へ
の
出
撃
を
続

け
ま
し
た
。 

万
朶
隊
の
特
別
攻
撃
は
、
地
元
の
人
々
に
大

き
な
反
響
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。
鹿
島
郡
常

会
で
は｢

特
攻
隊
の
偉
業
に
続
け
と
60
機
建
造

貯
蓄
運
動｣

を
展
開
し
、
目
標
達
成
決
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
鉾
田
国
民
学
校
で
は
朝
礼
時

の
挨
拶
の
言
葉
を
従
来
の｢

～
を
し
っ
か
り
や

れ｣

か
ら｢

～
を
体
当
た
り｣

に
改
め
ま
し
た
。
万

朶
隊
に
続
い
て
、

1944(

昭
和
19)

年
の
う
ち
に
、

第
５
・
第
８
・
第
11
八
紘
隊
が
特
別
攻
撃
隊
と

し
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
戦

地
ま
で
赴
き
整
備
や
通
信
の
任
務
に
つ
く
軍
属

も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

1945(

昭
和
20)

年
に
は
、
鉾
田
陸
軍
飛
行
学
校

に
関
わ
る
特
攻
隊
と
し
て
、
第
45
・
第
63
・
第
64

振
武
隊
、
第
201
・
第
255
神
鷲
隊
が
編
成
さ
れ
、

出
撃
し
た
兵
士
の
多
く
が
沖
縄
海
上
や
鹿
島
灘

東
方
洋
上
で
散
華
し
ま
し
た
。 

同
年
７
月
に
は
鉾
田
教
導
飛
行
師
団
は
作
戦

任
務
の
第
26
飛
行
団
と
教
育
研
究
任
務
の
第
３

教
導
飛
行
隊
に
再
度
編
成
替
え
に
な
り
ま
し
た

が
、
８
月
15
日
に
終
戦
と
な
り
、
鉾
田
陸
軍
飛

行
学
校
は
開
校
以
来
４
年
余
り
で
閉
校
と
な
り

ま
し
た
。 

 
 
 

(

高
21
回 

松
井
泰
寿
） 

 参
考 

『
紺
碧
の
か
な
た
に 

特
攻
戦
死
者
の
記
録
』 

 
(

群
馬
県
少
飛
会
編 

1995
年
発
行)

 

『
血
戦 

部
隊
長
の
手
記
』(

時
代
社 

1941
年
発
行) 

『
鉾
田
市
史 

通
史
編
下
巻
』 

 
 
 
 (

鉾
田
町
史
編
さ
ん
委
員
会 

2001
年
発
行) 

『
茨
城
県
の
戦
争
遺
跡
』 

 
 
 
 (

伊
藤
純
郎
編 

平
和
文
化 

2008
年
発
行) 

 

 

土
浦
市
立
博
物
館
テ
ー
マ
展
案
内 

「
戦
争
の
記
憶
」 

―
土
浦
ゆ
か
り
の
人
・
も
の
・
語
り
ー 

 
 
 

12
月
６
日(

日)

ま
で 

 

 

熊谷陸軍飛行学校 
昭和 9年 8月、熊谷陸軍飛行学校、所沢航

空技術学校が創設され、陸軍少年飛行兵操縦

生徒は、2期生より熊谷飛行学校に移転し、

操縦訓練を受けた 

88 式偵察機；昭和 3年採用、満州事変から日中戦争初期まで活躍し、昭和初期を代表する陸

軍機で、生産機数 1,117(含軽爆型)は当時の国産機としては破格の数を誇る。 

エンジン；川崎べ式 450 馬力発動機(ＢＭＷ－6)水冷Ｖ型 2気筒 速力；最大 220km/h  

航続時間；最大 6時間 武装；7.7mm 後方旋回機銃 1(軽爆型の爆弾最大 200kg) 

 Jyouinn；2名 



 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

     
 

   

 

               

言
行
一
致
、
死
を
教
え
る 

熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
は
、
所
沢
陸
軍
飛
行
学

校
の
操
縦
生
徒
の
教
育
を
行
う
た
め
、
1935(

昭
和

10)

年
12
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た(

所
沢
陸
軍

飛
行
学
校
第
２
期
生
か
ら
移
駐)

。
学
校
本
部
お

よ
び
本
校
は
埼
玉
県
大
里
郡(

現
在
の
熊
谷
市

西
部
、
現
航
空
自
衛
隊
熊
谷
基
地)

に
置
か
れ
、

少
年
飛
行
兵
、
特
別
操
縦
見
習
士
官(

注
１)

、

あ
る
い
は
将
校
、
下
士
官
の
操
縦
学
生
な
ど
に

対
し
、
飛
行
機
操
縦
の
基
本
教
育
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
。
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
は
本
校
の
ほ

か
に
も
、
壬
生
陸
軍
飛
行
場(

栃
木
県
下
都
賀

郡)

、
下
館
陸
軍
飛
行
場(

茨
城
県
真
壁
郡)

、
館

林
陸
軍
飛
行
場(

群
馬
県
邑
楽
郡)

、
桶
川
陸
軍

飛
行
場(

埼
玉
県
北
足
立
郡)

、
松
本
陸
軍
飛
行

場(
長
野
県
東
筑
摩
郡)

、
上
田
陸
軍
飛
行
場(

長

野
県
上
田
市)

、
伊
那
陸
軍
飛
行
場(

長
野
県
伊

那
市)

な
ど
、
各
地
に
所
在
す
る
既
存
あ
る
い
は

新
設
の
陸
軍
飛
行
場
に
分
教
場(

分
教
所)

を
設

置
し
、
操
縦
教
育
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

1941(

昭
和
16)

年
７
月
に
鉾
田
陸
軍
飛
行
学
校

に
入
校
し
た
片
岡
曹
長
は
、
同
年
11
月
に
同
校

を
卒
業
し
、
少
尉
に
任
官
、
熊
谷
陸
軍
飛
行
学

校
館
林
分
教
場(

教
育
隊)

付
教
官
に
復
帰
し
、

再
び
飛
行
兵
の
教
育
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

昭
和
19
年
５
月
末
に
第
３
期
特
別
操
縦
見
習

士
官
と
し
て
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
に
入
校
し
、

館
林
教
育
隊
で
訓
練
を
受
け
た
土
田
直
鎮
氏(

つ

ち
だ
な
お
し
げ 

大
正
13
年
生
ま
れ
・
東
京
大
学
国

史
学
科
卒
・
東
大
教
授
・
東
大
史
料
編
纂
所
所

長
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
館
長
・
日
本
古
代

史
。
平
成
５
年
歿)

は
、
館
林
教
育
隊
で
の
訓
練

と
片
岡
教
官
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

｢

飛
行
機
に
乗
る
以
上
、
先
に
死
が
待
っ
て
い

る
の
は
常
識
で
あ
っ
た
が
、
飛
行
学
校
の
教
育

は
厳
し
か
っ
た
。
『
お
前
た
ち
は
消
耗
品
で
あ

る
』
と
い
う
一
言
に
始
ま
る
訓
示
を
皮
切
り
に
、

死
ぬ
こ
と
だ
け
が
生
き
甲
斐
と
い
っ
た
よ
う
な

訓
練
が
つ
づ
い
た
。
覚
悟
は
し
て
い
た
も
の
の
、

死
ぬ
の
も
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
た

り
し
た
も
の
で
あ
る
。(

中
略) 

以
後
、
数
個
の
教
育
隊
を
廻
っ
た
が
、
最
も

厳
し
か
っ
た
の
が
館
林
教
育
隊
で
あ
っ
た
。
こ

こ
は
徹
底
し
て
消
耗
品
速
成
教
育
を
施
し
た
隊

で
、
一
切
の
娑
婆
気
を
禁
じ
た
。
面
会
な
し
、

外
出
な
し
、
酒
保
な
し
、
十
日
に
一
度
の
休
務

と
称
す
る
日
も
、
午
前
中
は
体
育
で
し
ぼ
り
、

昼
食
か
ら
夕
食
ま
で
が
唯
一
の
休
憩
時
間
で
、

こ
の
間
は
洗
濯
・
修
理
や
散
髪
、
諸
手
入
れ
な

ど
の
内
務
整
理
に
追
わ
れ
る
。
家
族
の
写
真
も
、

お
守
り
も
、
千
人
針
も
、
マ
ス
コ
ッ
ト
も
す
べ

て
禁
じ
、
家
族
か
ら
の
検
閲
済
み
の
葉
書
三
枚

以
下
の
所
持
だ
け
が
認
め
ら
れ
、
頻
繁
に
検
査

が
あ
っ
た
。
写
真
撮
影
な
ぞ
は
論
外
で
あ
る
。

だ
か
ら
私
に
は
、
世
間
に
あ
る
よ
う
な
飛
行
服

姿
の
写
真
は
勿
論
、
隊
で
の
写
真
は
一
枚
も
な

い
。
ど
う
せ
死
ぬ
と
き
ま
っ
て
い
る
者
が
、
何

で
人
に
姿
を
見
せ
る
必
要
が
あ
る
か
、
黙
っ
て

死
ね
と
い
う
の
が
趣
旨
で
あ
っ
た
。(

中
略) 

今
か
ら
思
え
ば
ま
っ
た
く
非
情
な
世
界
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
中
で
我
々
に
本
当
に
死
ぬ
気
を

起
こ
さ
せ
た
の
は
、
館
林
教
育
隊
の
私
の
教
官

で
あ
っ
た
。 

第
１
区
隊
長
で
、
片
岡
喜
作
と
い
う
中
尉
で

あ
る
。
少
年
飛
行
兵
第
１
期
の
出
身
で
あ
る
か

ら
、
30
才
ぐ
ら
い
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
が
、

口
数
の
い
た
っ
て
少
な
い
、
派
手
な
と
こ
ろ
の

少
し
も
見
え
な
い
、
つ
ね
に
厳
然
た
る
態
度
の

将
校
で
、
い
か
に
も
自
ら
を
鍛
え
抜
い
て
来
た

と
い
う
感
が
あ
っ
た
。
偵
察
機
出
身
だ
け
に
技

量
抜
群
で
、
大
陸
転
戦
中
に
病
を
受
け
て
内
地

の
教
官
な
ぞ
を
勤
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
教
官
が
学
科
の
時
間
中
、
ふ
と
し
み
じ
み

と
し
た
面
持
ち
で
、『
お
前
た
ち
は
支
那
に
行
っ

た
ら
絶
対
生
水
を
飲
む
な
。
俺
は
支
那
で
あ
ま

り
喉
が
渇
い
て
た
だ
一
回
、
生
水
を
飲
ん
だ
た

め
に
、
こ
ん
な
体
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
ご
奉
公

が
で
き
な
い
の
だ
。
残
念
で
た
ま
ら
ぬ
』
と
述

懐
し
た
声
が
い
ま
だ
に
耳
に
残
っ
て
い
る
。
も

っ
と
も
体
が
悪
い
と
言
っ
て
も
、
ど
こ
が
ど
の

程
度
悪
い
の
か
、
我
々
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
か

っ
た
。
『
将
校
は
痩
我
慢
の
連
続
で
あ
る
』
と
、

我
々
に
教
え
て
い
た
教
官
で
あ
る
か
ら
、
黙
っ

て
耐
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
教
官
は
言

行
一
致
し
て
実
に
淡
々
と
死
を
教
え
て
く
れ
た
。 

『
お
前
た
ち
も
早
く
上
達
し
た
い
と
焦
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
気
に
病
ん
で
は
な
ら
ぬ
。
お

前
た
ち
は
最
後
に
は
離
陸
さ
え
で
き
れ
ば
よ
ろ

し
い
。
爆
弾
を
積
ん
で
離
陸
さ
え
す
れ
ば
、
俺

が
敵
の
見
え
る
所
へ
連
れ
て
行
っ
て
や
る
か
ら
、

そ
こ
で
ぶ
つ
か
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
で
お
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
、
安
心
し
て
練
習

せ
よ
』
と
、
教
え
て
く
れ
た
の
も
こ
の
教
官
で

あ
る
。
我
々
幼
稚
園
ク
ラ
ス
の
者
が
戦
う
に
は
、

た
だ
ぶ
つ
か
る
だ
け
し
か
方
法
が
な
い
こ
と
は

自
明
で
あ
っ
た
か
ら
、
教
官
の
こ
の
言
葉
は

我
々
に
大
き
な
安
心
感
を
与
え
た
。｣(

東
大
十
八

史
会
編
『
学
徒
出
陣
の
記
録
』
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
戦

争
体
験 

中
公
新
書 

1968(

昭
和
43)

年
刊) 

家
族
と
の
ひ
と
と
き 

片
岡
中
尉
は
館
林
教
育
隊
の
教
官
在
任
中
、

下
宿
先(

館
林
市
大
街
道
の
泉
家)

の
娘
さ
ん
で

あ
っ
た
重
子
さ
ん
と
ご
結
婚
さ
れ
、
二
人
の
娘

さ
ん
が
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
泉
家

の
隣
町
台
宿
に
お
住
ま
い
で
、
泉
家
の
方
々
と

家
族
ぐ
る
み
の
親
し
い
お
付
き
合
い
を
し
て
い

た
の
が
、
奥(

旧
姓
関
口)

純
子
さ
ん
で
し
た
。

純
子
さ
ん
は
当
時
館
林
の
女
学
生
で
、
片
岡
中

尉
と
も
た
び
た
び
顔
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

純
子
さ
ん
は
後
年
、
片
岡
中
尉
の
こ
と
を｢

最
初

平成２７年１２月８日 

茨城県立土浦第一高等学校 
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号 

振武特別攻撃隊長２～飛行学校教官から特攻隊長へ～ 

1941(昭和 16)年 11 月に鉾田陸軍飛行学校を卒業し、再び教官に復帰

した片岡中尉は、館林市大街道の泉重子さんとご結婚、二人の娘さん

をもうけられました。しかし、1944(昭和 19)年に入ると、戦局は悪化

の一途をたどり、1945(昭和 20)年２月、熊谷陸軍飛行学校は閉鎖、教

育隊は第６練習飛行隊(東部 540 部隊)に改編されました。同年３月 11

日には第６練習飛行隊上田教育隊において、同隊の教官及び助教を隊

員にして特別攻撃隊が編成され、片岡中尉は隊長に任ぜられました。 

館林分教場整備隊兵舎 飛行訓練の合間に航空体操をす
る特攻隊員。終戦後、兵舎は関東女子専門学校(元関東学園
大学附属高等学校)に払い下げられ、他は農地や工業団地な
どになった。館林市史編纂委員会『写真で見る館林』より 

 

 



 

 

は
無
愛
想
に
見
え
て
、
自
分
は
嫌
わ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。
し
か

し
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
言
葉
数
は
少
な
い
け

れ
ど
心
根
の
優
し
い
、
立
派
な
お
方
だ
と
わ
か

り
、
心
打
た
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。｣

と
、

孫
の
針
ヶ
谷
穂
高
氏
に
語
っ
て
い
ま
す
。
片
岡

中
尉
は
自
分
の
妹
た
ち
と
同
じ
年
頃
の
純
子
さ

ん
を
他
人
と
は
思
え
な
か
っ
た
の
か
、
妹
同
様

に
接
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
純
子
さ
ん
も
兄
さ

ん(

昭
和
19
年
ペ
リ
ュ
リ
ュ
ー
島
で
戦
死)

と
年

齢
も
近
い
た
め
に
よ
り
一
層
親
し
み
を
覚
え
て

い
き
ま
し
た
。 

ま
た
片
岡
中
尉
は
、
飛
行
学
校
生
徒
の
頃
は

夏
冬
の
休
み
、
教
官
時
代
に
は
休
暇
を
利
用
し

て
し
ば
し
ば
実
家
に
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に

二
人
の
妹
、
き
よ
さ
ん
、
ま
さ
さ
ん
と
過
ご
す

の
が
な
り
よ
り
嬉
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
夜
遅

く
実
家
に
着
い
た
時
な
ど
は
、
す
で
に
寝
て
い

る
二
人
の
間
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
、
一
緒
に
寝
て

い
ま
し
た
。
二
人
も
喜
作
兄
さ
ん
が
大
好
き
で
、

下
の
妹
の
ま
さ
さ
ん
は
、
小
学
校
の
頃
ま
で
喜

作
兄
さ
ん
と
一
緒
に
寝
て
い
ま
し
た
。
実
家
に

帰
れ
な
い
時
で
も
、
夏
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
、
冬

に
は
セ
ー
タ
ー
が
届
き
ま
し
た
。
帰
隊
す
る
際

に
、
二
人
を
東
京
見
物
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
二
重
橋
や
浅
草
を
見

学
し
、
松
坂
屋
で
買
い
物
を
し
て
く
れ
、
カ
ツ

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。
上

野
駅
で｢

荒
川
沖
の
次
の
土
浦
で
下
車
し
な
さ

い
。｣

と
見
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の

少
々
心
配
そ
う
な
顔
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い

そ
う
で
す
。 

き
よ
さ
ん
が
大
曽
根
小
学
校
高
等
科
の
時
に

は
、
空
か
ら
妹
さ
ん
た
ち
に
会
い
に
来
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
大
曽
根
小
学
校
の
上
空
で
飛

行
機
が
低
空
飛
行
を
始
め
た
の
で
、
全
校
生
徒

が
校
庭
に
飛
び
出
し
ま
し
た
。
も
の
す
ご
い
爆

音
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
飛
行
機
を
見
上
げ
て

い
る
と
、
先
生
が
肩
を
叩
い
て｢

喜
作
兄
さ
ん
だ

よ｣

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
大
人
た
ち
は
喜
作

さ
ん
の
訪
問
飛
行
を
前
も
っ
て
知
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
片
岡
機
は
し
ば
ら
く
旋
回
飛
行
、
両

翼
を
揺
ら
し
て
の
挨
拶
の
後
、
通
信
筒
を
落
と

し
、
飛
び
去
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
そ
の
通
信

筒
は
村
の
人
が
片
岡
家
へ
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
家
族
も
片
岡
中
尉
の
勤
務
地
を
訪
ね

て
行
き
ま
し
た
。
二
人
は
母
親
の
し
か
さ
ん
に

連
れ
ら
れ
て
、
所
沢
や
館
林
、
松
本
を
訪
ね
て

い
ま
す
。
ま
た
父
親
の
鉄
造
さ
ん
は
、
自
転
車

の
荷
台
に
実
家
で
穫
れ
た
作
物
を
一
杯
積
ん
だ

上
に
、
お
腹
に
お
餅
を
巻
き
付
け
て
館
林
ま
で

出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。 

                      

家
族
と
の
別
れ 

1944(

昭
和
19)

年
11
月
、
片
岡
中
尉
は
熊
谷
陸

軍
飛
行
学
校
松
本
教
育
隊
付
教
官
に
任
ぜ
ら
れ
、

妻
子
と
と
も
に
松
本
に
赴
任
し
ま
し
た
が
、
翌

1945
年
２
月
、
内
地
航
空
教
育
隊
を
実
戦
部
隊(

第

６
航
空
軍)

に
改
編
す
る
命
令
が
下
さ
れ
、
熊
谷

陸
軍
飛
行
学
校
は
閉
鎖
、
教
育
隊
は
第
６
練
習

飛
行
隊(

東
部
540
部
隊)

に
改
編
さ
れ
ま
し
た
。

同
年
３
月
11
日
、
第
６
練
習
飛
行
隊
上
田
教
育

隊
に
お
い
て
、
同
隊
の
教
官
及
び
助
教
を
隊
員

に
し
て
特
別
攻
撃
隊(

第
81
振
武
特
別
攻
撃
隊)

が
編
成
さ
れ
、
片
岡
中
尉
は
隊
長
に
任
ぜ
ら
れ

ま
し
た
。
片
岡
中
尉
は
隊
員
た
ち
と
と
も
に
特

攻
訓
練
基
地
と
な
っ
た
熊
谷
に
移
動
、
熊
谷
航

空
隊
で
は
、
超
低
空
飛
行
や
エ
ン
ジ
ン
を
全
開

に
し
て
、
目
標
の
吹
き
流
し
め
が
け
て
急
降
下

し
、
急
上
昇
を
繰
り
返
す
訓
練
が
続
け
ら
れ
ま

し
た
。 

そ
の
間
に
片
岡
中
尉
は
、
実
家
の
玉
取
を
訪

れ
、
最
後
の
別
れ
を
告
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
時

の
様
子
を
き
よ
さ
ん
と
ま
さ
さ
ん
は
次
の
よ
う

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

｢

特
攻
出
撃
前
の
４
月
初
め
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
熊
谷
航
空
隊
か
ら
作
谷
の
西
筑
波
陸
軍

飛
行
場(

現
つ
く
ば
市
作
岡)

ま
で
飛
ん
で
き
て
、

飛
行
場
か
ら
は
自
転
車
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。

私
た
ち
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
松
本
か
ら

玉
取
へ
移
っ
て
い
た
奥
様
や
子
供
た
ち
、
両
親

や
家
族
に
最
後
の
別
れ
を
告
げ
に
来
た
の
で
す
。

私
た
ち
二
人
を
連
れ
て
、
一
ノ
矢
の
八
坂
神
社

に
行
き
ま
し
た
が
、
何
も
言
わ
ず,

無
言
で
参
拝

を
し
て
い
ま
し
た
。
実
家
に
は
一
晩
泊
ま
っ
て
、

翌
日
帰
隊
し
ま
し
た
が
、
作
谷
ま
で
は
父
親
が

自
転
車
で
送
っ
て
い
き
ま
し
た
。
作
谷
を
離
陸

す
る
と
、
実
家
の
上
空
を
低
空
飛
行
し
て
、
ハ

ン
カ
チ
を
落
と
し
、
母
校
土
浦
中
学
の
ゴ
シ
ッ

ク
式
校
舎
の
上
空
か
ら
、
西
の
空
に
消
え
て
い

き
ま
し
た
。
そ
れ
が
喜
作
兄
さ
ん
と
の
永
遠
の

別
れ
に
な
り
ま
し
た
。｣ 

片
岡
中
尉
は
、
両
親
と
奥
様
に
は
特
攻
隊
長

に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の

際
に
母
親
の
し
か
さ
ん
か
ら｢

戻
っ
て
く
る
こ

と
は
で
き
ん
の
か
。｣

と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
が
、

｢

そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
。｣

と
答

え
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
、
中
尉
は｢

自
分
の
隊

の
隊
員
は
皆
、
操
縦
技
倆
抜
群
の
歴
戦
の
勇
士
、

体
当
た
り
な
ど
し
な
く
て
も
敵
空
母
の
飛
行
甲

板
に
250
キ
ロ
爆
弾
を
命
中
さ
せ
て
帰
還
し
、
さ

ら
に
出
撃
を
続
け
ら
れ
る
の
に
、
そ
う
も
い
か

ん
の
だ
。｣

と
言
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
片
岡
中
尉
は
熊
谷
基
地
に
戻
る
と
『
留

魂
録
』(

注
２)

に｢

謝
不
孝 

祈
健
斗 

就
征
空  

昭
和
二
十
年
四
月
六
日 

 
 

片
岡
喜
作｣

と
記
し

て
い
ま
す
。 

 ※
注
１ 

特
別
操
縦
見
習
士
官(

略
し
て
特
操
、
国
民

一
般
に
は｢

学
鷲｣

の
愛
称
で
呼
ば
れ
た
。) 

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
終
盤
の
日
本
陸
軍
航
空
に
お

い
て
、
大
学
・
旧
制
専
門
学
校
な
ど
の
高
等
教
育
機

関
の
卒
業
者
あ
る
い
は
在
学
生
の
中
か
ら
志
願
し
て

予
備
役
将
校
操
縦
者
と
し
て
登
用
さ
れ
た
者
。
海
軍

の
予
備
学
生
制
度
に
対
抗
し
て
設
け
ら
れ
、
わ
ず
か

２
年
間
、
４
期
だ
け
の
制
度
で
し
た
が
、
通
算
で
は

約
8,000

人
を
輩
出
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
操
た
ち

は
主
と
し
て
代
用
的
な
操
縦
教
官
や
特
攻
の
要
員
と

し
て
起
用
さ
れ
、
大
勢
の
戦
没
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

旧
制
土
浦
中
学
の
卒
業
生
の
中
に
も
特
別
操
縦
見
習

士
官
と
し
て
出
撃
、
散
華
さ
れ
た
方
が
お
り
ま
す
。 

※
注
２ 

『
留
魂
録
』(

靖
国
神
社
遊
就
館
蔵) 

片
岡
中
尉
が
特
攻
隊
長
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
小
月

基
地(

現
山
口
県
下
関
市
、
海
上
自
衛
隊
航
空
基
地)

出
発
ま
で
の
間
に
、
そ
の
決
意
や
心
境
を
し
た
た
め

た
も
の
で
、
第
６
航
空
軍
司
令
官
や
隊
員
た
ち
の
寄

せ
書
き
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
撃
後
に
遺
書
と
と

も
に
遺
品
と
し
て
小
月
基
地
か
ら
重
子
夫
人
に
届
け

ら
れ
、
重
子
夫
人
は
平
成
６
年
７
月
14
日
、
こ
れ
を

靖
国
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

 

(

高
21
回 

松
井
泰
寿)

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 

 
 
 
 

館林飛行場 1938 年に熊谷陸軍飛行学校飛行場として開
場。1945 年からは第 1航空軍第 170 飛行場大隊が所在し、特別
攻撃隊(19 隊 122 名)の教育基地。特攻訓練実施も出撃機会なく
終戦。写真の左端；格納庫、写真の右側のテント；隊員の待機
所  館林市史編纂委員会『写真で見る館林』より 

西
筑
波
陸
軍
飛
行
場
跡 

(

陸
軍
挺
進
滑
空
飛
行
第
一
戦
隊
発
祥
の
地
記
念
碑) 

1940
年
開
設
。
1942
年
蘭
領
パ
レ
ン
バ
ン
に
投
入
さ
れ
た
落
下

傘
部
隊
の
訓
練
基
地
。
滑
空
飛
行(

グ
ラ
イ
ダ
ー)

部
隊
発
祥

の
地
。
訓
練
の
様
子
は
、
詩
人
竹
内
浩
三(

1945
年
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
戦
死)

が
訓
練
中
に
綴
っ
た
『
筑
波
日
記
』
に
見
ら
れ
る
。 

 

 



 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

                

見
送
り 

1944(

昭
和
19)

年
に
入
り
、
戦
局
が
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
る
と
、
女
学
生
達
も
勤
労
動
員
と
な

り
、
奥(

旧
姓
関
口)

純
子
さ
ん
た
ち
も
館
林
航

空
器
材
株
式
会
社
や
太
田
市
の
中
島
飛
行
機

の
工
場
な
ど
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
翌

1945
年
に
入
る
と
、
空
襲
が
激
し
く
な
り
、
太

田
は
も
ち
ろ
ん
館
林
も
空
襲
を
受
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
純
子
さ
ん
た
ち
は
毎
日
工
場

に
出
勤
し
、
機
銃
弾
な
ど
の
製
造
に
従
事
し
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
初
旬｢

明
朝
、
特
攻
隊
員

の
見
送
り
が
館
林
駅
で
行
わ
れ
る
。｣

と
の
知

ら
せ
が
入
り
ま
し
た
。
翌
朝
、
勤
労
動
員
の
出

勤
前
に
同
級
生
た
ち
と
駅
前
に
行
く
と
、
近
所

の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
片
岡
中

尉
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
泉
家
で
顔
を
合
わ
せ

た
時
に
は
、
特
攻
で
出
撃
す
る
こ
と
な
ど
思
い

も
よ
ら
な
い
ほ
ど
、
温
情
に
溢
れ
た
穏
や
か
な

様
子
で
し
た
の
で
、
純
子
さ
ん
は｢

片
岡
中
尉

が
行
く
ん
だ
。｣

と
驚
き
の
あ
ま
り
声
が
出
ま

せ
ん
で
し
た
。
見
送
り
の
方
々
へ
の
挨
拶
を
終

え
る
と
、
片
岡
中
尉
は
純
子
さ
ん
の
前
に
来
て
、

｢

勤
労
動
員
な
ど
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

っ
て
申
し
訳
な
い
。
命
に
代
え
て
敵
を
滅
ぼ
し
、

平
和
な
時
代
を
築
き
上
げ
る
か
ら
、
も
う
少
し

我
慢
し
て
下
さ
い
。｣

と
頭
を
下
げ
、
車
中
の

人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
は
、

こ
れ
か
ら
特
攻
で
死
に
赴
く
人
に
は
と
て
も

思
え
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

ま
た
第
３
期
特
別
操
縦
見
習
士
官
と
し
て
、

館
林
教
育
隊
で
片
岡
中
尉
か
ら
薫
陶
を
受
け

た
大
野
俊
康
氏(

元
靖
国
神
社
宮
司
・
昭
和
19

年
６
月
１
日
、
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
へ
入
校)

は
、
1993(

平
成
５)

年
６
月
に
奥
様
の
重
子
様

か
ら
伺
っ
た
話
と
し
て｢

特
攻
隊
長
の
命
を
受

け
た
時
、
既
に
４
歳
と
３
歳
の
女
の
子
が
お
り

ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
身
重
で
臨
月
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
片
岡
は
別
れ
る
時
、
『
本
当
に
い

ろ
い
ろ
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
。
私
は
思
い
遺
す

こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
お
な
か
の
子
供
だ
け
は

気
に
か
か
る
。
』
と
言
っ
て
出
て
行
き
ま
し

た
。｣

と
記
し
て
い
ま
す(

『
特
攻
魂
の
ま
ま
に
』

元
靖
国
神
社
宮
司
大
野
俊
康
講
演
集
・
展
転

社)

。 

同
期
生
と
の
出
会
い 

1945(

昭
和
20)

年
４
月
７
日
夜
、
片
岡
中
尉
は

『
留
魂
録
』(

靖
国
神
社
遊
就
館
蔵)

に
特
攻
隊

員
12
名
の
氏
名
・
階
級
と｢

諸
事
完
了 

純
一

無
雑 

訓
練
基
地
発
前
夜 

片
岡
喜
作｣

の
語

を
記
し
、
翌
４
月
８
日
、
熊
谷
飛
行
場
を
出
陣
。

同
日
経
由
地
の
兵
庫
県
加
古
川
飛
行
場
に
到

着
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
は
同
期
の
鈴
木
武
次

良
中
尉
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
鈴
木
中

尉
は
中
国
戦
線
か
ら
帰
国
後
、
熊
谷
陸
軍
飛
行

学
校
付
と
な
り
、
伊
那
分
教
場
教
官
を
務
め
て

い
ま
し
た
が
、
第
６
航
空
軍
隷
下
の
通
信
司
令

部
の
飛
行
班
長
と
し
て
福
岡
県
板
付
飛
行
場

に
赴
任
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
鈴
木
中
尉
は
そ

の
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

｢

大
阪
が
敵
の
空
襲
に
遭
い
、
そ
の
後
、
偶

然
に
も
加
古
川
飛
行
場
で
同
期
の
片
岡
中
尉

の
特
攻
隊
の
宿
泊
を
知
り
、
宿
を
訪
ね
激
励
す

る
。
驚
い
た
事
に
は
隊
員
全
員
、
伊
那
分
教
場

時
代
の
私
の
部
下
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。
牟
田

少
尉
の
如
き
は
、
さ
っ
そ
く
碁
盤
を
持
ち
出
し

教
育
一
石
と
…
私
は
心
し
て
負
け
た
。
ま
た
松

田
曹
長
は
お
産
３
日
目
で
出
て
来
た
と
か
『
何

と
言
っ
て
来
た
？
』
『
遠
い
所
に
行
っ
て
来

る
。』
と
唯
一
言
云
っ
て
来
た
と
涙
ぐ
む
。(

少

年
飛
行
兵)

後
輩
の
難
波
曹
長
は
１
日
も
早
く

突
っ
込
み
た
い
。
ど
ん
な
慰
問
を
さ
れ
て
も
ご

馳
走
を
さ
れ
て
も
、
面
白
く
も
、
う
ま
く
も
何

と
も
な
い
…
…
と
。｣(

『
陸
軍
少
年
飛
行
兵
史
』

操
縦
１
期
生
徒
の
歩
み)

 

 

 

      

第
81
振
武
特
別
攻
撃
隊
・
留
魂
録 

４
月
９
日
、
特
攻
隊
の
集
結
基
地
と
な
っ
て

い
た
山
口
県
小
月
飛
行
場(

現
海
上
自
衛
隊
小

月
航
空
基
地)

に
到
着
、
４
月
12
日
に
は
菅
原

道
大
第
６
航
空
軍
司
令
官
よ
り｢

第
81
振
武

隊｣

の
命
名
を
受
け
ま
し
た
。
隊
員
は
以
下
の

12
名
で
し
た
。 

 

片
岡
喜
作
中
尉
（※）

29
歳 

茨
城 

 

 
 

牟
田
芳
雄
少
尉 

24
歳 

佐
賀 

 

牛
渡
俊
治
少
尉 

 

22
歳 

 

宮
城 

 

大
場
健
治
准
尉 

29
歳 

宮
城 

 

松
田
富
雄
曹
長 

28
歳 

宮
城 

 

難
波
隼
人
曹
長 

 

23
歳 

 

岡
山 

 

仲
本
政
好
曹
長 

25
歳 

 

鳥
取 

 

桐
生 

猛
曹
長 

 

22
歳 

 

静
岡 

 

橋
本
榮
亮
軍
曹 

 

21
歳 

 

福
井 

 

白
石
哲
夫
軍
曹 

 

25
歳 

 

大
分 

 

岡
山
勝
己
軍
曹 

 

24
歳 

 

鹿
児
島 

 

鍋
田
茂
夫
伍
長 

24
歳 

神
奈
川 

片
岡
隊
長
は
同
日
付
け
の
『
留
魂
録
』
に
、 

平成２８年１月１２日 

茨城県立土浦第一高等学校 
進修同窓会旧本館活用委員会 

ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 

第８６号 

 

号 

振武特別攻撃隊長３ ～第 81 振武特別攻撃隊出陣～ 
1945(昭和 20)年３月 11 日、第６練習飛行隊(東部 540 部隊)上田教

育隊において、第６練習飛行隊の教官及び助教を隊員として、特別攻

撃隊が編成され、片岡喜作中尉(中学 33 回)は隊長に任ぜられました。

隊員は片岡隊長以下 12 名、いずれも操縦技術熟達の強者でしたが、特

攻機は 250 キロ爆弾で爆装した 99 式高等練習機でした。隊員たちは原

隊(熊谷航空隊)で特攻訓練を受け、出陣式後、山口県小月飛行場に進出、

出撃命令を待っていました。(本紙では戦後 70 年の昨年から戦争に関

わった先輩方の足跡を辿っています。) 

 

「
留
魂
録
」(

靖
国
神
社
遊
就
館
蔵
・
縦
23.3

cm
横
17.8

cm) 

片
岡
中
尉
が
特
攻
隊
長
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
小
月
基
地

出
発
ま
で
の
間
に
、
そ
の
決
意
や
心
境
を
し
た
た
め
た
も

の
で
、
第
６
航
空
軍
司
令
官
や
隊
員
た
ち
の
寄
せ
書
き
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
撃
後
に
遺
書
と
と
も
に
遺
品
と
し

て
小
月
基
地
か
ら
重
子
夫
人
に
届
け
ら
れ
、
重
子
夫
人
は

1994(

平
成
６)

年
７
月
14
日
、
こ
れ
を
靖
国
神
社
に
奉
納
し

ま
し
た
。 

 

 

片
岡
中
尉
が
小
月
基
地
で
お
世
話
を
受
け
た
「
員
光

下
組
婦
人
会
」
の
方
々
に
贈
っ
た
書
「
神
機
到
来
す
、

必
死
を
以
て
、
人
機
命
中
、
空
母
轟
沈
を
期
す
」 

 



 

 

｢

期
団
結
振
武
隊 

出
撃
ヲ
前
ニ
シ 

 

 
隊
長 

片
岡
喜
作 

 

（※）

三
十
一
令 

 

 
茨
城
県
筑
波
郡
大
穂
村
字
玉
取  

 
 
 

父 
片
岡
鉄
造 

 
 

母 
片
岡
し
か 

 
 
 
 

妻 

片
岡
重
子 ｣ 

と
筆
を
下
ろ
し
、
以
下
隊
員
11
名
そ
れ
ぞ

れ
の
本
籍
地
・
年
令
・
父
母
妻
の
名
を
書
き
連

ね
、
最
後
に｢

大
君
の
御
為
に
散
る 

第
八
十

一
振
武
特
攻
隊
一
同｣

と
揮
毫
、『
留
魂
録
』
を

結
ん
で
い
ま
す
。 

片
岡
隊
長
は
こ
の
『
留
魂
録
』
を
小
月
基
地

出
撃
に
際
し
、
遺
品
と
し
て
重
子
夫
人
に
送
り

ま
し
た
が
、
そ
の
行
間
に
は
、
片
岡
隊
長
を
は

じ
め
隊
員
た
ち
の｢

た
と
え
身
は
散
華
し
よ
う

と
も
自
分
た
ち
の
魂
は
家
族
の
も
と
に
留
ま

っ
て
い
る｣

と
の
思
い
が
溢
れ
て
い
ま
す
。 

心
か
ら
の
も
て
な
し 

 

小
月
基
地
待
機
中(

４
月
９
日
～
20
日)

多

忙
を
極
め
た
片
岡
隊
長
で
し
た
が
、
特
攻
基
地

知
覧
進
出
ま
で
の
間
、
心
洗
わ
れ
る
よ
う
な
毎

日
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
樫
出
勇(

か
し

い
で 

い
さ
む
、
1915
年
～
1994
年)

中
尉
と
の
再
会
で
し

た
。
樫
出
中
尉
は
陸
軍
少
年
飛
行
学
校
同
期
生

(

１
期
生)

で
、
同
じ
第
１
区
隊
に
所
属
し
、
片

岡
隊
長
は
第
１
班
、
樫
出
中
尉
は
第
２
班
で
し

た(

そ
の
後
片
岡
隊
長
は
偵
察
、
樫
出
中
尉
は

戦
闘
分
科
に
進
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
陸
軍
航
空

士
官
学
校
で
も
二
人
は
少
尉
候
補
生
21
期
学

生
と
し
て
同
期
と
な
り
ま
し
た)

。
当
時
、
樫

出
中
尉
は
飛
行
第
４
戦
隊
に
所
属
、
小
月
基
地

で
北
九
州
上
空
の
守
り
に
つ
い
て
お
り
、
二
式

複
座
戦
闘
機(

愛
称｢

屠
龍｣

)

を
駆
り
、
Ｂ
29

を
22
機
撃
墜
し
、｢

撃
墜
の
エ
ー
ス｣

と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
航
空
士
官
学
校
卒
業
以
来
の

再
会
を
果
た
し
た
二
人
は
、
飛
行
学
校
で
の
思

い
出
、
そ
し
て
過
ぎ
し
日
々
の
思
い
出
の
数
々

を
語
り
合
い
、
さ
ら
に
祖
国
を
思
う
互
い
の
胸

中
を
吐
露
し
て
感
無
量
、
話
が
尽
き
る
こ

 

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
樫
出
中
尉
は
戦
後
、

そ
の
時
の
様
子
を｢
征
き
て
帰
ら
ぬ
出
撃
に
一

点
の
ゆ
る
ぎ
も
み
せ
ぬ
片
岡
隊
長
の
姿
に
、
神

を
見
る
思
い
で
あ
っ
た
。｣
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

ま
た
小
月
基
地
で
の
約
10
日
間
の
待
機
中
、

第
81
振
武
隊
の
隊
員
た
ち
は
基
地
近
く
の
王

司
温
泉
に
宿
泊
し
て
い
ま
し
た
が
、
附
近
の
村

民
は
心
か
ら
の
も
て
な
し
を
尽
く
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
も
て
な
し
を
片
岡
中
尉
は
奥
様

に
宛
て
た
遺
書
の
な
か
で｢

当
山
口
県
小
月
飛

行
場
に
於
い
て
約
10
日
間
待
機
、
附
近
の
村

民
各
位
よ
り
誠
心
の
も
て
な
し
を
受
け
本
当

に
幸
福
に
征
き
ま
す
。
そ
の
状
況
は
宿
舎
附
近

に
居
ら
れ
る
豊
島
と
し
子
様
、
桜
井
朝
子
様
、

西
山
の
奥
様
よ
り
貴
女
に
お
知
ら
せ
下
さ
る

筈
で
す
。｣

と
伝
え
て
い
ま
す
。 

４
月
12
日
に
は
下
関
市
員
光
町(

か
ず
み
つ
ち
ょ
う)

地
区
の
婦
人
会(

員
光
下
組
婦
人
会)

会
員
が

慰
問
に
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
を
同
婦

人
会
会
員
で
あ
っ
た
松
田
セ
ツ
さ
ん
は
、
1987

(

昭
和
62)

年
９
月
７
日
の
朝
日
新
聞
下
関
版

で｢

慰
問
し
た
日
、
温
泉
近
く
の
神
社
の
境
内

で
八
分
咲
き
の
桜
を
一
枝
、
片
岡
隊
長
に
差
し

上
げ
た
と
こ
ろ
、
隊
長
は
桜
の
枝
を
片
手
に
持

ち
、
吟
詠
し
な
が
ら
ひ
と
舞
い
さ
れ
ま
し
た
。

宿
舎
に
は
20
才
前
後
の
隊
員
が
14
～
15
人

い
ま
し
た
が
、
生
き
て
帰
れ
る
望
み
も
な
く
出

撃
し
て
い
く
若
い
隊
員
た
ち
が
気
の
毒
で
、
何

を
話
せ
ば
よ
い
や
ら
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。｣

と
語
っ
て
い
ま
す(

『
特
攻
隊
戦
没
者
慰

霊
顕
彰
会
会
報
第
５
号
』
よ
り
引
用)

。
こ
の

慰
問
に
対
し
て
、
隊
長
片
岡
中
尉
と
副
官
大
場

健
治
准
尉
は
漢
詩
と
短
歌
の
辞
世
の
書
を
贈

り
ま
し
た
。
こ
の
時
贈
ら
れ
た
書
は
、
松
田
さ

ん
が
41
年
間
保
管
し
て
い
ま
し
た
が
、
元
気

な
う
ち
に
遺
族
に
お
返
し
し
た
い
と
、
朝
日
新

聞
下
関
支
局
に
調
査
を
依
頼
、
そ
の
結
果
、
遺

族
の
所
在
が
判
明
し
、
片
岡
中
尉
と
大
場
准
尉

の
遺
族
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
朝
日
新
聞
社
を

通
じ
て
届
け
ら
れ
ま
し
た(

1987
年
９
月
17
日

の
朝
日
新
聞
に
は｢

出
撃
前
の
辞
世
の
書 

41
年
ぶ
り
、
遺
族
の
手
に｣

と
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。)

。 

ま
た
同
婦
人
会
会
員
で
あ
っ
た
豊
島
と
し

子
さ
ん
は
、｢

ひ
と
た
び
征
け
ば
二
度
と
還
ら

ぬ
必
死
必
滅
の
特
攻
攻
撃
、
婦
女
子
の
故
に
共

に
は
征
け
ぬ
が
、
我
が
心
は
己
が
魂
は
相
共

に｣
と
の
熱
烈
た
る
思
い
で
、
指
を
切
り
滴
る

鮮
血
を
以
て｢

祝
出
陣 

祈
成
功 

振
武
隊 

山
櫻
萬
歳
！ 

と
し
こ｣

と
記
し
た
絹
布
の
マ

フ
ラ
ー
を
隊
員
一
同
に
贈
っ
て
い
ま
す
。(

マ

フ
ラ
ー
の
右
下
に
は
片
岡
隊
長
が
書
い
た
と

思
わ
れ
る｢

左
記
の
乙
女
よ
り
隊
員
一
同
に
贈

ら
る 

於
基
地 

山
口
懸
下
関
市
王
司
区
員

光
町 

豊
島
と
し
子｣

と
の
添
え
書
き
が
あ
り
、

出
撃
後
片
岡
中
尉
の
遺
品
と
し
て
、
重
子
夫
人

の
も
と
に
届
け
ら
れ
、
重
子
夫
人
が
1994(

平
成

６
年)

６
月
10
日
に
靖
国
神
社
に
奉
納
し
て
い

ま
す
。)

。 

 

村
民
か
ら
真
心
籠
る
も
て
な
し
を
受
け
た

隊
員
た
ち
で
し
た
が
、
つ
い
に
出
撃
命
令
が
下

り
、
４
月
22
日
、
知
覧
基
地
か
ら
沖
縄
へ
出

撃
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
片
岡
中
尉
は
命

令
を
受
け
る
と
、
郷
里
玉
取
に
居
る
両
親
や
奥

様
に｢

待
望
の
時
機
来
た
り
て 

本
日
○
○

(

機
密
保
持
の
た
め
特
攻
の
２
文
字
が
伏
せ
字

に
な
っ
て
い
ま
す)

下
命 

愛
機
を
操
っ
て
勇

躍 

制
空
の
途
に
つ
か
ん
と
す 

兄
と
共
に

故
郷
の
名
を
辱
め
ざ
ら
ん
事
を
期
す 

委
細

後
報 

不
備(

文
意
が
十
分
で
な
い
と
い
う
意

で
、
手
紙
文
の
最
後
に
添
え
る
語)｣

と
の
一
報

を
送
っ
て
い
ま
す
。 (

高
21
回 

松
井
泰
寿) 

 （※）
片
岡
中
尉
の
年
齢
に
つ
い
て
、
本
文
中
、
29
歳
と
31 

令
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
片
岡
氏
本
人
が
当
時

一
般
的
で
あ
っ
た
「
数
え
年
」
で
自
ら
の
年
齢
と
し
た
も

の
と
、
戦
後
に
年
齢
を
言
う
際
に
現
在
で
の
一
般
的
な

「
満
年
齢
」
で
表
記
し
た
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
た
め

で
す
。
片
岡
氏
は
1915(

大
正
４)

年
6
月
生
ま
れ
で
す
が
、

数
え
年
年
齢
で
は
誕
生
と
同
時
に
す
で
に
１
歳
で
、
正
月

を
迎
え
る
た
び
に
年
齢
を
１
歳
重
ね
ま
す
の
で
、
翌
大
正

５
年
１
月
１
日
に
な
れ
ば
２
歳
に
な
り
ま
す
。
満
年
齢
で

は
、
大
正
５
年
１
月
１
日
で
は
０
歳
（
６
か
月
）
で
、
数

え
年
と
は
２
歳
の
差
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
大
正
５
年
６

月
に
は
１
歳
と
な
り
、
そ
の
差
は
１
歳
で
す
。
で
す
か
ら
、

1945(

昭
和
20)

年
４
月
時
点
で
は
、
数
え
年
で
31
歳
、
満

年
齢
で
29
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

 

小月基地で打合せ中の飛行第４戦隊の隊員たち。 

機体は２式複座戦闘機｢屠龍｣ 

 

 

血書のマフラー 
(靖国神社遊就館蔵） 

 



 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

               

出
撃
前
夜
の
決
死
の
声 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
小
倉
放
送
局
の
取
材
に
つ
い
て
は
、 

隊
員
の
岡
山
勝
己
軍
曹
が
そ
の
遺
書
に 

｢

元
気
で
征
き
ま
す
。
不
幸
の
罪
幾
重
に
も

御
許
し
下
さ
い
。
大
事
決
行
も
後
数
時
間
。

19
日
録
音
を
吹
き
込
み
ま
し
た
。
近
日
、

小
倉
放
送
局
よ
り
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
ま
す
。

ま
た
家
に
、
軍
か
ら
か
、
局
よ
り
レ
コ
ー
ド

を
送
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
勝
己
は
笑
っ

て
行
き
ま
す
。
何
時
ま
で
も
御
元
気
で
。
祖

母
様
達
に
も
宜
し
く
。
御
多
幸
を
御
祈
り
致

し
ま
す
。 

特
別
攻
撃
隊 

振
武
隊
々
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
勝
己 

 
父
母
上
様 

 ｣
 

と
記
し
て
い
ま
す
。 

         

   

片
岡
喜
作
隊
長(

中
学
33
回)

も
両
親
宛
の

遺
書
に
追
記
と
し
て 

｢

昨
四
月
十
九
日
最
後
の
座
談
会
に
て 

録

音
を
取
り 

近
く 

放
送
せ
ら
る
ヽ
由
な

れ
ば
お
聞
き
下
さ
い 

又
小
倉
放
送
局
よ

り 

音
盤
を
お
送
り
下
さ
る
筈
で
す
。
…

…｣
 

と
書
い
て
い
ま
す
が
、
レ
コ
ー
ド
盤
は
遺
族
の

も
と
に
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

翌
20
日
、
隊
員
た
ち
は
小
月
基
地
か
ら
知

覧
に
進
出
し
、
22
日
に
知
覧
を
出
撃
、
沖
縄

本
島
名
護
湾
に
あ
っ
た
海
上
敵
艦
船
群
に
突

入
、
戦
死
さ
れ
ま
し
た
が
、
５
月
10
日
夜
７

時
40
分
か
ら
、｢

出
陣
前
夜
の
決
死
の
声｣

と

の
番
組
名
で
、
約
15
分
間
九
州
全
域
に
ラ
ジ

オ
放
送
さ
れ
、
そ
れ
を
西
日
本
新
聞
が
５
月

11
日
の
朝
刊
で
次
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
ま

す
。 見

出
し 

 

一
億
へ
叫
ぶ
出
撃
前
夜
の
神
鷲 

小
倉

か
ら
録
音
放
送 

『
肚
で
ぶ
つ
つ
か
る
よ
』 

 

内
地
暴
爆 

仇
討
に
空
母
撃
沈 

 
 
 
  

※ 

肚(

は
ら 

胆
力
、
気
力)

 

リ
ー
ド
文 

小
倉
放
送
局
で
は
十
日
夜
七
時
四
十
分

か
ら
全
九
州
へ
某
基
地
に
て
振
武
特
別
攻

撃
隊
出
撃
の
前
夜
を
捉
え
た
録
音
放
送
を

行
ひ
沖
繩
決
戰
に
出
撃
す
る
死
生
觀
に
澄

み
渡
つ
た
特
攻
隊
勇
士
た
ち
の
肉
聲
を
電

波
に
乘
せ
て
戰
ふ
九
州
人
の
胸
を
力
強
い

感
激
に
搖
つ
た
。
こ
の
特
攻
勇
士
の
中
に
は

鳥
取
、
佐
賀
、
鹿
兒
島
出
身
の
若
武
者
も
加

は
つ
て
を
り
、
語
る
語
調
は
あ
ま
り
に
淡
々

と
し
て
じ
つ
と
ラ
ジ
オ
に
耳
を
傾
け
て
勇

士
の
心
境
を
聽
か
う
と
緊
張
す
る
人
々
の

心
底
に
は
國
民
的
神
の
聲
と
は
思
へ
な
い

ほ
ど
清
澄
な
流
れ
で
あ
っ
た
。
勝
利
へ
進
む

哲
學
を
説
き
若
い
曹
長
は
飛
行
機
を
一
機

で
も
多
く
送
れ
と
銃
後
に
訴
え
、
死
ぬ
の
が

面
白
く
な
つ
た
と
い
ふ
勇
士
た
ち
の
聲
に

も
つ
と
も
つ
と
銃
後
は
頑
張
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
一
死
必
沈
の
緊
張
に
包
ま
れ
た
出
撃
前

夜
と
い
ふ
の
に
勇
士
た
ち
は
さ
ら
さ
ら
と

死
生
觀
を
も
ら
し
朗
ら
か
に
お
國
藝
を
披

露
し
あ
つ
て
死
に
赴
く
人
と
は
思
へ
ぬ
靜

か
な
出
撃
前
夜
の
十
五
分
間
録
音
が
終
わ

つ
た
。
以
下
は
勇
士
た
ち
の
肉
聲
で
あ
る
。 

本
文 

立
川
小
倉
放
送
課
長 

 

御
出
發
前
夜
御
多
忙
の
と
こ
ろ
恐
縮
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
樣
の
張
り
切
つ
た
と

こ
ろ
か
ら
ま
づ
お
願
ひ
し
た
い
。 

片
岡
隊
長 

 

別
に
お
話
し
す
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
私
の
隊
の
特
攻
隊
の
こ
と
を
一
つ

話
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
い
ま
私
の

部
下
は
上
も
下
も
な
く
、
た
だ
ど
う
し
て

敵
に
打
つ
か
る
か
、
そ
れ
ば
か
り
考
へ
て

を
り
ま
す
。
私
が
一
番
苦
勞
す
る
の
は
か

う
い
ふ
立
派
な
部
下
を
ど
う
し
て
亡
く

す
る
か
が
私
の
一
番
の
苦
勞
で
す
。
隊
長

と
し
て
は
何
も
い
ふ
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
部
下
が
よ
く
や
つ
て
く
れ
る
。
そ
れ

ば
か
り
私
は
考
へ
て
を
り
ま
す
。 

牟
田
少
尉 

 

最
近
の
心
境
は
、
私
は
か
う
し
て
ゐ
る
の

が
非
常
に
辛
い
の
で
す
。
そ
れ
で
ど
う
か

一
日
で
も
早
く
出
て
ゆ
か
な
く
て
は
惡

い
こ
と
を
し
た
や
う
な
氣
が
し
ま
す
。
家

を
出
る
と
き
大
變
お
邪
魔
に
な
り
ま
し

た
。
必
ず
や
つ
て
來
ま
す
と
出
て
來
た
に

も
拘
ら
ず
命
令
が
出
な
く
て
歸
つ
て
く

る
と
き
、
隊
長
殿
か
ら
い
は
れ
た
や
う
に

沖
繩
決
戰
に
は
飛
行
機
が
惡
か
つ
た
ら

腕
が
惡
か
つ
た
ら
肚
で
ぶ
つ
つ
か
る
。 

大
場
准
尉 

 

い
ま
の
心
境
は
さ
う
で
す
ね
、
私
は
こ
こ

に
來
て
か
ら
實
に
感
じ
て
ゐ
る
こ
と
で

平成２８年２月９日 
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第８７号 

 

号 

振武特別攻撃隊長４～出撃前夜～ 
知覧基地への進出を翌日に控えた４月 19 日夜、隊員たちは、

ＮＨＫ小倉放送局の取材を受け、その心境や決意を語っていま
す。放送は隊員が出撃、散華された後の５月 10 日夜、｢出陣前
夜の決死の声｣との番組名で九州全域にラジオ放送され、それ
を西日本新聞が５月 11 日の朝刊で報じています。 

遺
書
裏
面
に
あ
る
、
片
岡
隊
長
の
両
親
宛
追
記 

片
岡
喜
作
隊
長 

月刊 



 

 

す
が
、
こ
の
戰
局
は
逼
迫
す
る
と
日
本
人

は
必
勝
の
信
念
を
も
た
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、
精
神
一
つ
に
な
る
も
の
と
私
は
思

ふ
。
四
、
五
日
前
ま
で
は
悲
觀
的
感
情
を

も
つ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
か
う
し
て

や
つ
て
來
て
見
る
と
緊
張
し
た
毎
日
が

つ
づ
き
必
ず
勝
つ
と
い
ふ
信
念
が
自
か

ら
沸
い
て
き
ま
し
た
。
元
元
悲
觀
論
者
は

緊
張
を
缺
い
て
ゐ
る
の
で
す
。 

 

一
同 

 

全
く
だ
。 

○
○ 

 

新
聞
、
ラ
ジ
オ
に
よ
り
サ
イ
パ
ン
の
全
員

戰
死
、
天
王
山
レ
イ
テ
の
戰
塲
が
間
も
な

く
沖
繩
に
移
つ
て
國
民
の
中
に
戰
局
を

悲
觀
的
に
考
へ
る
も
の
が
あ
つ
た
が
、
い

ま
俺
た
ち
が
靜
か
に
考
へ
て
み
る
と
戰

勝
は
必
ず
わ
れ
に
あ
る
と
考
へ
る
、
こ
れ

は
絶
對
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
俺
た
ち
が

い
ま
特
攻
隊
と
し
て
征
く
、
そ
し
て
必
ず

敵
の
で
か
い
の
を
や
つ
つ
け
る
た
め
に
、

つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
俺
た
ち
の
や
う
な

も
の
が
か
ぎ
り
な
く
つ
づ
い
て
く
る
、
一

億
が
特
攻
隊
と
し
て
く
る
と
確
信
し 

て
ゐ
る
。
俺
た
ち
は
安
心
し
て
出
發
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

○
○ 

 

俺
も
同
感
だ
よ
。 

○
○ 

 

自
分
が
特
攻
隊
と
し
て
出
て
ゆ
く
こ
と

は
た
だ
軍
人
の
本
分
を
完
了
す
る
氣
持

だ
け
で
あ
つ
て
別
に
他
念
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

○
○ 

 

日
本
人
全
體
と
し
て
國
民
は
み
な
特
攻

精
神
を
も
つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
飛
行
機
が

ま
だ
足
り
な
い
。
國
民
も
よ
く
銃
後
で
飛

行
機
生
産
を
や
つ
て
く
れ
る
が
、
い
ま
の

戰
局
か
ら
い
ふ
と
ま
だ
ま
だ
足
ら
な
い
。

飛
行
機
が
な
く
て
泣
く
こ
と
が
あ
る
。
飛

行
機
を
作
つ
て
ゐ
る
も
の
を
叱
つ
て
や

り
た
い
や
う
だ
。 

○
○ 

 

心
配
す
る
な
、
俺
が
出
發
し
て
敵
の
船
の

横
腹
に
近
接
し
て
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
講

じ
て
敵
を
撃
沈
さ
せ
て
見
せ
る
。 

○
○ 

 

名
古
屋
の
上
空
を
通
つ
た
と
き
、
爆
撃
の

た
め
名
古
屋
を
燒
い
て
ゐ
る
の
を
見
た

と
き
、
全
く
申
譯
の
な
い
や
う
な
氣
が
し

ま
し
た
が
、
こ
の
取
り
返
し
は
必
ず
空
母

撃
沈
に
よ
つ
て
取
り
返
し
て
や
ら
う
と

思
つ
て
ゐ
ま
す
。 

 (

放
送
は
更
に
続
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、 

新
聞
記
事
は
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
文
中
、
原
文
の
ま
ま
旧
仮
名
づ
か
い
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
可
能
な
限
り
旧
字
体
を

使
用
し
ま
し
た
。)

 

 

部
下
た
ち
は
、
一
死
必
沈
、
空
母
撃
沈
な
ど
、

特
攻
へ
の
決
意
を
語
っ
て
い
ま
す
が
、
片
岡
隊

長
は
立
派
な
部
下
た
ち
を
ど
う
死
な
せ
る
か

と
い
う
苦
労
を
語
っ
て
い
ま
す
。
操
縦
技
量
抜

群
の
部
下
た
ち
と
は
い
え
、
搭
乗
す
る
特
攻
機

は
99
式
高
等
練
習
機
。
515
馬
力(

実
用
機
の
一

式
戦
闘
機
隼
は

1,150
馬
力
、
最
新
鋭
の
四
式
戦

闘
機
疾
風
は

1,825
馬
力)

、
最
高
速
度
349

km/h
、

航
続
距
離
約
1000

km
、
250

kg
爆
弾
を
搭
載
す
る

の
で
、
２
人
乗
り
の
機
体
に
５
人
搭
乗
す
る
よ

う
な
も
の
。
離
陸
さ
え
思
う
よ
う
に
で
き
ま
せ

ん
。
や
っ
と
の
思
い
で
離
陸
し
て
も
、
速
度
は

200

km/h
が
限
界
で
、
最
高
速
度
600

km/h
を
超
え
る

米
軍
戦
闘
機
の
グ
ラ
マ
ン
F6F
ヘ
ル
キ
ャ
ッ
ト

や
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
P

51
マ
ス
タ
ン
グ
に 

                         迎
撃
さ
れ
れ
ば
ひ
と
た
ま
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。

隊
員
た
ち
は
、
実
用
機
で
出
撃
す
れ
ば
敵
艦
を

攻
撃
、
戦
果
を
挙
げ
て
帰
還
で
き
る
技
量
の
持

ち
主
だ
け
に
、
練
習
機
で
出
撃
す
る
部
下
た
ち

を
思
う
と
、
片
岡
隊
長
は
な
ん
と
か
敵
艦
に
体

当
た
り
さ
せ
た
い
、
無
駄
死
に
だ
け
は
さ
せ
た

く
な
い
と
心
を
痛
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
本
来
な
ら
ば
指
揮
官
は
作
戦
と
同
時
に
、

部
下
を
い
か
に
生
還
さ
せ
る
か
を
考
え
る
も

の
で
す
が
、
立
派
に
死
な
せ
る
こ
と
を
第
一
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
片
岡
中
尉
の
気

持
ち
を
推
し
量
る
と
、
戦
争
の
持
つ
不
条
理
が

よ
り
一
層
身
に
し
み
ま
す
。 

 

録
音
を
終
え
た
片
岡
隊
長
は
、
兄
の
岡
山
軍

曹
を
見
送
り
に
き
て
い
た
妹
の
よ
し
子
さ
ん

と
会
い
、
取
り
急
ぎ
自
分
の
名
刺
の
裏
に
奥
様

の
重
子
様
へ
次
の
よ
う
な
別
れ
の
言
葉
を
記

し
、
よ
し
子
さ
ん
に
託
し
て
い
ま
す
。 

重
子
様 

元
気
に
暮
ら
せ 

父
は
強
く
征
き
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
供
と
共
に
日
頃
の
心
掛
け
通
り 

達
者
で 

 
 

四
月
十
九
日 

喜
作 

 

片
岡
隊
長
は
翌
20
日
の
早
朝
、
知
覧
へ
の

出
発
前
に
妻
子
と
両
親
宛
の
遺
書
を
し
た
た

め
、
郷
里
に
送
っ
て
い
ま
す
が
、
も
し
遺
書
が

家
族
の
も
と
に
届
か
な
か
っ
た
場
合
を
考
え

て
、
名
刺
を
よ
し
子
さ
ん
に
託
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
名
刺
は
、
1987(

昭
和
62)

年
６
月
28
日

に
開
催
さ
れ
た｢

全
陸
軍
航
空
部
隊
碑
碑
前

祭｣

の
式
典
で
多
く
の
遺
族
を
代
表
し
て
、｢

英

霊
に
捧
げ
る
こ
と
ば｣

を
片
岡
重
子
さ
ん
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
傍
ら
に
付
き
添

っ
て
お
ら
れ
た
岡
山
よ
し
子
さ
ん
か
ら
重
子

さ
ん
に
手
渡
さ
れ
、
そ
の
後
靖
国
神
社
に
奉
納 

  
 
 
 
 
 

 
 
  

 
 
 
 

さ
れ
ま
し
た
。(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 

  

創
立
六
十
周
年
の
昭
和
三
十
二
年
に
作
成
し
た 

校
旗
は
、
劣
化
が
進
ん
だ
た
め
、
こ
の
度
、
新 

調
し
ま
し
た
。 

来
る
二
月
二
十
九
日
、
同
窓
会
か
ら
学
校
へ
の 

贈
呈
式
を
実
施
し
ま
す
。 

 
 

99
式
高
等
練
習
機(

99
高
練)

 

陸
軍
の
特
攻
に
使
用
さ
れ
た
機
種
は
重
爆
撃
機
か
ら

戦
闘
機
、
さ
ら
に
は
旧
式
の
固
定
脚
97
式
戦
闘
機
や
95

式
中
間
練
習
機(

通
称
赤
ト
ン
ボ)

ま
で
あ
ら
ゆ
る
機
種

が
動
員
さ
れ
た
。
99
式
高
等
練
習
機
は
特
徴
の
あ
る
低

翼
単
葉
機
で
、
95
式
中
間
練
習
機
か
ら
実
用
機
に
進
む

中
間
過
程
の
練
習
機
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
た
。 

乗
員
２
名 

全
長
8.92

m
幅
11.80

m
自
重
1247

kg 

発
動
機
ハ
13
甲 

515

ps 

 



 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

     
 

                 

遺
書 

小
月
基
地
に
て
、｢

４
月
22
日
知
覧
基
地
か

ら
出
撃
せ
よ｣

と
の
命
令
を
受
け
る
と
、
片
岡

隊
長
は
両
親
と
重
子
夫
人
に｢

待
望
の
時
機
来

た
り
て 

本
日
○
○(

機
密
保
持
の
た
め
特
攻

の
２
文
字
が
伏
せ
字
に
な
っ
て
い
ま
す)

下
命 

愛
機
を
操
っ
て
勇
躍 

制
空
の
途
に
つ
か
ん

と
す 

兄
と
共
に
故
郷
の
名
を
辱
め
ざ
ら
ん

事
を
期
す 

委
細
後
報 

不
備(

文
意
が
十
分

で
な
い
と
い
う
意
で
、
手
紙
文
の
最
後
に
添
え

る
語)

｣

と
の
一
報
を
ま
ず
送
り
、
第
81
振
武

隊
の
12
名
は
４
月
20
日
知
覧
基
地
に
進
出
し

て
行
き
ま
し
た
。｢

振
武
隊
指
導
及
出
撃
準
備

要
領｣

に
よ
れ
ば
、｢

振
武
隊
ノ
當(

知
覧)

飛
行

場
到
着
ハ
出
撃
前
々
日
夕
刻
迄
ト
ス
」
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
の
小
月
基
地
出
発
で

し
た
。
そ
の
日
の
朝
、
片
岡
隊
長
は
奥
様
、
子

供
た
ち
、
両
親
へ
の
遺
書
を
し
た
た
め
、
奥
様

と
両
親
の
も
と
へ
送
っ
て
い
ま
す
。 

 

○
奥
様
へ
の
遺
書  

  

重
子
様 

神
機
到
来
し
只
今
発
進
し
ま
す
。 

 

別
紙
名
簿(

遺
品
中
に
あ
る)

の
隊
員
よ
り

心
か
ら
心
服
せ
ら
れ
肉
親
以
上
の
情
け
に
守

ら
れ
て
征
き
ま
す
。
ま
た
当
山
口
県
小
月
飛
行

場
に
於
て
約
10
日
間
待
機
、
附
近
の
村
民
各

位
よ
り
誠
心
の
も
て
な
し
を
受
け
本
当
に
幸

福
に
征
き
ま
す
。
そ
の
状
況
は
宿
舎
附
近
に
居

ら
れ
る
豊
島
と
し
子
様
、
桜
井
朝
子
様
、
西
山

の
奥
様
等
よ
り
貴
女
に
お
知
ら
せ
下
さ
る
筈

で
す
。
皆
な
敢
然
と
し
て
総
て
を
私
達
の
為
に

お
世
話
下
さ
れ
ま
し
た
。
貴
女
様
か
ら
お
礼
を

申
し
述
べ
て
下
さ
い
。 

な
お
士
官
学
校
同
期
の
船
木
中
尉
殿
も
当

地
に
あ
り
不
眠
不
休
で
お
世
話
下
さ
い
ま
し

た
。 貴

女
様
に
は
何
も
夫
ら
し
き
こ
と
を
為
し

得
ざ
り
し
も
お
許
し
下
さ
い
。 

私
は
幸
福
に
征
き
ま
す
。
体
を
大
切
に
末
永

く
子
供
と
共
に
暮
ら
さ
れ
る
様
お
祈
り
致
し

ま
す
。 

私
の
散
華
後
、
軍
と
の
交
渉
に
於
い
て
不
明

の
点
あ
ら
ば
、
埼
玉
県
大
里
郡
三
尻
村
東
部
五

四
〇
部
隊
に
連
絡
せ
ら
れ
度
し
。 

御
両
親
に
孝
養
を
つ
く
し
つ
ゝ
子
供
を
お

願
い
し
ま
す
。 

四
月
二
十
日 

九
時 

 
 

指
揮
所
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
子
供
た
ち
へ
の
遺
書 

 

 

三
枝
子 

 

礼
子 

 
 
 
 
 
 
 

様 
 
 

父 

喜
作
よ
り 

 
 

生
ま
れ
出
づ
る
子 

 
 
 
 
  

 
 
 

お
父
様
は
大
君
の
為
、
特
攻
隊
長
と
し
て
敵

艦
に
飛
行
機
と
共
に
衝
突
命
中
米
英
共
を
討

ち
滅
ぼ
し
ま
す
。 

幼
少
に
し
て
父
と
別
れ
ま
す
が
お
母
様
は

本
当
に
よ
い
母
で
あ
り
お
父
様
と
同
じ
心
な

の
だ
か
ら
よ
く
お
母
様
の
お
教
え
を
守
り
良

い
子
に
な
る
ん
で
す
よ
。
病
気
を
せ
ず
に
お
父

様
は
幸
福
の
裡
に
お
前
達
と
別
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
よ
う
な
ら 

 ○
両
親
へ
の
遺
書 

  
 

お
父
様 

 
 

お
母
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
作 

長
い
間
我
儘
を
申
し 

何
等
子
と
し
て
の

務
を
果
し
得
ず
し
て
去
る
こ
と 

何
卒
お
許

し
下
さ
い 

あ
と
一
時
間
に
て
当
基
地
を
立

ち
ま
す 

然
し 

喜
作
は
良
き
部
下
を
頂
き 

且
つ 

世
の
人
か
ら
誠
心
か
ら
の
お
世
話
を

受
け 

幸
福
の
裡
に 

敵
艦
に
人
機 

命
中

し
去
り
ゆ
き
ま
す 

必
ず
大
物
を
轟
沈
し
御

恩
に
報
ゆ
る
覚
悟
で
す 

一
、
昨
四
月
十
九
日 

最
後
の
座
談
会
に
て 

 
 
 
 

録
音
を
取
り 

近
く 

放
送
せ
ら

る
ヽ
由
な
れ
ば 

お
聞
き
下
さ
い 

又

小
倉
放
送
局
よ
り 

音
盤
を
お
送
り
下

さ
る
筈
で
す 

一
、
当
地
に
て
の
遺
品
は 

当
部
隊
に
て 

 
 
 
 

発
送
し
て
く
れ
ま
す 

       

神
機
到
来
、
人
機
命
中 

４
月
22
日
、
第
６
航
空
軍
に
よ
る
第
４
次

航
空
総
攻
撃
が
決
行
さ
れ
、
知
覧
基
地
か
ら
の

突
入
機
は｢

第
79
振
武
隊
１
機｣

・｢

第
80
振
武

隊
11
機｣

・｢

第
81
振
武
隊(

片
岡
隊
長)

11

機｣

の
99
式
高
等
練
習
機
及
び｢

第
105
振
武
隊

６
機｣

・｢

第
109
振
武
隊
４
機｣

の
97
式
戦
闘
機

で
し
た
。
33
機
の
特
攻
機
群
は
午
後
２
時
以

降
、
逐
次
知
覧
基
地
を
出
撃
し
、
66
戦
隊
の
99

式
襲
撃
機
１
機
に
誘
導
さ
れ
て
奄
美
群
島
西

平成２８年３月８日 

茨城県立土浦第一高等学校 
進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 
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号 

振武特別攻撃隊長５～突入、戦死～ 
片岡喜作中尉(中学 33 回)を隊長とする第 81 振武特別攻撃隊は４月

20 日、小月飛行場から知覧基地に進出、４月 22 日、第４次航空総攻撃

の命令が下され、午後３時 18 分、知覧基地を出撃、祖国の安泰と繁栄

を願って片岡隊長以下 10 機は、沖縄本島名護湾にあった海上敵艦船群

に突入し戦死されました。(なお、陸軍少年飛行兵 10 期生・橋本栄亮

軍曹はエンジン不調により途中で引き返し、４月 26 日単独出撃突入戦

死されました)。本紙では戦後 70 年の昨年から戦争に関わった先輩方

の足跡を辿っています。 

月刊 

特攻隊が出撃した知覧飛行場 

両
親
へ
の
遺
書 



 

 

方
を
前
進
。
空
中
援
護
は
55
戦
隊
、
59
戦
隊

の
３
式
戦
闘
機
飛
燕
18
機
が
喜
界
島
ま
で
、

そ
れ
以
南
は
100
飛
行
団
が
担
当
し
４
式
戦
闘

機
疾
風
21
機
で
援
護
し
ま
し
た
。 

特
攻
機
群
は
夕
刻
、
日
没
直
前
、
沖
縄
に
到

着
、
低
空
か
ら
敵
艦
に
接
近
し
、
全
隊
攻
撃
突

入
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
突
入
時
刻
は
夕
刻
５

時
半
か
ら
７
時
半
、
上
陸
支
援
艇
Ｌ
Ｃ
Ｓ
15

号
と
掃
海
艇
ス
ワ
ロ
ー
を
撃
沈
、
駆
逐
艦
ハ
ド

ソ
ン
、
ワ
ズ
ワ
ー
ス
、
イ
ッ
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
、

敷
設
艦
シ
ア
ー
、
掃
海
艇
ラ
ム
ソ
ン
、
グ
ラ
ジ

エ
ー
タ
ー
の
計
６
隻
を
損
傷
さ
せ
ま
し
た
。 

こ
の
出
撃
を
知
覧
基
地
で
見
送
っ
た
の
が

部
下
の
大
関
馨
氏
。
大
関
氏
は
整
備
兵
と
し
て

81
振
武
隊
に
知
覧
ま
で
同
行
し
ま
し
た
が
、

原
隊
へ
帰
隊
後
、
奥
様
へ
の
書
簡(

知
覧
特
攻

平
和
会
館
蔵)

の
中
で
出
撃
の
様
子
を
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

｢

中
尉
殿
に
は
こ
の
度
振
武
特
別
攻
撃
隊
長

と
し
て
、
四
月
二
十
二
日
十
五
時
十
八
分
○
○

(

知
覧)

基
地
出
発
致
さ
れ
、
永
久
の
大
義
に
生

く
と
の
お
言
葉
に
て
元
気
に
て
征
途
に
向
か

は
れ
ま
し
た
。
基
地
に
て
最
後
の
遺
品
と
し
て

小
兵
持
参
致
し
、
本
日
小
包
に
て
御
送
り
申
し

上
げ
ま
し
た
。
ご
承
知
下
さ
い
ま
し
。 

中
尉
殿
、
生
前
は
色
々
と
ご
心
配
に
相
成
り
、

こ
の
度
の
出
撃
に
も
お
供
を
致
し
前
進
基
地

に
て
お
別
れ
致
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
小
兵

征
務
違
い
で
一
人
原
隊
に
帰
り
た
る
は
誠
に

残
念
に
て
、
な
ん
と
お
話
し
申
し
上
げ
て
よ
い

や
ら
、
唯
言
葉
の
先
に
立
つ
は
涙
の
み 

奥
様

に
お
か
せ
ら
れ
て
も
さ
ぞ
お
歎
の
御
事
と
存

じ
ま
す
。
ご
心
中
容
と
し
て
お
察
し
申
し
上
げ

ま
す
。 

昨
日
迄
は
隊
長
殿
と
し
て
お
慕
い
致

し
な
が
ら
之
れ
が
永
久
の
お
別
れ
に
な
ろ
う

と
は
、
全
く
夢
で
は
な
い
か
と
出
撃
後
の
夕
空

の
下
、
飛
行
場
で
唯
一
人
南
の
空
を
な
が
め
居

り
ま
し
た
。
あ
あ
隊
長
殿
は
大
義
に
生
く
る
と

の
お
言
葉
を
残
し
て
征
か
れ
ま
し
た
。 

奥
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
子
様
た
ち
と

と
も
に
、
恙
な
く
お
暮
ら
し
あ
ら
ん
事
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
色
々
御
通
知
申
し
上
げ
た

く
思
い
居
り
ま
す
れ
ど
、
感
極
ま
れ
ば
先
に
吾

が
涙
の
み
、
お
許
し
下
さ
い
ま
せ
。
乱
筆
を
謝

じ
御
通
知
並
び
に
お
悔
み
ま
で 

 

敬
白 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
関
馨 

 

片
岡
重
子 

様 
 ｣ 

                 

こ
の
片
岡
隊
長
の
戦
死
の
報
を
、
派
遣
さ
れ

て
い
た
台
湾
で
知
っ
た
の
が
、
館
林
教
育
隊
時

代
の
教
え
子
で
あ
っ
た
土
田
直
鎮
氏(

つ
ち
だ
な
お
し

げ 

第
３
期
特
別
操
縦
見
習
士
官
・
東
京
大
学
国

史
学
科
卒
・
東
大
教
授
・
東
大
史
料
編
纂
所
所

長
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
館
長
・
日
本
古
代

史
。
平
成
５
年
歿)

。
土
田
氏
は
片
岡
隊
長
の

特
攻
に
よ
る
散
華
に
つ
い
て 

｢

軍
隊
全
期
を
通
じ
て
、
新
聞
な
ぞ
見
る
機

会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
後
に
台
湾
に
行

っ
て
か
ら
、
偶
然
あ
る
小
学
校
の
教
室
に
あ
っ

た
一
枚
の
新
聞
を
見
て
、
私
は
こ
の
片
岡
中
尉

が
沖
縄
に
突
入
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
新
聞
に

は
中
尉
が
、
『
教
え
子
が
た
く
さ
ん
先
に
行
っ

て
い
る
か
ら
、
会
う
の
が
楽
し
み
で
す
よ
』
と

言
っ
て
嬉
し
そ
う
に
飛
び
立
っ
た
と
書
い
て

あ
っ
た
が
、
我
々
こ
の
教
官
に
習
っ
た
者
と
し

て
、
そ
れ
が
記
者
の
作
文
で
は
な
く
、
片
岡
中

尉
が
念
願
か
な
っ
て
、
本
当
に
喜
ん
で
突
っ
込

ん
だ
こ
と
を
絶
対
に
確
信
す
る
。
中
尉
に
つ
い

て
は
教
育
隊
の
教
官
と
し
て
の
こ
と
し
か
知

ら
ず
、
他
に
、
す
で
に
妻
子
が
あ
り
、
夫
人
は

館
林
一
の
美
人
で
あ
っ
た
と
も
聞
く
が
、
こ
の

教
官
の
印
象
は
私
に
は
終
生
忘
れ
が
た
い
も

の
に
な
ろ
う
。｣

と
記
し
て
い
ま
す(

東
大
十
八

史
会
編
『
学
徒
出
陣
の
記
録
』
あ
る
グ
ル
ー
プ

の
戦
争
体
験 

中
公
新
書 

 

1968(

昭
和
43)

年

刊
行)

。 

４
月
22
日
、
奇
し
く
も
母
校
土
浦
中
学
の

創
立
記
念
日
に
片
岡
隊
長
は
出
撃
、
戦
死
さ
れ

ま
し
た(

戦
死
後
、
少
佐
に
昇
進)

。
そ
の
35
日

目
に
ご
長
男
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

感
謝
の
供
養 

館
林
駅
で
片
岡
中
尉
を
見
送
っ
た
奥(

旧
姓

関
口)

純
子
さ
ん
は
戦
後
、
孫
の
針
ｹ
谷
穂
高

氏(

我
孫
子
市
在
住)

に｢

私
が
敗
戦
の
シ
ョ
ッ

ク
や
戦
後
の
混
乱
期
を
乗
り
越
え
て
、
生
き
て

こ
ら
れ
た
の
は
片
岡
中
尉
の
お
蔭
で
す
。
館
林

駅
で
頂
い
た
片
岡
中
尉
の
言
葉
が
ど
れ
だ
け

私
を
勇
気
づ
け
、
励
ま
し
て
く
れ
た
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
片
岡
中
尉
は
命
の
恩
人
で
す
。｣

と

語
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
幼
少
か
ら
純
子
さ
ん

の
お
宅
を
訪
れ
る
た
び
に
、
片
岡
中
尉
の
人
と

な
り
を
聞
か
さ
れ
て
き
た
針
ｹ
谷
氏
は
、
成

人
さ
れ
る
と
片
岡
中
尉
の
眠
る
館
林
市
の
五

宝
寺
や
つ
く
ば
市
玉
取
の
実
家
を
訪
れ
、
供
養

の
誠
を
捧
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
知
覧

特
攻
平
和
会
館
に
純
子
様
と
と
も
に
片
岡
中

尉
供
養
の
た
め
の
灯
篭
を
献
灯
し
、
片
岡
中
尉

が
突
入
戦
死
さ
れ
た
沖
縄
名
護
湾
も
訪
れ
、
供

養
の
香
華
を
手
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も

片
岡
中
尉
に
関
す
る
資
料
を
入
手
さ
れ
る
と
、

実
家
を
訪
れ
、
片
岡
中
尉
の
霊
前
に
供
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 
 

                   

（
高
21
回 

松
井
泰
寿
） 

 
 

旧
本
館
改
修
工
事
が
間
も
な
く
始
ま
る
こ
と 

に
伴
い
、
旧
正
門
が
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と 

か
ら
、
仮
設
の
通
用
門
が
同
窓
会
館
横
に
設
け 

ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
旧
本
館
内
に
展
示
さ
れ
て
い
た
物
品 

は
、
昨
年
中
に
校
内
各
所
に
格
納
さ
れ
ま
し
た 

の
で
、
現
在
の
旧
本
館
内
部
に
は
何
も
な
い
状 

態
で
す
。 

建
設
当
時
を
知
る
た
め
に
は
絶
好
の
機
会
で 

す
の
で
、
過
日
、
現
一
・
二
年
生
対
象
と
し
た 

見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

知覧特攻平和会館に
復元された、三角兵舎
とその内部 

平成 26年 4月、奥順子・針ｹ谷穂高
の両氏が片岡喜作中尉の供養のため
に建立された石灯籠。 
(石灯籠は、知覧基地をはじめ各基地から出撃散

華された 1,036 柱の陸軍特別攻撃隊の英霊を顕

彰し、永遠のご冥福をお祈りするために建立され

ています。) 
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